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零章　最強と最凶　lncarnations of Liberty






　──その瞬間、交わらないはずの二人の世界が重なった。




　紅あかい月に照らされた王の間で、美しくも禍まが々まがしい大鎌が振るわれる。

　大鎌の先に在るのは、露出度の高い紅いドレスの少女だ。

　ツインテールを揺らしながら、華きや奢しやな身体にあるまじき膂りよ力りよくで巨大な鎌を振り回している。

　対たい峙じするのは、黒髪の少年。

　手にした漆しつ黒こくの片手剣で初撃を受け止めるも、予想以上の衝撃によろめく。

　続く少女の追撃に対応が遅れ──間に合わない──そう判断するや否や、少年は片手剣を一瞬で短剣へと変化させ、線ではなく点で斬撃を受け止めた。

　ガキンという音と、肩が軋むような重い衝撃。

　紙一重で致命傷クリテイカルヒツトを避さけた少年は即座に力の方向をそらし、短剣を片手剣に戻して起動言ランワードを口にした。

「『縮しゆく地ち・雷らい絶ぜつ』」

　補助系片手剣技ソードスキル。ごく短時間反応速度を上昇させて、少女の懐ふところに入りこむと、片手剣を再び短剣に変化させる。

「『燐りん火か迅じん衝しよう』」

　ほぼタイムラグなしで発動させた短剣技ダガースキル。

　逆手に持った剣ブレードにのせて放った一閃が、少女を襲う。

　少女はそれを正面から喰らい、金色のダメージエフェクトを撒き散らしながらなおも執しつ拗ように鎌を振るった。

「──っ」

　予測に反した動きに、少年は一撃を甘んじて受けてしまう。

　油断──。

　そう思ったときには、すでに少女は起動言ランワードを呟つぶやいていた。

「『ダストデビル』」

　反応速度と斬撃速度を同時に上昇させる鎌技サイズスキル。

　巨大な大鎌による嵐のごとき斬撃に──しかし少年はあえて下がらず前に出た。

「──！」

　鋭敏になった感覚が少女の驚きを少年に伝える。

　嵐を穿うがつ楔くさびの一突き。

　少年が突き入れた長剣──可変型ブレード《インディフィニット》が、少女の振るう大鎌──《クロノスサイズ》を押しとどめた。

　剣を振り払おうとする鎌の動きに合わせ、少年は絶妙な力加減でさらに少女へ肉薄する。

　大鎌と長剣のつばぜり合い。

　息も吹きかかるような至近距離で、少年が目を細めて言う。




「──退くとでも思ったのか？　《斬虐の女王クイーン》」

「そうこなければと思っていたよ《不敗の王剣クラウン》！」




　交わした言葉は一瞬。

　挑戦的に唇をつりあげた少年《不敗の王剣クラウン》『ＲＥＮ』は、一回り小さな少女《斬虐の女王クイーン》『ＣＨＩＬＬ』を弾はじき飛とばすと、翻ひるがえした剣ブレードを片手剣に変化させて叫ぶ。

「『縮しゆく地ち・光こう矢や』！」

　雷らい絶ぜつ以上に短時間高反応の補助系片手剣技ソードスキルの力を借り、《斬虐の女王クイーン》へ接近。

　最短で繰り出した上段からの一振りは──だが少女を捉えない。

「『シャドウレイド』」

　少女の声と斬撃は背後から襲いかかってきた。













　少年は振り返らず、反射的に屈かがみこむ。

　大鎌は空を切ったが、代わりに足を払われた。

　受け身を取った先を狙われ、二振りの斬撃が入る。

　少年は、ダメージエフェクトを散らしながらも反撃とばかりに右手を軸に身体を浮かせて二段蹴りを放った。

　一撃を受け、二撃目のタイミングで少女が後方に下がった隙に、少年は体勢を立て直す。

　数メートル先、玉ぎよく座ざに立つ少女を見て、少年は不意に不思議な感慨に襲われた。

　少女の持つ二つ名とその頭に載った小さなティアラ。

　荘そう厳ごんで仰ぎよう々ぎようしい装そう飾しよく品はこれ以上ないほどこの場にふさわしい。

　紅あかい月をバックにたたずむ西洋風の古城。

　その謁えつ見けんの間が、全感覚投影型ＶＲオールネスヴアーチヤルリアリテイバトルゲーム『ＢＬＡＤＥ－ＬＩＮＫブレードリンク』の第一回公式トーナメント大会決勝の舞台オリジナルフイールドだった。

　足元にはレッドカーペット。天井は吹き抜けになっており、夜空を切り裂く月光が対たい峙じする二人を照らし出している。

　黒髪の少年は公式戦二〇〇戦無敗ランクマツチダブルハンドレツドという驚異的な記録を作り、どんな状況からも決して負けない、誰もが認める最強プレイヤー《不敗の王剣クラウン》。

　対する少女は《不敗の王剣クラウン》に匹敵する力を持ちながら、過剰攻撃オーバーキルの反則負けを繰り返してきた、誰もが恐れる最凶プレイヤー《斬虐の女王クイーン》。

　はじめての公式トーナメント最高の舞台で実現した最強ＶＳ最凶。

「出来すぎだね」

　不意に少女が微笑ほほえんだ。

　月明かりの下で、その穏やかな笑顔はどこまでもまぶしい。

「でも、楽しいことはいつまでも続かない」

　一度目を閉じ、再び開かれたときには少女の笑みは凄絶なものへと変わっていた。

「そろそろ終わりにしようか……ボクの勝ちという形でね！」

　言葉と加速。正面から突っ込んできた少女に、

「結論以外は──同感だ！」

　少年もまた地面を蹴って少女へと向かう。

　あっという間に接敵した二人は、息もつかせぬ激しい攻防を展開する。

　少女が繰り出す目にも留まらぬ斬撃は硬軟織り交ぜた少年の剣ブレード捌さばきにほとんど防がれ、可変型ブレードの特性オリジナルスキルを生かした少年の絶妙な時間差攻撃は、少女の軽快なステップのもとになかなか決定打を生み出せない。

　かと思えば、正面から何気なく放った少女の大ダメージスキルが少年にクリーンヒットし、安易にトドメと動いたところをそれ以上の迎撃が襲う。

　高度な駆け引きと絶えず入れ替わる攻守。思わぬタイミングで入る派手な大技。

　ブレードリンクのプレイヤーは元より、大ヒットゲーム初の公式大会ということで興味本位にのぞきにきた観客を前に、少年たちは果てのない熾し烈れつなバトルを繰り広げた。

　──だが、なにごともいつかは終わりがくる。

　先に体力ゲージが危険域に達たつしたのは、《不敗の王剣クラウン》だった。

　少女は途中から少年がスキルを使うタイミングにかぶせてそれ以上のスキルを発動し、一方的に後の先をとり続けていたのだ。

「ここまで、かな」

　冷めた声と共に少女が補助系スキルを多用して一気に攻勢をかけてくる。

　肉にく斬ざん骨こつ断だんとばかりに波状攻撃を繰り出してくる少女に──少年は表向き焦りを見せつつ、虎こ視し眈たん々たんと一発逆転の機会をうかがっていた。

　まだチャンスはある。

　いや、それどころか──

　考えかけたそのとき、少女の隙が逃しようもないほど大きくなった。

　攻撃しろと言わんばかりのタイミングに、少年は起動言ランワードを呟つぶやくために口を開き、

『不定剣・雛ひな菊ぎく』

「『ディジションベル』！」

　少年の口の動きは大技の起動言ランワードを確かになぞっていた。

　だが、実際に技を発動させたのは少女だけ。

　当然だ。技の発動には音声認識が必要で──少年は声を出していない。

「無音偽証サイレントデイレイ!?」

　驚きと共に大振りのスキルを誘導された少女に、少年はとっておきの超大技エンドスキルを合わせる。

「『不定剣・明めい鏡きよう止し水すい』」

　後の先の先──。

　音もなく放たれた不可視の一閃が、スキルごと少女を切り裂いた。

　致命的な特大ダメージエフェクト。

　体力ゲージを散らした《斬虐の女王クイーン》は膝をつき、ゆっくりと少年の足元へと倒れ伏す。

　一拍の静寂の後。




『勝負あり！　第一回公式トーナメント大会の優勝者は《不敗の王剣クラウン》──『ＲＥＮ』だああ!!』




　実況のかん高い叫び声が耳に飛びこみ、オンラインで観戦していた観客のコメントがいっせいに流れ始める。

　だが、少年はそのどれをも見聞きしていなかった。

　──勝った。

　公式戦ランクマツチで、《斬虐の女王クイーン》に。

　震えるような充足感と高揚感。拳こぶしを握りしめて喜びを噛かみしめる。

　これ以上ない勝利の余よ韻いんに浸っていた少年は、ふと倒れたままの少女に気づいた。

　どれだけ感覚が生々しくてもブレードリンクはＶＲ仮想現実のゲーム。

　痛みで気絶するようなことはないし、体力ゲージが尽きたからといって死んだフリをする必要もない。

「おい──」

　そろそろ起きろよ。そう続けようとした少年の目の前で。




　少女は忽こつ然ぜんと消えた。




「──は？」

　ログアウトした？　急に？

　不可解な現象とらしくない少女の行動に少年は眉をひそめ、ハイテンションになにか言っている実況を放置してゲームの終了フェイズに入る。

　物理現実のＶＲルームに戻ってきた少年は、微かすかに感じためまいを振り払い、対面の一人用ソファーに座っている《斬虐の女王クイーン》──兎と神がみ散ちる葉はに声をかけようとして、目を見開いた。

「……散葉？」

　ソファーは空席だった。

　まるではじめからそこには誰も座っていなかったかのように。

　ＶＲルームをくまなく見回したあと、扉を開けて店中を必死に捜し回った少年は、そのどこにも少女の痕跡がないことを確認して、警察と家族に連絡を入れた。

　騒然とする店内。困惑する警察。泣き叫ぶ家族。

　一転して混こん沌とんと化す現実に、少年は呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。

　喜びは、悲しみに。

　達成感は、喪失感に。




　──《不敗の王剣クラウン》が《斬虐の女王クイーン》を破り、ブレードリンクの伝説となったその日。




　少年は大切な幼なじみを失った。






一章　雨の代わりに降り落ちる者　Not Rain But A Girl






「……や、蓮れん也や、蓮也！」

　耳元で直接名前を叫ばれて、千せん宮ぐう蓮也は突っ伏していた机から勢いよく顔をあげた。

　放課後の教室にはいつの間にか半分ほどの生徒しかいない。

　教室前方のボードを見ると、内ない耳じに装着された認識拡張端末『Qualiaクオリア Deviceデバイス』が視覚野に働きかけ、《拡張認識レイヤードリアル》上に『完全下校まであと一時間二〇分』というタグを自動でポップさせる。

　蓮也は視線操作アイジエスチヤーでそのタグを消すと、微睡まどろみを邪魔してきた少女──兎と神がみ舞まい花かをゆっくりと見あげた。

「なんだよ舞花……いい気分で寝てたのに」

「なんだよじゃないよ、もう」

　ぷう、と頬ほおを膨らませ、舞花はジト目で蓮也を見おろす。

「何回ボイチャ飛ばしたと思ってるのさ」

　腕を組んだ拍子に高校二年にしてはやたらと発育のいい胸が揺れ、思わず目を奪われてしまった蓮也は意識的に視線をそらした。













「ボイチャ？……あー」

　蓮れん也やが視覚の端に通知ウインドウを展開すると、未受信のボイスチャットが九件。

　そのうちの七件が舞まい花かだ。どれも『一八時のお見舞い』というキーワードが含まれている。

「悪い、五限目辺りからずっと寝てた」

「五限って……蓮也夜寝てないの？」

「夜は寝てる。だが昼も寝てる」

「あのね……そんなに寝てたら夢と現実の区別がつかなくなるよ？」

　夢というフレーズに、蓮也は直前まで見ていたそれを思い出しかけた。

　二年前。あいつを失い、罪悪感に剣を折ったあの日──。

　強制的に思考をストップし、適当な言葉を口にする。

「そりゃいい。一生夢の中で暮らすのが俺の夢だ」

「本当にそんなことしようとしたら叩たたき起こすからね」

　ふふふ、と笑いながら拳こぶしを握りしめた舞花を見て、蓮也は小さく肩をすくめてみせる。

　蓮也たちが高校に入学して二年、何度となく繰り返されているやりとりだ。

　舞花の家は蓮也のマンションのすぐ近くで古武術道場を開いており、蓮也は昔その道場に通っていた。舞花……というより兎と神がみ家とはそれ以来一〇年ほどの付き合いがある。

「で、なにか用事でも？」

　いまだ帰り支度をしない蓮也があくびを噛かみ殺ころしながら訊きくと、舞花は信じられないと言わんばかりに大きな目を見開いた。

「だーかーら、お見舞いのことで」

「見舞いは一八時からだろ」

「え？」

「他になにかあるのか」

「そ、それは、だからその……お見舞いまでどこかで……時間潰しとか、さ」

　急にしどろもどろになった舞花に蓮也が首を傾かしげていると、

「まーいか！」

　クラスメイトの小さな女子が突然後ろから舞花に抱きついた。

　蓮也の拡張認識レイヤードリアル上にそのクラスメイトの名前・寺てら下した彩あや名なというタグがポップする。

「ふわっ、ちょ、ちょっと彩名なに急に！」

「なにじゃないよー。さっきも言った駅前に新しくできたスイーツショップ。そこのサンプルデータ見つけたから共有しようって」

　言いながら彩名は軽い調子で右手にＱＤクオリアデバイス用ＶＵＩヴアーチヤルユーザインターフエース『ＢＬＡＤＥブレード』を可視化する。

　デフォルメされた小さな斧おののようなブレードを見て、舞花は困ったように笑った。

「彩あや名なさーん、何度言ったら覚えてくれるの？　あたしブレード使ってないってば」

「あれ？　そだっけ？」さして気にした様子もなく、すぐにブレードを消した彩名は、こめかみに指を当てて悩ましげに目を閉じる。

「感覚共有はいっつもブレード同士を触れ合わせるだけイージーコネクトだったからなー。んーと、ＱＤクオリアデバイスのオリジナルＯＳでデータを共有する方法は……」

「いいよ無理しなくても」

「わたしが舞まい花かと共有したいの！　あれホントおいしかったんだから。苺いちごとバニラのフレーバーにミルフィーユの食感が絶妙で……あ、そだ、千せん宮ぐうくん」

　急に彩名から声をかけられた蓮れん也やは、右手を軽くあげて言う。

「悪いな。俺もブレードは使ってないからデータの経由はできない」

「えー……なんで二人ともブレードインストールしてないの？　どう考えてもオリジナルより便利だし、みんな使ってるのに」

　彩名の疑問はもっともだった。

　物理現実に仮想オブジェクトを重ね合わせる高度なＶＲヴアーチヤルリアリテイ技術、拡張認識レイヤードリアルを可能にした認識拡張端末ＱＤクオリアデバイス。

　その国内普及率が九八％を超え、あらゆる公共機関の拡張認識レイヤードリアル上のタグ化がほぼ完了した現在、ＱＤクオリアデバイスなしの生活は考えられなくなった。

　人々は物理現実Physical Layerという素のままの現実First Reality＝Ｒ１よりもＱＤクオリアデバイスを起動させた拡張現実Intermediate Layer──第二の現実Second Reality＝Ｒ２こそを日常としている。

　特に就学時のＱＤクオリアデバイス装着が義務化されていた蓮也の世代は、ＱＤクオリアデバイスをどう便利に使うかということに敏感で、流行はいち早く察知し、便利なものは即取り入れるのが常識だ。

　その点、数年前にリリースされ、今やＱＤクオリアデバイスユーザーの八割を獲得するという驚異的なシェアを誇るＶＵＩヴアーチヤルユーザインターフエース『ＢＬＡＤＥブレード』を使用しないというのはよほどのこだわりがなければ信じがたい。

「あ、もしかしてゲームのほうを敬遠してるの？　親世代には勘違いしてる人多いよね、ブレードをインストールしたら『ＢＬＡＤＥ－ＬＩＮＫブレードリンク』もしないといけないと思ってる人」

　その単語が出た瞬間、舞花の表情があからさまに強こわばった。

『ＢＬＡＤＥ－ＬＩＮＫブレードリンク』

　今やその名を聞かない日はないというほど有名な全感覚投影型ＶＲオールネスヴアーチヤルリアリテイバトルゲームだ。

　プレイヤーはＱＤクオリアデバイスにインストールした各個人固有形状のブレードを武器に、仮想現実Virtual Layerという第三の現実Third Reality＝Ｒ３のフィールドで戦う。

　典型的なチーム対戦型ＶＲ格闘ゲームでしかなかったブレードリンクが、社会現象になるまでヒットしたのは二つの特徴的なシステムによる。

　一つはブレードが持つ超感覚共有処理を利用し、仲間と自分の感覚を最高度まで共有してそれぞれの技を緊密に連携させる《チェインリンケージシステム》。

　最先端のモーショントラッキングシステムに、あらかじめ登録された起動言ランワードを口にするだけでスキルが発動するランシステムも相まって、プレイヤーは仲間と共に爽快感抜群の連携技リンケージを簡単に繰り出せる。

　そしてもう一つが観戦者オーデイエンスの反応が高レベルスキルの解放に繋つながる《オーディエンスシステム》だ。

　ブレードリンクでは対戦が常時オンラインで公開されており、観戦者オーデイエンスはブレードを利用することで臨場感のあるバトルを楽しめる上、各プレイヤーとリンク（応援／バッシング）することで戦闘に影響を与えられる。

　簡単な操作に、爽快感抜群のバトルシステム。なにより、単純に見えて複雑な戦略性がユーザーに広く受け入れられ、今や全世界で空前絶後の大ヒットを飛ばしていた。

　元々ブレードはそのブレードリンクで使うＶＵＩヴアーチヤルユーザインターフエースでしかなかったのだが、日常のＱＤクオリアデバイス用ＯＳとしての機能が非常に優れていたため、ゲームをしない層にまで浸透していき、相乗的に大元のゲームユーザーも増加している。

「あ、でもさ、実はあれ結構楽しいよ、ブレードリンク」

「え……彩あや名な、プレイヤーとしても参加してるの？」

「いやーちょっとだけね。最初はただの観戦者オーデイエンスだったんだけどさ。ほら、最近はライブネットでもブレリンの放送とかよくやってるじゃない？　そういうの見てるうちに興味が出てきちゃって。チェインリンケージとか綺き麗れいに決まるとすっごく気持ちいいんだよ」

「……へー」

「へー、って……もう、舞まい花かもやってみればいいのに。舞花は格闘技経験者だからＣランクくらいはすぐいけそうだし、そうすればいろんなクランから誘われて楽しいよ」

「格闘技同好会会長のあたしとしては、今週の新歓のほうが気になるかな、うん」

　神妙にうなずいて話をそらした舞花に、彩名は考え込むようにして言う。

「新歓かー確かに新入部員は新歓で決まっちゃうもんね。わたしは部活に入っていないし、楽しみなのは副会長率いる生徒会のサプライズ企画くらい……あ、そうだ」

　ぽん、と手を打った彩名が再び嬉き々きとした表情を浮かべる。

「副会長で思い出したけど、今日のブレリン・ドットネットは要注目だよ。ゲストがなんと《幻影の兎姫ミラージユラビツト》さまなんだから」

　興奮気味に話す彩名に、舞花は苦笑する。

「だからあたしは興味ないってば。というかなんで副会長でそれを思い出すの？」

「この前《幻影の兎姫ミラージユラビツト》さまのファンチャットで見かけたの。まあ《幻影の兎姫ミラージユラビツト》さまはわたしのものだけどね」

「わたしのものってね……そもそも《幻影の兎姫ミラージユラビツト》って女の子じゃなかったっけ？」

「そうだよー。犬猫羊兎の四人組アイドルクラン《鳥ちよう獣じゆう戯ぎ画が》のメンバー。でもね、《幻影の兎姫ミラージユラビツト》さまは他のメンバーと違うんだから。なにせ《刻印者ナンバーズ》だからね。ほら、この前送ったプレイ動画見てくれた？　すっごくかっこよかったでしょ」

「あーもう彩あや名ながその人を好きなのはわかったから。ちょっと落ち着きなさいってば」

　いつもは押せ押せな舞まい花かがなだめていると、背後から男子が声をかけてきた。

「おいおい、《刻印者ナンバーズ》フォローすんなら《青天の右翼ロワゾ・ブリユー》だろ。ミララビなんか顔も見えねーじゃん」

「……は？　今わたし喧けん嘩か売られた？」

「お、なになに《刻印者ナンバーズ》の話してんの？」「私は断然《迅雷の戦逆鬼ローエングリン》さま推しだなー」「強さで言ったら《鮮血の白百合ブラツデイリリイ》じゃね」「いやいや《終焉の黒ブラツクステイシス》一択だろ」

　新たに数人が話に加わってきて、蓮れん也やはさりげなくＱＤクオリアデバイスで聴覚の感度を絞る。

　そのままほとんど中身の入っていないカバンを手に立ち上がり、教室の外へ向かおうとすると、舞花が追ってきた。

「ちょっと待って蓮也、あたしも一緒に──」

「いいって。ほら、寺てら下したたちが呼んでるぞ」

「そうじゃなくて、その」

　視線をうろつかせる舞花に、蓮也は意図的に笑顔を浮かべて言う。

「心配しなくても見舞いには行くって。よっぽどのことでもない限り」

「よっぽどのことって？」

「そうだな……雨とか？」

「蓮也！」

「冗談だ冗談」

「……うん。じゃあ、あとでね」

　どこか残念そうな舞花に軽く手を振り、蓮也は教室を後にした。




　──直後にそのよっぽどのことが起こるなどつゆ知らず。





　　　†×†






　雨など降る気配もない。

　陽射しを遮さえぎって空を見あげた蓮也は、そこで雨どころではないものを目の当たりにする。

　雨は降っていない。降っていないが──

　屋上から少女が降ってきた。

「──は？」

　青い空を背景に風にたなびく長い銀髪。

　昼下がりの放課後に場違いなほど幻想的な光景。

　見とれる蓮れん也やを現実に引き戻したのは単純な疑問だった。

　──このまま落ちたら、彼女はどうなる？

　華きや奢しやな身体がやわらかいトマトのように地面に叩たたきつけられる想像を一瞬で終えた蓮也は、即座にＱＤクオリアデバイスの機能で落下予測をし、導き出された計算結果を元に走る。

　途中で胸にカバンを押し込み、万全の受け止め体勢に入った蓮也だったが、少女は空中で姿勢を変え、狙い澄ましたように昇降口右横の花か壇だんに落下した。

　地面が軽く揺れるほどの衝撃と、激しく吹き上がる土つち埃ぼこり。

　舞い散る花びらの中から現れたのは、尻餅をつきつつも無事着地を決めた少女だった。

　透き通るような銀髪に、陶とう器きのような白い肌。

　強い意志の宿ったアメジストの大きな瞳。

　日本人離れした美貌の少女は冗談のような高さからの落下にもかかわらず、整いきった顔につゆほどの動揺も浮かべていない。

　どうやらあらかじめＱＤクオリアデバイスで演算して落ちてきたらしい。

（……なんだ、助ける必要なんてなかったのか）

　急に自分の行動が恥ずかしくなった蓮也は、よく見ると少女がそれ以上に恥ずかしい状態になっていることに気づいた。

　少女が身に纏まとった、白と青を基調にした軽装の鎧よろいのような衣装。

　そのスカート部分が派手にまくれあがって、白い下着が丸見えになっていた。

　膝まで覆う金属質のグリーブと土に汚れた白い太ふと腿もも。

　その先には、サイド部分がヒモ状になっており、細かい意匠の施ほどこされた純白の──思わず凝視する蓮也の視界に拡張認識レイヤードリアルの覗のぞき込こみ防止フィルターがかけられる。

　反射的に少女の顔を見ると、耳の先まで真っ赤に染まっていた。

「……見ましたか」

「いや、見たというか」

「見たんですね」

「だから見たんじゃなくて」

「──変態」

「ちょっと待て、今のはどう考えても──」

「──盛り上がってるところ悪いが」

　唐突な声は、すぐ後ろから聞こえてきた。

「先にこっちの用事をすませてもらえると助かるな」

　振り返った先、昇降口左横の花か壇だんの上に奇抜な少年が立っていた。

　ラフに着崩した着物のような衣装。明るい色の髪に、後頭部にかぶせた狐面。

　少女同様ＶＲ仮想現実で見かけるような衣装に身を包み、細めた目でこちらを見つめる彼の姿に、蓮れん也やは見覚えがあった。

「副会長……？」

　蓮也が通うこの学校、朱しゆ天てん寺じ学がく園えん高等部生徒会副会長・世せ良ら樹きかたる。

　蓮也は以前、廊下ですれ違った際に彼のタグを目にしたことがあった。

　そのときと格好や髪型は違うが、見た目の爽やかさと裏腹の不穏な雰囲気は変わらない。

「おっと身バレしたか。面倒な仕事が一つ増えたな」

　肩をすくめ、不吉な言葉を口にするかたるが蓮也を見すえる。

　その粘つく視線を遮さえぎるように、少女がかたるの前に立ちはだかった。

「その必要はありません。わたしがあなたに勝って《上書きオーバーライト》しますから」

　蓮也にとってはわけのわからないやりとり。

　挑戦的な眼まな差ざしがかわされ、かたるが小さく笑う。

「なるほど、面白い冗談だ」

「あいにく、わたしは冗談を言わない主義です」

　牽けん制せいのような応酬の後。二人は同じセリフを口にした。













「「限定解除ブレイクアウト」」




　瞬間、蓮れん也やの背中をわけのわからない怖おぞ気けが走る。

　耳の奥に響くキーンという音。目の奥を押し込まれるような圧迫感。全身の毛穴に冷や水を流し込まれたような感覚。

　思わず身震いした蓮也が次に目にしたのは、二人がそろって装そう飾しよく過多なバトル時のブレードを構えている姿だった。

　かたるの手にした和わ槍そうと少女の手にした鞭ウイツプ。

　通常時のデフォルメされたものとは違う、相手を傷つけることを目的とした明確な武装。

　だが、蓮也はそれらの武器を目にしたことがあった。

　Ｒ３仮想現実のゲームの中で。

（──そんなわけがない）

　今は放課後で、ここは学校の昇降口前で、これはまごうことなきＲ１物理現実だ。

　そう確認する蓮也を嘲あざ笑わらうように、一瞬だけブレードを触れさせた二人が弾かれるように交戦を始める。

　花か壇だんの土を爆発させて加速したかたるが、まばたきする間もなく少女に肉薄。

　少女は直線的な突進をギリギリのところでいなしたが、勢いを殺しきれずバランスを崩したまま数メートル後ろに吹っ飛ぶ。

　かたるはその隙を見逃さなかった。

「『欠かけ月つき』」

　槍技ランススキルの起動言ランワード。

　呟つぶやきながら左手を軸に素早く槍を取り回したかたるは、その場で横薙なぎの一閃。

　三日月状の青いエフェクトが生じ、回転しながら猛スピードで少女へと襲いかかる。

　直撃──そう思った次の瞬間、少女は超反応で真上に跳躍して回避した。

　斬撃は、少女の背後にあったグラウンドのフェンスに当たって霧む散さんする。

　あらかじめ登録された技を特定の言葉で発現させる《ランシステム》。

　ランシステムで繰り出された汎用技とその効果。

　なにより超人的な二人の身体能力。

　もう認めるしかなかった。

　二人は拡張現実で仮想現実のバトルをしている。

　蓮也は、舞まい花かに冗談で語った『よっぽどのこと』が本当に起きたことに混乱しつつ、彼らをつぶさに観察する。

　通常時ではありえない、攻撃性を重視したブレードの形状。

　不正改造でもしたのか？　いや、だが──

　思考する蓮れん也やが動けずにいると、昇降口から女子生徒の集団が走り出てきた。

　しきりに拡張認識レイヤードリアル上の時間を気にする素振りを見せた彼女たちは、あろうことか少女とかたるが斬り結ぶその場に突っ込んでいく。

「あぶな──」

　蓮也が声をあげると、女子生徒の一人が足を止めて不思議そうにこちらに振り返った。

「どうしたの？」

　別の女子生徒が声をかけると、振り返った少女は蓮也を指さす。

「今あの人があぶないって言った気がして」

「はあ？　ブレリンのネット観戦でもしてんじゃないの」

　ブレリンのネット観戦？

　なにを言ってるんだ。目の前で実際にバトルが行われているのに。

　蓮也がそう思った瞬間、かたるの槍技ランススキルが女子生徒たちの髪先を掠かすめていった。

　息を呑のむ蓮也と裏腹に、女子生徒たちはなんのリアクションも示さない。

　まるで、なにも起きていないかのように。

　……なにも、起きていない？

　もしかして──彼女たちにはかたるたちが見えていない？

「嘘うそだろ……」

　派手なエフェクトが飛び散る戦闘空間を突っ切っていく女子生徒たちの背中を見やりながら、蓮也はあらためて思う。

　尋常じゃない。

　そう実感した途端、不意に胸の奥でちりっとなにかが火花を散らした気がした。

　蓮也は頭を振って思い込む。

　──関わりたくない。

　そもそも蓮也は二人がどうして戦っているのかも知らないし、少女たちが落ちてきたところに偶然居合わせただけの完全な部外者だ。

　このまま立ち去ってしまってもなんの問題もない。

　幸い二人とも蓮也に気を払っている様子はないし、であればさっさと──

「あぐっ」

　勢いよく吹っ飛んできた少女が蓮也の思考を遮さえぎる。

　受け身も取れず、無様に地面を転がった少女を、かたるの槍技ランススキルが襲う。

「『紫し獣じゆう流りゆう星せい』」

　投とう擲てきした槍が起動言ランワードと共に紫色の獅し子しに変化し、回避行動を取ろうと転がった少女に正確に食らいついた。

　投とう擲てきした槍に一定時間生命を与え、ＡＩを持った獣へと変化させる『紫し獣じゆう流りゆう星せい』。

　プレイヤーの習熟度に応じて顕けん現げんする獣の姿はより禍まが々まがしいものとなる。

　どうやらかたるはそれなりに高ランクのプレイヤーらしい。

　一際大きく散ったダメージエフェクトが、少女の体力がごっそり減ったことを示す。

　大ダメージの精神的ショックか、再び地面を転がった少女の動きが明らかに鈍った。

　起き上がれない少女との距離を、かたるが一呼吸で詰める。

　地面に突き刺さっていたブレードを引き抜き、身体を起こしかけていた少女の左肩を踏みつけた。

「──ぅあっ」

　仰ぎよう臥がさせられた少女はとっさに鞭ウイツプを振るおうとするが、かたるはそれを読んでいた。

　少女の右手を左足で蹴り、ブレードを手放させる。

　かたるは目を見開く少女を悠然と見おろす。

「終わり、だな」

　宣言と同時に、手にした槍を振りかぶり──

　──唐突に蓮れん也やの脳裏にあの日の光景がフラッシュバックする。

　対たい峙じする相手は蓮也をブレードリンクに誘ったあいつだ。

　均衡する剣けん戟げき、飛び交う起動言ランワード。

　ひらひらと花びらのように舞う紅あかいドレス。

　最高のライバルとの一戦は、全身の肌を粟あわ立だたせ、脳内麻薬を際限なく放出させる。

　一撃一撃、一瞬一瞬に互いの魂を賭けるような死闘の中、必殺の一撃を読み切った蓮也は、手にしたブレードを一閃させ、

　あいつの意識を刈り取った。

　その蓮也の一撃が、目の前の光景と一致して──




「やめろおおお!!」




　次の瞬間、蓮也の身体はほとんど自動的に動いていた。

　この二年間、一度も使うことがなかったブレードを起動。

『乱入イントルーデイング！』のアナウンスを無視して、『乱入イントルーデイングしますか』という表示が出る前にＹＥＳを視線操作アイジエスチヤーで選ぶと、当たり前のようにバトル時の形状を取った漆しつ黒こくの剣ブレードを手に、かたるへ斬りかかった。

　驚いたかたるが槍の矛先をこちらへ突き出すのを目にすると同時に、蓮也はほとんど反射的にその言葉を口にする。

「『縮しゆく地ち・雷らい絶ぜつ』」

　コンマ以下の世界でかたるの初撃をかわした蓮れん也やは、逆手に持った剣ブレードを短剣へと変化させ、硬直するかたるに向かって二年前まで散々使ってきた連携技リンケージを繰り出す。

「『燐りん火か迅じん衝しよう』」

　中ランクスキルでありながら特大ダメージ確定のこの技は密着状態でしか発動できない。当然相手の懐ふところに入るには相応のリスクがあるが、短剣から大剣ツーハンデツドソードまで変化可能なブレードを操る蓮也は、片手剣の反応速度上昇技からつなげることでこのリスクを回避した。

　可変型ブレードを操る蓮也ゆえのコンボ技。虚を突かれて直撃を受けたかたるは、勢いよく吹っ飛んで校舎の壁に激突する。

　特大のダメージエフェクトをまき散らしてくずおれるかたる。

　すると、蓮也の視界に思いもよらない表示がポップした。




『今のって、《不敗の王剣クラウン》の技じゃね？』




　ネットライブなどでよく見る、チャット形式のコメント。

　デコレートされた文字に目を丸くしていると、いつの間にか視界の左上に『ＯＮ ＬＩＮＥ』『観戦者オーデイエンス１２３７人』の表示があることに気づいた。

　観戦者オーデイエンスの数は急速に増え続けている。どうやら二人のバトルに乱入イントルーデイングした際に、強制的にオンラインになっていたらしい。

『つーかあのブレードどう見ても《不敗の王剣クラウン》の《インディフィニット》だろ！』『え、マジであのクラウン？』『偽者だろ』『どう見ても本物な件について』『クラウンキター!!』

　蓮也の拡張認識レイヤードリアル上の視界をカラフルなコメントが埋め尽くしていく。

　彼らの言う《不敗の王剣クラウン》というのは、ブレードリンクｖｅｒ．バージヨン１で尊敬の念を集め、ｖｅｒ．６の現在でも語り継がれる最強のプレイヤーのことだ。

　ｖｅｒ．２にアップデートする二年前に忽こつ然ぜんと姿を消したことから、ネット上で伝説として語り継がれ、今もそのバトル動画が上がらない日はないほどの超有名人。

　いちいち単語検索をするまでもない。蓮也は彼のことをよく知っていた。

　なぜなら、




　蓮也こそがその《不敗の王剣クラウン》だったから。




『リザイン』という唐突なアナウンスが蓮也の意識を現実に引き戻す。

　今も流れ続ける観戦者オーデイエンスからのコメントを半透明表示にして正面を見ると、すでにそこにかたるの姿はなかった。

　まだ体力は残っていたはずだが、どうやら形勢不利と見て退いていったらしい。













　その判断の速さに感心すると共に、諦めが良すぎることへの違和感に眉を寄せる。

（……関係ないか）

　くすぶりかけた好奇心を耳障りな鼓動と共に無む理り矢や理り抑えつけ、ブレードを消す。

　左上の薄いオフライン表記をしっかりと確認した上で、蓮れん也やは少女へと向き直った。

「大丈夫か？」

　座り込んだままの少女は、いつの間にか制服姿に変わっている。手にしたブレードも通常時のものに戻っていた。

　うつむく彼女に手を差しだそうとすると、先ほどまで見えなかったパーソナルタグがポップする。

《高等部一年Ａ組世せ良ら樹きユウリ》

「……世良樹？」

　もしかして、世良樹かたるの妹？

「祈いのり刃はユウリです」

　強い口調で訂正するユウリ。こちらを見あげた拍子に、銀糸のような髪が細い肩をさらさらと滑り落ちる。

　病的なまでに白い肌に、ブラウスの隙間からのぞく小さな鎖骨。

　しっとりと濡ぬれたアメジストの瞳を見つめると、意識が吸い込まれそうになる。

　エフェクトを解いたはずなのに、変わらぬ美貌を保ったままのユウリに、蓮れん也やは視線を微妙にそらしながら訊きいた。

「それはどういう──」

　意味だ。そこまで言う前に。

　突然、ユウリが蓮也に抱きついてきた。

　ふわっと鼻び腔こうをくすぐる石せつ鹸けんの香り。

　拡張認識レイヤードリアルを通した電気信号などではない、本物の女の子の匂い。

　反射的に抱きとめた蓮也は、びっくりするほどやわらかい身体に目を白黒させる。

　いろんな意味で混乱する蓮也の耳元で、ユウリはそっと囁ささやいた。




「お願い──わたしと一緒に世界を止めて」






二章　はじめから　Shift This World






　ユウリに連れられて入ったのは、やたらとレトロな喫茶店だった。

　赤あか煉れん瓦がの壁に、木製のテーブルと椅子。

　落ち着いた雰囲気を醸かもし出す静かな音楽。

　一目で見渡せるこざっぱりとした店内には、平日の夕方にしてはかなり人が入っていた。

「いらっしゃいませ。後ほどご注文を伺いに参ります」

　落ち着いた口調の女性店員が水とメニューを置いて立ち去っていく。

　四人がけのテーブル席で、蓮也は普段あまり目にしない生のメニューを手に取り、そこに書かれた手書きの文字をなんともなしに見つめる。

　拡張認識レイヤードリアル全盛のこの時代、メニューはもちろん注文も支払いも拡張認識レイヤードリアル上で済ますというのは珍しくない。

　事実、蓮也が普段使っているコンビニやファストフード店はそのタイプだ。

　小さい頃からその環境で育った蓮也からすれば単純にそのほうが便利だし、面倒がない。

　同年代ほどそういった傾向が強いと思っていたが、どうやら目の前の少女は違うらしい。

「普段からこういう店に来るのか？」

　その問いに、銀髪の少女──祈いのり刃はユウリは、ほとんど表情を変えずに首を振った。

「いえ、それほど頻ひん繁ぱんに来るわけでもありません。ただここはなにかと便利ですから」

「便利……？」

　どこが。思わずそう言い返しそうになる。

　あらためて拡張認識レイヤードリアル上の店内タグを確認しても、載っているのは最低限の店の情報だけ。

　サンプルはもちろん、商品を解説する項目もオンライン注文のボタンもない。

　すべて人を呼んで直接行う必要がある。

　商品が運ばれ、食べ終わって支払うときにも人を呼んで……どう考えても面倒だ。

　表情に出てしまったのか、ユウリがこちらを見てふっと息を抜くように笑った。

「人と直接触れ合えるのが便利だということもあるんです」

　どこか自じ虐ぎやく的てきな笑顔に、蓮れん也やは既視感のようなものを覚えた。

　なにかを見落としている感覚。

　どこで見たのか、なにを見落としているのか思い出そうとしているあいだに、ユウリが通りがかった店員を呼び止めて注文しはじめていた。

「先輩はロイヤルミルクティーとＢＬＴサンドでいいですよね」

「え？」

　一方的に注文を終えたユウリを、蓮也は唖あ然ぜんとした表情で見やる。

　驚きは突然先輩と呼ばれたことにもあるが、それ以上に。

「なぜ頼もうとしたものがわかったのか、ですか」

　言いたいことをそっくりそのまま言われ、蓮也は押し黙る。

　するとユウリはなんということもなくすらすらとしゃべりはじめた。

「高等部二年Ｂ組千せん宮ぐう蓮也。身長一七三センチ、体重五七キロ。得意科目は特になし。学食で好んで注文するのは野菜たっぷりのサンドイッチ、もっとも多く購入した飲み物はロイヤルミルクティー。授業中、こめかみを人差し指で叩たたきながら窓の外を見る癖がある」

「…………ストーカー？」

　思わずその場で身を引いた蓮也に、ユウリがほんの少し早口で言う。

「違います。先輩に限らず、学内の人間ならこの程度のデータは全員調べてあるだけです」

「学内全員……そりゃたいしたもんだ。本当だとしたらな」

「そんな嘘をここでついてなんの意味があるんですか。疑うのなら適当な名前をあげてください。その方のデータを口にしますから」

「じゃあ──祈刃ユウリ」

「高等部一年Ａ組祈刃ユウリ。身長一五七センチ、体重──」

　そこではっとした表情に戻ったユウリがこちらを睨にらむ。

「冗談だ。兎と神がみ舞まい花かで」

「……高等部二年Ｂ組兎と神がみ舞まい花か。身長一六二センチ、体重は伏せます。得意科目は古文。学食で好んで注文するのはきつねうどん、もっとも多く購入した飲み物は緑茶。格闘技同好会の会長。ウサギのグッズを好んで身につける。数にして七つ。手先は非常に不器用」

　合っていた。蓮れん也やが知っている舞花の情報とぴったり一致している。

　どうやら彼女が言っていることは本当らしい。……少なくとも今のところは。

「それはお前……もっとやばいんじゃないのか」

　個人的な嗜し好こうや癖。これを単一の人間のみならず、学内全員分集めるというのは、特殊な技術──ありていに言ってハッキングでもしない限りまず無理だ。

　しかも新学期がはじまってまだ一ヶ月。新入生の彼女がたったひと月で調べたのだとすれば驚異的としか言いようがない。

「なんで、そんなことを」

「もちろん、いざというときに交渉を有利に進めるためです」

　即答したユウリは、淡々と続ける。

「情報はその人の命になりえます。わたしがその人の命を握っていると知らしめれば、たとえわたしにその気がなかったとしても、勝手に想像を膨らませて脅きよう威いに感じてくれますから。──今まさに先輩がそう感じているように」

　シニカルな笑みを浮かべたユウリに、蓮也はあっさりと言い返した。

「いや、本人を目の前にしてそれを言ったらダメだろ」

「え？」

「その気はないんだろ？」

　固まったユウリが、なぜかブレードを可視化した。

　通常時のブレードなので別におかしくはないが、唐突すぎる。

　蓮也が不思議に思って首を傾かしげていると、

「上書きしたい……」

　ユウリは謎の言葉を呟つぶやきながら、自分で自分の腕を押さえるようにしてブレードを消す。

「……交渉云うん々ぬんは、たとえ話です。情報が多すぎて悪いということはありませんから」

　かすかに唇を尖とがらせて小声で続けたユウリに、蓮也は思わず吹き出す。

「な、なんで笑うんですか」

　心外そうに眉をひそめる仕草が余計におかしかった。

「お前、面白いな」

「……先輩はわけがわかりません」

　無意識なのか、むくれたように視線を逸そらしたユウリにつられて、蓮也は壁にかけられた柱時計に目を留める。

　ゆっくりと動く振り子。

　拡張認識レイヤードリアル上のデジタルな表記ではなく、針が時刻を示すタイプのアナログ時計。

　今その短針は五を指している。

　一七時。約束の一時間前。

　……約束？

　カチリと頭の中で音が鳴った気がして、不意に蓮れん也やは忘れていたことを思い出した。

「まあそんなことはどうでもいいです。先ほどのお話に戻りたいのですけれど」

「その前にちょっと確認していいか」

　割り込むように口を挟んだ蓮也は、軽い口調で続ける。

「そもそも俺はなんでここに来たんだ？」

　小首を傾かしげたユウリが、二度まばたきをした。

「あの、質問の意味がわかりません。それは先輩が──」

「ああ、訊きき方が悪かったな。もっとストレートに言おう」

　軽く手を振り、蓮也はユウリをまっすぐ見つめる。

「どうやって俺をここに来させた？」

「────！」

　アメジストの瞳が大きく見開かれる。

「どうした？　なにをそんなに驚いてる」

　蓮也の鋭い問いに、ユウリははっとした表情を浮かべ、あからさまに視線を逸そらした。

「い、いえ……驚いたわけではなく、わたしが口にした言葉の謎がもう解けたのかと思っただけです。そもそもその謎が先輩をここに来させた理由ですから」

　ユウリが口にした『わたしと一緒に世界を止めて』という言葉。

　確かに意味がわからないし、謎ではある。

　……謎ではあるが。

「舞まい花かとの約束を反ほ故ごにするほどのことじゃないな」

　時計を見て思い出したのは『一八時から舞花と見舞いに行く』という予定だ。

　どうして今の今まで忘れていたのかはわからないが、思い出した以上ユウリの話を聞き続ける理由などない。

　蓮也はおもむろに席を立つと、ユウリの横を抜けようとして、




　さりげなく触れそうになったブレードから身をかわした。




「──な!?」

　通常時のデフォルメされた小さな鞭型ブレード。

　その先端を避さけられ、驚くユウリの顔を見おろして、蓮也は呟つぶやく。

「やっぱりな。あのときになにかしてたのか」

　蓮れん也やに抱きついてきたとき。ユウリは、ブレードを手にしていた。

　なぜ使いもしなければ必要もないはずの通常時のブレードを可視化していたのか。

　答えは簡単。

　使う必要があったから。

　──では、なんのために？

「俺をここに来させるため、お前の話を聞かせるため、か？」

　蓮也の言葉に、ユウリの顔が強こわばった。

「残念だったな、途中で気づかれて」

　席を立った蓮也は、早足で出口へと向かう。

「ま、待って、待ってください！」

　ユウリは慌てて立ち上がろうとしてつんのめり、テーブルに当たって水の入ったグラスを派手にひっくり返した。

「ごめんなさい、先輩の気分を害するような行為をしたことは謝ります、でも、お願い、話だけは聞いてください！」

　取り繕つくろう余裕もないのか、一方的に言葉だけを投げてくるユウリに、蓮也はため息をつきながら店のドアに手をかけ、




　がっ、がたたっ、ばったーんっ




　響きわたったド派手な音に、思わず振り返る。

　木目調の床に広がる銀髪。

　店内の視線を一身に集めた少女が、絵に描いたようにうつ伏せにすっ転んでいた。

「だ、大丈夫ですかお客様」

　店員に声をかけられても無反応。

　いや、痛みか恥ずかしさかはわからないが、よく見ると微かすかに指先が震えている。

　どうしようもない無様を晒さらしたことを懸命に堪こらえているのだろう。

　あれだけ超常的な戦闘を繰り広げたというのに、同じ人間とは思えないようなトロさ。

「……」

　なにかが無性にどうでもよくなった蓮也は、ため息をついて少女に手を差し出した。





　　　†×†






　席に座り直すと、ユウリは視線をテーブルに落としながら謝ってきた。

「……取り乱して、ごめんなさい」

　微妙に乱れた髪を直すこともせず、粛しゆく々しゆくと頭を下げるユウリに、蓮れん也やは自分でもあまり気持ちがよくないことを自覚しつつ責めるように言う。

「謝るのはそっちか？　先に説明することがあるだろ」

　頭を下げたままのユウリが、かすかに肩を震わせる。

　ゆっくりと顔を上げ、口を開きかけたそのとき、

「お待たせいたしました」

　店員が注文の品を運んできた。

　中断された話とテーブルに並べられる料理。

　じりじりとした時間が流れる中で、ユウリが唐突にブレードを可視化する。

　通常時のデフォルメされたブレード。

　日常的に使われるＶＵＩヴアーチヤルユーザインターフエースに、店員はさして気にせず配はい膳ぜんを続ける。

　注文した料理が並べられたのを確認し、

「ごゆっくりどうぞ」

　そう言って一礼した刹那。

　ユウリのブレードが淡い光を放ち、店員の膝の辺りにさりげなく触れた。

「──」

　驚く蓮也を制するように、ユウリが反対の手を伸ばす。

　通常時のブレードが人体になにか影響を及ぼすということはない。それが存在するのはあくまで拡張認識レイヤードリアル上だからだ。

　だから、店員も不思議そうに蓮也たちを見るだけで、特に気に留めた様子はなかった。

「それでは失礼します」

　定型の対応で下がろうとした店員を、ユウリが呼び止める。

「待ってください」

「はい？」




「わたしたちの話が終わるまで、誰もこの席に近づけないで」




　ユウリが発した唐突な言葉。無む茶ちやにもほどがあるお願いを、

「……はい。かしこまりました」

　店員はあっさりと了承した。

　それがさも当然であるかのように。

　今度こそ店員が立ち去った後で、ユウリは呆あつ気けにとられる蓮也に向きなおる。

「今のが先輩をここまで来させた力です」

　淡々と述べるユウリに、蓮れん也やは拡張認識レイヤードリアル上でかけていた検索結果を見ながら言う。

「洗脳、か？」

「違います」

　ユウリは可視化したままのブレードをテーブルの上に差し出す。

「ブレードを通して店員さんの認識領野のフィードバックに介入ハツキングし、短期記憶を上書きしたんです。わたしたちがこの店のオーナーの関係者であると」

「…………洗脳だろそれは」

「原理がまるで違いますし、そんなに強力なものでもありません。あくまで短期記憶ですから。よく考えて、矛盾に気づけば簡単に解けるものです。先輩がすぐに解かれたように」

　そう説明されても、蓮也が感じる得体の知れなさは少しも薄れない。

　記憶にまつわるワードを検索し、ある程度の概がい要ようを把握した上で言う。

「ハッキングが本当のことだとしても、あそこまで短時間でエピソード性を持った記憶の上書きなんてできるはずがない。嘘うそをつくなら──」

「嘘じゃありません」

　ユウリのブレードが淡い光を放つ。

「わたしの持つ強いイメージを即座にデータとして相手に打ち込む。これにはそういう力が備わっているんです」

「……力？」

「《虚構書記オーバーライト》。一部の人間からはそう呼ばれていました。生まれつき持っていたものですが……気持ちのいいものではないですよね」

　蓮也が向ける視線の意味を感じとってか、ユウリは寂しげに微笑ほほえんでブレードを消した。

「先輩がおっしゃっていたように、あのときこの力を使って記憶を少しだけ上書きしました。そのことを、あらためて謝ります。ごめんなさい」

　不可解な力に超常のバトル。

　明らかな非日常に属する少女に何度も頭を下げられ、蓮也はその座りの悪さに身じろぐ。

「もう、いい」

「でも」

「わかったから、まずはその力について説明してくれ」

　手を振る蓮也に、ユウリは居い住ずまいを正して真剣な表情で口を開き、




　くうぅぅ～




　盛大なお腹なかの音に続きを遮さえぎられた。

「……」

　蓮れん也やは一応自分の腹を見おろして確認する。

　視線を上げて正面を見ると、ユウリが顔を真っ赤にしていた。

「ち、違います！　これは力を使った代償に多大なカロリーが必要なだけで、別にわたしがいつも飢えているとかそういうことでは──」

「なにも言ってないぞ」

「……っ」

　言葉に詰まったユウリに追い打ちをかけるように、きゅぅぅっとお腹なかが鳴った。

　ユウリは耳まで真っ赤に染め、もういっそ泣き出しそうだ。

　蓮也は脱力して言う。

「あー……とりあえず食べてからにするか」

　その言葉に顔をうつむかせたユウリが小さくうなずき、

「いただきます」

　小声でそう口にすると、テーブルの上のふわとろオムライスにスプーンを差し入れる。

　よほど空腹だったのか、一匙さじ口に運ぶとなんとも幸せそうな表情を浮かべた。

　そのまま二口、三口と無言で食べ続ける。

　完璧なテーブルマナーで素早く食事をする不思議な光景を見ながら蓮也は思った。

（こうやって食べている姿は普通に見えるんだけどな……）

　超常の戦いを繰り広げ、不可思議な力を持つ少女。

　丁寧な匙運びで、おいしそうに料理を食べる少女。

　どちらが本当のユウリなのか。

　あっという間にオムライスを平らげたユウリに、蓮也は自分のＢＬＴサンドも勧めた。

「……ひょっとして、好物データが間違っていましたか？」

「いやうまそうだとは思う。腹が減ってないだけだ」

「そう、ですか」

「遠慮しなくていい。能力のせいで仕方なく、なんだろ？」

「そうですけど……先輩、あまり信じていませんか？」

　む、と口を引き結びつつ、ちゃっかりＢＬＴサンドを手にするユウリ。

　蓮也は苦笑して、ロイヤルミルクティーを口に含む。

「信じるもなにも、よくわからないことだらけだからな」

　物理現実で行うＶＲバトル。ブレードを通した記憶の上書き。

　そして『世界を止める』ということの意味。

　蓮也の言葉に、ユウリは一度手を止めて言う。

「そう難しい話でもないです。《虚構書記オーバーライト》は簡単に言ってしまえばブレードを通して相手の認識にハッキングをかけているだけですから」

「それをこの現実でするのは全然簡単なことじゃないだろ。完全なＶＲならともかく」

「いいえ。Ｒ１物理現実であろうとＲ３仮想現実であろうと、感覚する認識主体は変わっていません。認識主体が変わっていないのなら、Ｒ３仮想現実で相手に誤認させたことは同じようにＲ１物理現実やＲ２拡張現実でも誤認する、というだけです」

「本当にあっさり言うな……じゃあ俺の目の前で繰り広げていたあの戦闘は？　あきらかに肉体限界を超えていたよな？」

「あれは──」

　言いい淀よどむユウリは一瞬自分の右手を見た。

　その迷うような素振りを見て、蓮れん也やは軽く手を振る。

「あー別に話したくないなら話さなくてもいい。勝手に話された挙げ句、能力を使われて忘れさせられるなんて最悪だからな」

「どうしてわたしが力を使うと……」

「見ればわかるだろ」

　ユウリの右手に視線を向けると、無意識だったらしくテーブルの下に慌てて隠す。

　そのどこか抜けている行動に、蓮也は軽く息を吐いて言う。

「お前、そんなに自分が信じられないのか？」

「え？」

「記憶を上書きして言うことを聞かせるってことは、相手を信じてないから──もっと言えば相手を見る自分の目を信じてないからだろ。自分を信じないのに、相手を信じられるわけがない」

「────」

　固まるユウリを見て、蓮也はうっかり言い過ぎたことに気づいた。

　今の流れでは、まるで蓮也を信じろと言ってるようではないか。

「ああいやすまん、別に真剣に取る必要は──」

「いいえ」

　途中で遮さえぎったユウリが、右手をぎゅっと握りしめ、まっすぐ蓮也を見つめる。

「今からする話は、わたしが先輩に聞いてほしいと思ったことです」

　余計なことを言った……。

　そんな蓮也の後悔など慮おもんぱからず、ユウリは淡々と語り出した。

「先輩が目にした戦闘……Ｒ２拡張現実でのバトルは、ブレードリンクの裏──通称ＯＢＭアウトブレイクモードと呼ばれるものです。わたしや特殊な機器のサポートでわたしに準ずる力を持った人間が、ブレードを通してＱＤクオリアデバイスにアクセスすることで文字どおりブレードリンクをこの現実で行えるようにしたもの──そう考えてください」

「考えてくださいって……いつからＱＤクオリアデバイスはそんなトンデモ端末になった」

「はじめからです」

「──」

　目を見開く蓮れん也やに、ユウリは当然のことのように続ける。

「そのＯＢＭアウトブレイクモードで、ＱＤクオリアデバイスは強化スーツのような働きをします。先ほど《虚構書記オーバーライト》が認識を上書きすると言いましたが、大本の原理はそれに近いです。ブレードを通して自分にハッキングをかけ、世界を並行的に認識することで単一の肉体限界を超ちよう越えつしているんです」

　世界の並行認識と肉体限界の超越を為なしえる強化スーツ──。

　蓮也はＱＤクオリアデバイスの装着された耳に手を添えて、先を促す。

「…………わからないな。それでどうして俺があのバトルに参加できることになる」

「おそらく先輩の拡張認識レイヤードリアルに対する適性の高さが原因だと思います。ブレードリンクの高レベルランカーにはチャンネルが合ってしまう人が多いですから。ブレードリンクをはじめたとき、ブレードを自らの手足の延長のように感じたことがありませんか？」

「ちょっと待て。普通の人間はそう感じていないってことか？」

「……先輩はもう少し自分の特別さを意識すべきです」

　短く息を吐いて、ユウリは続ける。

「ブレードは、所有者のバイオメトリクスやＱＤクオリアデバイスの検索歴等によって各個人固有の形状を構成します。たとえばわたしのブレードはこの通り鞭ウイツプの形をしていますが、自由に動く九本の先端は他者へのリンク──情報収集癖から形成されたものだと推測できます」

　ストラップのように揺れる鞭ウイツプを見て、蓮也は自身のブレードに想いを馳はせる。

《インディフィニット形が無いゆえ何にでもなれる剣》。

　それは蓮也にとってどういう意味を持つのか。

「つまりブレードは所有者をＶＲ上で特定する──自己同一性そのもの。そしてそのことを理解している人間からすれば、ブレードは武器である以上に剥むきだしの弱点となります」

「剥きだしの弱点……」

　蓮也は二年ぶりに使用したブレードを可視化する。

　ＱＤクオリアデバイスを使う際にほとんどの人間が使用するブレード。その人間の無意識下の嗜し好こうさえ読み取ると言われ、『第二の脳シヤドウブレイン』と呼ばれることすらあるＶＵＩヴアーチヤルユーザインターフエース。

「もちろん、ブレード……ＱＤクオリアデバイスにつながるＯＳのセキュリティは強力なものです。けれどその堅けん固ごさはあくまで表向きのものでしかありません。『知らない人間』の『知っている人間』に対するそれは、先ほどお見せしたとおりです」

　ユウリはあっさりと店員の認識を上書きしてみせた。

「ただ『知っている人間』同士なら話は違います。先輩がそうだったように、ブレードに触れないよう回避すればいいだけですから。けれど、それでもなお『知っている』相手の認識を上書きする必要があったら。そして相手も同じように思っていたとしたら──」

「戦うことになる」

　蓮れん也やの補足にうなずき、ユウリは平然と言う。

「ＯＢＭアウトブレイクモードのプレイヤー同士はセキュリティが非常に弱くなります。ＯＢＭアウトブレイクモードで意識という最後の防壁を失った敗者は、勝者によって簡単に記憶が書き換えられるんです。意識を失った状態での記憶の改かい竄ざんは強力で、やろうと思えば──相手を廃人にもできます」

　ユウリの向ける冷れい徹てつな眼まな差ざしに、蓮也は背中を冷たいものが伝っていくのを感じる。

　ユウリは兄であるはずのかたると、相手を廃人にしうる戦いを繰り広げていたのだ。

「どうして……そんな危険なことをする必要がある」

　問いにもならないような蓮也の呟つぶやきに、ユウリは視線をそらして言う。

「意見の不一致です」

「はあ？」

「世界の変革に関する、意見の不一致です」

　兄妹ゲンカから極大まで広がった問題に、蓮也は絶句する。

　ユウリはそんな蓮也の様子には気づかず、ぽつりぽつりと続けた。

「あの人は、わたしの腹違いの兄です。わたしは母親と二人で暮らしていましたが、母が失しつ踪そうして世せ良ら樹き家に引き取られました。そして、そこで……見つけたんです」

　息を止め、まっすぐ蓮也を見つめて、ユウリはその言葉を口にした。

「アレーティア社研究開発室長・世良樹我が光こう──父を頂点にした『第六機関シツクスオルガン』と呼ばれる組織が目もく論ろむ《世界変革計画プロジエクトシフト》を」

「…………」

　突とつ拍ぴよう子しがない。

　蓮也は反射的に拡張認識レイヤードリアル上にウインドウを広げ検索していた。

　第六機関シツクスオルガンで引っかかる語句にめぼしいものはない。だがアレーティア社ではとてつもない数がヒットした。

　蓮也自身、検索しなくとも知っている情報がたくさんある。

　アレーティア社。ＱＤクオリアデバイスの基礎を作りあげたアポクリファグループの系列会社。総合通信エンターテイメント企業で、大ヒットＶＲゲーム・ブレードリンクの運営を行っている。

　同社のキャッチフレーズは『世界を革新シフトせよ』で、これはライブネットで流れるブレードリンクのＣＭなどにも使用されている。

　確か今度行われるブレードリンク最大の公式大会も似たような名称だったはずだ。

　そのアレーティア社日本支部の幹部が『第六機関シツクスオルガン』なる組織を作って世界の変革を企て、その娘と息子が意見不一致で争っている……？

「その世界変革ってのは、キャッチフレーズの話だよな？」

　これまでの常識を覆す画期的なゲーム。ブレードリンクはそんな題目を掲げていた。

　だが、ユウリはゆっくりと首を横に振る。

「父は、いえ第六機関シツクスオルガンの人間はブレードリンクで本当にこの世界を変革しようとしています……各個人だけで世界が完結する、いわゆるシミュレーテッドリアリティと言われる変革を。その賛同者が世せ良ら樹きかたるで、わたしはそれを止めるために動いているんです」

「…………面白い冗談だな」

「わたしは冗談を言いません」

　強い意志を宿すアメジストの瞳。

「ＱＤクオリアデバイスのＯＳとしてブレードが当たり前に使用され、ブレードリンクというゲームがここまでヒットしている時点で、すでに世界の変革は始まってしまっているんです。そしてその変革は、三ヶ月後に迫った公式大会で完成する……」

　深刻な表情を浮かべるユウリはなにかに急せきたてられるようにまくしたてる。

「三ヶ月後の公式大会は、これまで開催されてきた大会の中で最大規模です。当然注目度が高く、優勝者には膨大な人間がリンクします。第六機関シツクスオルガンはその優勝者を媒介にブレード使用者を強制オンライン状態にし、人類を拡張認識レイヤードリアルに極端な適性を持つ存在《Natural EXterminated TalentＮＥＸＴ》へと強制変換するウイルスを流し込むつもりなんです」

　テーブルの上で両手をぎゅっと握りしめるユウリ。

「昨晩その件であの人とはじめて正面からぶつかりました。わたしの言葉にあの人は──」

　熱を帯びた声に蓮れん也やは思わず右手を突き出す。

「ちょ、ちょっと待て」

　公式大会で優勝者をハブのように使ってウイルスを流す？

　そのウイルスによって人類は新たな形《ＮＥＸＴ》と呼ばれる存在になる？

　第六機関シツクスオルガンという組織が各個人だけで完結する世界へと変えようとしている──？

　なんだそのデンパな話は。

　蓮也はテーブルの上のロイヤルミルクティーに手を伸ばそうとして、すでにからっぽになっていることに気づき、無む理り矢や理り唾を飲み込んだ。

「……本気で言ってんのか？」

「だから、わたしは冗談を言わないです」

　そう繰り返されても、あまりの荒こう唐とう無む稽けいさに正気を疑いたくなってしまう。

　蓮也は拡張認識レイヤードリアル上で以前ダウンロードした感知ツールを起動して、ユウリを対象に使用した。リアルタイムキャプチャ、サーモグラフと連動して血圧、体温、発汗状況などから対象者の心理状態を推測するそのツールは、彼女が正常であると結論を出した。

　判別結果に頭を悩ませ、蓮也はテーブルに肘をついてぬるくなった水に口をつける。

「そんな話信じられるかよ……」

「事実です」

　間髪入れず即答したユウリは、どこまでも真顔だった。

「第六機関シツクスオルガンは、ブレードリンクの最上位ランカー《刻印者ナンバーズ》までも自分たちの手駒としてエントリーさせるつもりです」

「《刻印者ナンバーズ》って、あの？」

　ｖｅｒ．バージヨン１しかプレイしていなかった蓮れん也やでも知っている。いや、おそらくブレードをインストールしていない人間でさえなんらかの形で見たことがあるだろう。

　ブレードリンクのプレイヤーはバトルで勝ち続け、フォロワーを獲得することでＥからスタートし、Ｄ、Ｃ、Ｂ、Ａ、Ｓとランクを上げていく。

　そのＳクラスの中で特定の条件を満たし、最上位の実力を持つ一二人のみに与えられる栄誉、それが《刻印者ナンバーズ》の称号だ。

　一二人のブレードには、《刻印者ナンバーズ》にのみ許された特殊なフォントでそれぞれ《Ⅰ》から《ⅩⅡ》の数字が刻まれる。

《刻印者ナンバーズ》はブレードリンクのプレイヤーからすれば憧れであり、観戦者オーデイエンスからすればカリスマで、ブレードリンクに興味のない一般人にとってはメディアによく出る有名人だ。

《刻印者ナンバーズ》になると、各種企業からスポンサーのオファーが殺さつ到とうするという。

　それも全部ブレードリンク公式ライブネットに出演する彼らの発言力から来るものだ。

　そのメディアを瞬く間に席せつ巻けんする大ヒットゲームのカリスマが──

「先輩が言うところの荒こう唐とう無む稽けいな計画に協力しているんです。全員が事情を理解しているかわかりませんが、彼らの所属するクランが優勝する可能性は極めて高いということです」

　そうして世界は決定的に変革させられる。

　優勝者を媒介としたウイルスとやらによって。

「頭が痛くなってくる……」

　そんな話を誰に聞かれてるともわからないこんな場所でしているのも。

　そう思って周りを見回した蓮也は、きちんとこの席の周辺だけ人が通らないように計らわれていることを確認して、天井を仰いだ。

　頭ごなしに否定しようにも、ユウリの能力が邪魔をする。

　彼女の力だけは本物と認めざるを得ない。

「で、俺になにをさせたいんだ」

「先輩──いえ、ブレードリンクの元最強プレイヤー《不敗の王剣クラウン》にお願いしたいのは」

「お前と組んで公式大会で優勝して、ウイルスをばらまくのを阻止しろと？」

「いいえ」

「いいえ？」

「わたしと組んで公式大会で優勝して、リンクしてきた人たちにウイルスのワクチンを流すための媒体になってください」

　目を見開いて、正面の少女を見つめる。

　ユウリは表情を一切変えなかった。

「……相手の計画を逆手に取り、そっくりそのまま乗っ取るっていうのか」

「はい」

　ただ計画を止めるだけでなく、その再発可能性すら潰す──。

　それも、戦力的にはるかに劣る絶望的な状況から。

　呆あきれた大胆さに絶句する蓮れん也やに、ユウリはぐっと顎を引く。

「元々わたし一人でもやるつもりでした。まだ未完成ですが、ワクチンを流すための技術もすでに用意してあります。組織への反逆者となり、内部から計画を頓とん挫ざさせる……。でも先輩が、《不敗の王剣クラウン》が協力してくれるなら正面から確実に計画を阻止できます」

　身を乗り出すようにして、熱っぽい視線を向けてくる。

「だから、どうか先輩……変わる世界を止める剣つるぎになってください」

　祈るような言葉。なりふり構わない、必死の表情を浮かべるユウリに。

　蓮也は静かに尋ねる。

「一つ聞かせてくれ。その変革計画とやらで変えられてしまう《ＮＥＸＴ》っていうのはどういうものなんだ」

　イエスでもノーでもない問いかけに、ユウリはわずかに戸惑いながら答える。

「一言で説明するのは難しいですが、要点だけをかいつまめば拡張認識レイヤードリアルに極端な適性を持つ存在……拡張認識レイヤードリアル上から物理現実を自由に変革する力を持つ人間です」

「それのなにが悪い？」

　質問の意図がわからない。

　そう言いたげに形の良い眉をひそめたユウリに、蓮也は続ける。

「全人類が拡張認識レイヤードリアルに高い適応力を持つようになる。ぱっと聞いただけなら別にかまわないと思うけどな。もちろん無断で勝手に変革させられるってのは良い気分じゃないが」

「変革に適応できなかった人間は死ぬとしてもですか」

　刺すような一声。

「《ＮＥＸＴ》になること、それ自体の脅きよう威いも大きいですが、今はその点については触れないでおきましょう。変革ウイルスの負荷に脳が耐えきれず、《ＮＥＸＴ》になれないまま死んでしまう人がいることのほうが、わかりやすくはるかに重大な問題ですから」

　蓮也はユウリの強い眼光をいなすように軽く肩をすくめてみせる。

「どうやってそれを証明する？　俺からすればお前の言ってることはすべて妄想だ。確かにお前は妙な力を持っているようだが、決定的な証拠は──」

「決定的な証拠はあります、ここに」

　立ち上がったユウリが手を当てたのは、ユウリ自身だった。

「わたしは《Artificial EXterminated TalentＡＥＸＴ》と呼ばれる先天的な《ＮＥＸＴ》の試験体──人工的に《ＮＥＸＴ》を生み出すために創られた、デザイナーベビーです」

　さらさらと銀髪が肩からすべり落ち、細められたアメジストの瞳が揺れる。

　そうして、その手に可視化したブレードを蓮れん也やに突きつけた。

「わたしの髪の色、瞳の色は、短期記憶を上書きできるこの力を持たされたときに支払った代償です。全人類がＱＤクオリアデバイスによって強制的にネットワークに繋つながれた現代、わたしのような力を持った人間があふれかえれば今の社会は完全に崩壊するでしょう。先輩はその崩壊を止めるための力を持っています。力があるのに振るわないのは罪と言えませんか？」

　感情を排した言葉と見る者を震え上がらせる冷たい眼まな差ざし。

　情報の真偽はともかく、彼女は本気で全人類の変革なるものを止めようとしている。

　そのために蓮也の力を必要としているのもわかった。

　──だが。

「確実に言えるのは、力があるから振るえと強制するのが罪になることだけだな」

「……っ、先輩は──」

「無駄だ」

　ユウリがぐっと歯を噛かみしめ、淡い光をまとったブレードを蓮也に近づける。

「──これでも、協力してもらえないと？」

　触れた者を従わせる超常の力。

　拒絶を許さぬ絶対命令。

　蓮也はその力を正確に理解し──しかしその上で、

「やれよ。それでも俺はお前の話を聞かない」

　緊迫した空気は一瞬。

　やや乱雑な素振りでブレードをかき消したユウリは、勢いよく椅子に座り直した。

「……先輩の強情さはわかりました」

　そう口にしたユウリは、なにを思ったのか再度ブレードを可視化する。

「それならそれで別の方法を取るまでです」

　意図がつかめず目を細めた蓮也は、彼女のブレードが転送準備モードになっていることに気がつく。

　オープンチャンネルで表示された転送予定のファイル名は──《Blade Link》。

「ブレードリンクのことなんですから、ブレードリンクではっきりさせましょう。敗者は勝者に従う──太古から続くシンプルな解決方法です」

「ちょっと待て、俺は」

「元《クラウン》が勝負を前に逃げ出すなんてことはしませんよね」

　挑発的な言葉のはずなのに、少しも笑っていない。

　微かすかに震える指先と、強こわばった細い肩。

　隠しようのない余裕のなさに、蓮れん也やは短く息を吐いてブレードを可視化した。
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『ＢＬＡＤＥ－ＬＩＮＫブレードリンク ｖｅｒ．バージヨン６』のインストールは数秒とかからなかった。

　どうやら元々あった初期バージョンのファイルを更新する形だったらしい。

　蓮也はさりげなくＱＤクオリアデバイスのＦＰFirst PriorityＯＳがブレードに設定し直されていることに気付き、視線で元の設定に戻す。

　他に変わったところがないのを確認し、ため息と共に正面に向き直ると、銀髪の少女が吐息も感じられそうなほど近い距離でじっとこちらを見つめていた。

「準備はできましたか」

　きめ細かい肌に、冗談みたいに整った顔。

　……こいつは個室に二人きりだということをわかっていないんだろうか。

　喫茶店を出た蓮也たちはすぐ近くのＶＲ用スペースを貸し出す店に入った。

　二人用のＶＲスペースは対面にソファー型の椅子が置かれただけの極端に狭い部屋だ。

　部屋でやることはＲ３仮想現実でのゲームなわけだから当然と言えば当然だが、ログインするまでのＲ１物理現実では相手との距離がものすごく近くなる。

　そこまで気が回っていないのか、ユウリがさらに身を乗り出して尋ねてくる。

「先輩？」

「あ、ああ準備はいいんだが……少し離れてくれ」

「──っ」

　指摘すると、慌てて離れる。

　ユウリは視線を忙せわしなく揺らし、右手を盛んに見おろす。

　一度胸に手を当てて深呼吸。

　それだけで落ち着いたのか、差し出した手にブレードを可視化した。

「先輩も」

　言われた通り、蓮也はユウリの差し出したブレードに自分のブレードを交差させる。

　ヒュンと音がして、拡張認識レイヤードリアル上に《Blade Link》の文字が浮かんだ。

　視線で文字をクリックしてもいいし、声に出してボイス認証してもいい。その辺りは初期バージョンと変わっていなかった。

『ＢＬＡＤＥ－ＬＩＮＫブレードリンク』

　蓮れん也やの脳裏に二年前のことがフラッシュバックする。

（あのときとは違う）

　頭を振った蓮也は、目を閉じて心の中で呟つぶやく。

　今回だけ。一度きりだ。

　あのとき以来、封印していたゲームへのログイン。

　目を開いた蓮也は、対面するユウリをまっすぐ見つめて、その言葉を口にした。

「『連鎖閃刃ブレードリンク』」
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　軽いめまいと浮遊感。

　Ｒ３仮想現実独特のログイン酔いは数秒で消え、蓮也はゆっくりと周囲を見渡した。

　どこまでも広がる緑の草原と抜けるような青空。点在する巨木は高く長く枝を伸ばし、ときおり小鳥が気持ち良さそうに低空を飛ぶ。頬ほおをなでる風は草花の匂いまで届けた。

　そのＲ１物理現実さながらのリアリティは蓮也にとって途方もなく懐かしい。

「それが、先輩の本来の姿なんですね」

　数メートル先から声をかけてきたユウリは、見覚えのある格好をしていた。

　放課後の超常バトル。あのときと同じ服装だ。

「ああ、やっぱりさっきの衣装はブレードリンクの……って本来の姿？」

　蓮也は反射的に自分の手を見てから、ハンドジェスチャーで標準ウインドウを広げる。

　ｖｅｒ．バージヨン１からほとんど変わっていないフォーマットと設定項目。

　その中からキャラクターカスタマイズを選び、ビジュアルとブレードを確認する。

　黒を基調とした軽装に、数あるブレードの中でも極めて特殊な系統に分類される漆しつ黒こくの可変型不定剣《インディフィニット》。

　初期バージョンから一切変更のない設定に安心すると同時に、疑問が生じた。

「ちょっと待て。これが本来の姿って、さっきの俺はどんな格好だったんだ？」

「普通に制服でしたけど」

「そのまま読み取られていたのか!?」

　ｖｅｒ．１ではよりリアルなバトルをとの方針から、極端なキャラクターカスタマイズができないようになっていた。

　初期設定ではボディスキャンから始まり、髪型や目の色、多少の身長体重の数値修正はできても性別や根幹となる肉体の変更はできない。そのため面倒くさがって初期設定をスキップしてログインすると、Ｒ１物理現実の姿がほぼそのまま使われてしまうのだ。

　ブレードリンクでもそのシステムは継承されていたらしい。

「おいおい、その状態でオンライン公開されていたって……結構やばくないか」

　意図せず全世界に自分のリアルをアップロードするというのは、想像するだに恐ろしい。

　蓮れん也やは左上に視線を向け、そこにあるオンライン表示と観戦者オーデイエンスの数を確認する。

「ん……観戦者オーデイエンス３人？」

　あのときは四桁を軽く超えていたのに。

「バトルを申し込んだわたしのランクとフォロワー数が原因です。低ランク同士のデュエルマッチ一対一の戦いなんてそうそう観みようと思いません」

　対戦者であるユウリの情報を確認すると、Ｅランクとあった。

　どうやらユウリもブレードリンク自体はほとんどプレイしていないらしい。フォロワー数も二桁に届いたばかりで、これなら観戦者オーデイエンスが少ないのも納得できる。

　じっと観戦者オーデイエンス３人という表示を見ていると、ヘルプメッセージがポップした。

『観戦者オーデイエンス数は挑戦者のランクとフォロワーに比例するよ』

　ヘルプメッセージが表示されたついでに、設定から『初心者モード』を選んで、ｖｅｒ．バージヨン１からの変更点を確認していく。

　ｖｅｒ．１にはデュエルマッチ一対一しかなかったが、どうやらｖｅｒ．２以降ではクランマッチ二対二以上のチーム戦が基本となったらしい。

　あらかじめ登録された技を起動言ランワードで呼びだすランシステムにはほとんど変更はないが、登録された技が１～10までレベル分けされていた。

　最初から使用できるスキルはレベル５までで、オーディエンスシステムという観戦者オーデイエンスのリアクションとの連携で、徐々に高レベルの技が解放されていくようになっている。

　単純な強さだけでない、美しさも意識した連携技リンケージでオーディエンスの好反応を引きだし、より高レベルな技＆連携で相手を倒す。

　これが大まかなゲームの流れだ。

「俺が使っていた技は……初期状態じゃほとんど使用不可になってるな」

　登録されている技の中には蓮也がｖｅｒ．１の頃に編み出したものも多い。

　その大部分がレベル６以上に分類されており、初期状態では使用不可になっていた。

「そろそろいいですか」

　しゃらん、と鞭ウイツプ型ブレード《ナインライブズ》を振るユウリ。細かなエフェクトが粉雪のように舞い散り、九つに分かたれた先端がフィールドの草に触れる。

　蓮也は臨戦態勢に入ったユウリに軽くため息を吐き、右手を伸ばした。

　光の結晶と共に可視化されたのは漆しつ黒こくの片手剣《インディフィニット》。

　手になじむ柄、程よい重さ、仮想太陽の光を照り返す刃の輝き。

　否応無しに思い出す二年前の苦い記憶を振り切って、正面を見すえる。

「レギュレーションはスタンダード……一本先取ビギニングフアーストか」

　うなずいたユウリが鞭ウイツプを両手で持ったと同時、スタートアップタイムの硬直が解けた。

　──バトル開始。

　ぴりっとした緊張感と共にユウリがまっすぐこちらを睨にらんでくる。

　対する蓮れん也やは、軽く首を傾かしげると、なんということもなくのんびりと歩きだした。

「……！」

　あまりに自然体で向かってくる蓮也に驚いたのだろう。ユウリの顔には焦りのようなものがありありと浮かんでいた。

　少しずつ、確実に詰まっていく距離。

　鞭ウイツプの間合いまであと一歩と近づいたところで、焦れたようにユウリが先に動いた。

「はあっ！」

　大きく右足を踏み出しつつ、下げていた鞭ウイツプを両手で振り上げる。

　一つにまとまった鞭ウイツプの先端。速度の乗った一撃は、蓮也の顔を捉え、当たる直前で目標を見失う。

　ただ顔を引いただけの回避行動。その余裕ぶりがユウリの焦りに拍車をかけた。

「『レッドチップスコール』！」

　大音声のランワード。

　ユウリの振り上げた鞭ウイツプの先端が九つに割れ、赤いエフェクトをまき散らしながら蓮也の頭上に降り落ちてくる。

　低ランクスキル・レベル３の鞭技ウイツプスキル『レッドチップスコール』。

　ｖｅｒ．バージヨン１の頃に散々見た技だ。

　蓮也は冷静に手にした片手剣で致命傷クリテイカルヒツトとなるエフェクトだけを払い落としていく。

　残りは微少ダメージとなって体力ゲージを僅かに削ったが、無視していいレベルだ。

　技を放った直後で隙だらけのユウリに一撃を入れようと向き直ろうとして──ぐいっとなにかに引っぱられる。

　予想外の手応えに手元を見おろすと、剣身がユウリの鞭ウイツプに搦からめ捕とられていた。

「『バインドスネーク』と言ったのですが、聞こえませんでしたか？」

「裏起動ハイドボイス……」

　回避される前提の見せ技をわざと大声で叫び、本命の技はこっそり囁ささやいて聞き逃させるテクニック。初心者でもすぐ使える簡単なものだが、長くゲームから遠ざかっていた蓮也はそのことを失念していた。

　ユウリはしてやったりとばかりに、体勢を崩した蓮也に回し蹴りを入れる。

　閃ひらめくスカートに目をやる間もなく吹っ飛ばされて草原を転がる蓮也に、ユウリは追撃の手を止めない。

「『バインドスネーク』」

　うねうねと蠢うごめく鞭ウイツプが、体勢を直そうとしていた蓮れん也やの右足を巻き取り、再び転ばせる。

「『ディープエンゲージ』！」

　九本に割れた鞭ウイツプは再度一つにまとまり、防御姿勢の取れない蓮也を完璧に打ち据えた。

　中ランクスキル・レベル５の鞭技ウイツプスキル『ディープエンゲージ』。技の出が遅く、普通に使えばまず当たらないものの、直撃すればレベル以上の高火力が望める。

　バインドスネークでディープエンゲージのデメリットをカバーする、基礎的なコンボ技。

　爆発するようなエフェクトと共に、《アイソレーションリンケージサクシード》というシステム音声を耳にして、ユウリは小さくうなずく。

　蓮也の体力ゲージは四分の一ほど減っていた。

　──いける。

　どうやら蓮也はまだ感覚が掴つかめていないらしい。

　当たり前だ。二年ものあいだゲームから離れていたのだから。

　その間にブレードリンクは進化し、システムも大きくではないが変わった。このまま昔の感覚を取り戻させずに押しきる──ユウリはぐっと拳こぶしを握り、次の瞬間凍りついた。

「なるほどな。だいたいわかった」

　少しも動じていない。

　無敵時間からの復帰を確かめるように手を振った蓮也は、ユウリを見て軽く呟つぶやいた。

「『縮しゆく地ち・雷らい絶ぜつ』」

　唐突な技の発動。

　一瞬で詰まる距離と逆手に剣ブレードを握った蓮也に、焦ったユウリは反射的に離れようとして──思い直す。

　対戦前に参照していた《不敗の王剣クラウン》のデータ。

　なにより放課後のバトルでかたるを倒した《アイソレーションリンケージ》。

　蓮也がこのあと使ってくるのは短剣技ダガースキル『燐りん火か迅じん衝しよう』の可能性が極めて高い。

　使ってくる技さえわかれば対処は容易だ。ユウリは頭の中でシミュレーションする。

　蓮也の『燐火迅衝』をかわした上で、カウンターの一撃を入れる──。

　刹那の思考の後、蓮也は果たしてその言葉を口にした。

「『燐火迅衝』」

　──きた。

「『クイックリープ』！」

　ユウリはランワードを聞くと同時にあらかじめ準備していた鞭ウイツプの反応速度上昇スキルを使用し、瞬間的に距離をかせごうとする。

　そこへ技を放っていなかった蓮也は堂々と片手剣の起動言ランワードを紡いだ。

「『天てん元げん一いつ刀とう』」

「──っ！　きゃっ」

　急加速した蓮れん也やが、後退中で無防備なユウリに正面から一刀を浴びせる。

　斬られたユウリは黄金の大エフェクトをまき散らしながらその場に膝をつき、蓮也は無敵時間に入る前を見はからって一振り、二振りと追撃を入れてから離れた。

　片手剣の中ランクスキル『天てん元げん一いつ刀とう』。

　いわゆるバックステップ狩りに使われる技だ。技の出に隙が大きく、相手がバックステップを使うと確信できない限り使えない、非常に扱いの難しいスキル。

　ユウリは半分近くまで減った自身の体力ゲージを見ながら、愕然と呟つぶやく。

「どうして、燐りん火か迅じん衝しようが……」

「よく見ろ、俺はなんの剣ブレードを使ってる？」

　片手剣だ。

　だが、それがなんだというのか──そこまで考えて、ユウリは気づいた。

　蓮也はさっき片手剣を短剣に変形させていたか？

　短剣技ダガースキルは当然ながら短剣でなければ発動しない。つまり、片手剣のまま短剣技ダガースキルのランワードを口にすれば、意図的に技をスカすことができる。

　けれどそれでも。

「……納得できません。なぜわたしが『燐火迅衝』を待っていると思ったんですか」

　ユウリの問いに、蓮也は当然のように答えた。

「そう仕向けたからな」

　ユウリの背中がさっと冷たくなる。

　──わたしがそう予想するよう仕向けた？

『縮しゆく地ち・雷らい絶ぜつ』を使ったあの一瞬に、そこまで考えていたというのか。

「まあヒントはお前からもらったものだけどな。裏起動ハイドボイスなんて久しぶりに喰くらったし」

　裏起動ハイドボイスも技のスカしも盤外戦術の一つに分類される。

　ユウリがフェイントを使ってきたのを見て、同じようにフェイントをかけようとした。

　そんな簡単な言葉では片付けられない。

　──やはり強い。

　大技を喰らったわけではないし、とてつもない《アイソレーションリンケージ》を見せられたわけでもない。むしろそんなものを使うまでもない相手だと見切られた。

　ユウリはぐっと奥歯を噛かみしめる。

「……《不敗の王剣クラウン》の名は伊だ達てではありませんね」

「それ、周りが勝手に呼んでただけだけどな」

　ぞんざいに答える蓮也を横目に、ユウリは立ち上がって鞭ウイツプをぎゅっと握りしめる。

「強いことには変わりありません」

　元最強プレイヤーにブランクなんてない。そう考えるべきだ。

　ユウリは先ほどの慢心を諫いさめるように自分に言い聞かせ、まっすぐ蓮れん也やを睨にらみつける。

　相手が元最強でも、負けるわけにはいかない。

　絶対に勝って、協力させる──。

　強い気き概がいをぶつけられた蓮也は、片手剣を軽く肩にのせて言った。

「まあいずれにせよ、勝負はついたな」

「……は？」

「お前の負けだ」

　表情を消した蓮也に見すえられ、ユウリは思わず後ずさりした。

　擬ぎ似じ感覚のはずなのに口の中が渇く。呼吸がうまくできない。

　その不可解な重圧をどうにか抑えつけ、ユウリは声を絞り出す。

「戯ざれ言ごとも……《不敗の王剣クラウン》の武器ですか」

　精一杯の挑発に、蓮也はふっと息を抜くような笑みを浮かべる。




「お前が脅きよう威いだと感じるものすべてが俺の武器だよ」




　──ハッタリだ。

　虚勢だ。出任せだ。

　どれだけそう自分に言い聞かせても蓮也が本物であることは疑いようもない。

　虎の威を借る虎。そんな馬鹿げた言い回しが頭をよぎる。

　ユウリは自分がＲ３仮想現実ではありえない汗をかいているような気がして、右手で額に触れた。

　瞬間、視界の端で蓮也が動いたのを捉え、慌てて顔をあげる。

　だが、蓮也は剣ブレードを持ち替えただけで相変わらず隙だらけの自然体でこちらを見ていた。

　……どうする。

　どう動けば半分以上残った蓮也の体力を削りとることができる──？

　拡張認識レイヤードリアル上にめまぐるしく《不敗の王剣クラウン》の戦闘データを広げながら考えるユウリの視界に、不意に赤い文字がポップアップした。




《タイムアップ》




「…………え？」

　システム音声が同じフレーズを繰り返す。

　時間切れ……？

　次いでリザルト画面へ移行し、双方の体力ゲージを比べた上で蓮也の勝利が宣告される。

《ＹＯＵ　ＬＯＳＥ》

　紫色のフォントがポップし、

「終わりだな」

　ブレードを消した蓮れん也やにそう言われても、ユウリは信じられなかった。
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「……なにをしたんですか」

　ゲームからログアウトし、ＶＲルームに戻ってきた蓮也にユウリが尋ねる。

「時間感覚を狂わせるなんて」

　その硬い声に、微妙に拗すねたような色が混じっている気がして、蓮也は苦笑した。

「特別なことはなにもしてない。ただ──」

「嘘うそです」

　途中で遮さえぎって、ユウリは膝の上で悔しそうに拳こぶしを握りしめる。

「三〇〇秒。スタンダードモードの制限時間なんて初心者でも知っていることです。今までタイムアップで負けたことなどありませんし、まして時間を間違えるなんてこと絶対にありません。それなのに」

「お前、趣味は？」

「は？」

「趣味だよ趣味。夢中になれるもの。なんかあるだろ」

「それは……ぬい──」

「ぬい？」

「な、なんでそんなこと言わなくちゃいけないんですか」

「いや別に言わなくてもいいけど。なにかに夢中になって、気がついたら何時間もすぎてたって経験ないか？」

「ありますけど……」

「それだよ」

　蓮也は部屋に備え付けられていたルームドリンクに手を伸ばす。

「Ｒ３仮想現実では極端な集中状態に入ると、時間感覚が露ろ骨こつに狂う。おそらくＲ１物理現実やＲ２拡張現実にあるようなノイズが少ないからだ。慣れてない初心者はこの現象にハマる。俺も昔それで脱水症状になりかけたことがあった」

「脱水症状……」

　いくらなんでもそんなことが起きるだろうか。

　驚きよう愕がくするユウリに、蓮也は頭をかきながら言う。

「俺はまあなんというか集中しすぎる癖があるからな。そこまではいかなくても、ある程度はどんな人間にも当てはまる。それを利用しただけだ」

　そこで一息つき、ルームドリンクを軽く口に含む。

　ついでにユウリの様子をうかがうと、唇に指を当てて納得がいっていないようだった。

「利用したということは、先輩自身の戦術にその特性を取り込んだということですよね？　つまり先輩がわたしになにかしたということには変わりありません」

　鋭い。

　蓮れん也やはため息を一つつくと、手にしていたルームドリンクをユウリに放った。

　おっかなびっくりキャッチしたユウリは、細い眉をひそめて訝いぶかしげに蓮也を見る。

「飲んでみろよ。飲めばその答えがわかる」

「……？　どういう──」

「ただし中身は毒だ」

　ルームドリンクを指さし、意味ありげに笑ってみせる。

「それでもお前は飲むか？」

　ユウリが固まる。

　ときおり蓮也とルームドリンクを見て、どうすべきか迷っている。

　やがて決意したようにルームドリンクを睨にらみつけ、一息に──

「ストップ」

　蓮也の言葉にぴたりと動きを止める。

　蓮也は拡張認識レイヤードリアル上で動かしていたタイマーを止め、ユウリにも見えるよう可視化した。

「今ので一一二秒。俺が口にした嘘うそでお前が失った時間だ」

「…………あ」

　ユウリの瞳が見開かれる。

　鋭い彼女は気づいただろう。先ほどのバトルで蓮也が使った同じトリックに。

「そういえばお前、戯ざれ言ごとも《不敗の王剣クラウン》の武器なんですかとか言ってたよな」

　立ち上がりながら、蓮也は時間を確認する。

　一七時四五分。舞まい花かとの約束の時間、一五分前だ。

「そのとおりだよ」

　言い捨てて、蓮也はＶＲルームを出て──行けなかった。

　ユウリが蓮也の左手を掴つかんできたから。

　いや、それはもう掴んでいるというより抱きしめているに近い。

「おい……」

　困惑する蓮也に、ユウリは必死の表情を浮かべて、

「あー……その、当たってるんだが」

　蓮れん也やの言葉にはっとする。

　よく見ると蓮也の腕に胸を押しつけていた。

「──！」

　ふにょっとした感触に硬直していた蓮也は、突き飛ばされてたたらを踏む。

「あぶねえな……それじゃ、今度こそ行くからな」

「せ、先輩！」

　どうすれば蓮也の心を留とどめておけるのか。

　考えて──思いついたのは平凡極まりないものだった。

「このまま世界が変わってしまってもいいんですか!?」

「少なくともいまいち信じられないトンデモ話よりは、目の前の約束が守られることのほうが大事だな」

　暗に約束を守れと言われて、ユウリはぐっと言葉を呑のみ込こむ。

　ダメだ、口でも勝てない。

　口でダメなら力は……。ユウリは自分の右手を見おろし、すぐに頭を振る。

　たった今力でも負けたばかりだ。同じことを繰り返しても勝てるわけがない。

　言葉でも力でも勝てないのなら──

　不意に蓮也の言葉が脳裏を過ぎる。




　──自分を信じないのに、相手を信じられるわけがない




　無造作に言って踵きびすを返した蓮也に、ユウリはとっさに口を開いた。

「──喫茶店！」

「あ？」

「先輩はきっと……いえ、必ず喫茶店に戻ってきます」

　ユウリはぐっとタメを作って、蓮也を見た。

「わたしの予言は絶対です。先輩は喫茶店に戻ってくる……今そう決めました」

「なに言って──」

「先輩は自分を信じられない人間を信じないと言いました」

　両手を握りしめ、一息に言い切る。

「わたしは自分の予言を信じます。先輩はきっと戻ってくる。そう信じた自分を信じて、待ち続けてみせます。どちらの信念が勝るか──勝負しましょう」

　必死としか言えないような眼まな差ざしを向けるユウリに。

　蓮也はなにも答えず、ＶＲルームのドアは静かに閉じていった。






三章　再起動の時　lnevasible Reunion






　危なかった。

　ＶＲルームを出た蓮れん也やは、鼓動の速い胸を無意識に押さえて思う。

　あれ以上話を聞いてしまっていたら。舞まい花かとの約束が一八時からでなかったら。

『悪い癖』が完全に出てしまっていたかもしれない。

　昔からそうだ。興味のあるもの、達成すべき目標が見つかった瞬間、蓮也の胸はさながら火を灯されたエンジンのように鼓動を速める。

　完全に火が入ってしまえば周囲の声など一切顧みず、常識、倫理、道徳、規範、残らずかなぐり捨てて、利用できるものはすべて利用してまで目的を成し遂げようとしてしまう。

　文字どおり寝食も忘れ、目的のためだけに全力で集中してしまう悪癖。

《超過集中Exceed Concentration》と呼ばれるらしいその症状は、一度発動してしまえば自分の意志で止めるのは困難だ。

　二年前、舞花の妹・散ちる葉はに誘われてはじめたブレードリンクは、悪癖をこれ以上なく刺激し──その結果蓮也はかけがえのないものを失った。

　病院に着いた蓮也は、拡張認識レイヤードリアル上で面会許可を申請して目的の病室へと向かう。

　リノリウムの床を歩いていると、拡張認識レイヤードリアル上には様々な情報が提示されていく。

　院内の温度や湿度などの基本的なものから、各病室や診療科へのナビゲーション情報。

　そして暇な入院患者が飛ばす公開チャット。

　街中や学校ではあまり見ないが、病院ではこうした雑談用のチャット掲示板をよく目にする。公開チャットを作製しているのはたいていが肉体に不自由を持ち、物理現実ではまともに会話できない患者たちだ。

　元来ＱＤクオリアデバイスは医療目的に作られ、こういった患者との意思疎通をサポートするために使用されている。医者や看護師がオンラインで患者の細かなデータを記録し共有する一方、患者は家族などとのコミュニケーションツールとしても利用するのだ。

　もちろん、物理現実にせよ仮想現実にせよ、使用者に意識がある必要があるが。

　目的の病室に辿たどり着ついた蓮也は、面会中の表示がないことを確認してドアを開く。




　瞬間、カチリと頭の中で音がした。




「……？」

　疑問を抱いたのは一瞬。部屋の中を見回すと、舞花はまだ来ていないようだった。

　狭い病室にいるのは一人だけ。

　白いベッドに横たわり、二年前から眠り続ける──兎と神がみ散ちる葉はだけだ。

　拡張認識レイヤードリアル上に散葉の状態がモニターされる。

　そこに変化がないことを確認すると、蓮れん也やは無駄と知りつつ散葉にボイチャを飛ばした。

『ずいぶん長いこと眠ってるな』『そろそろ起きてもいいんじゃないか？』

　……返事はない。

　鼻から息を抜き、ベッド脇の椅子に座った。

　つんとした病院独特の匂い。規則正しく繰り返される呼吸。

　その穏やかな寝顔を見つめていると、本当にただ眠っているだけのような気がしてくる。

　今にもあくびをしながら起き上がり、目をしょぼつかせながら伸びをして……

　もちろん二年間眠り続けた人間に突然そんなことが起きるわけがない。

　二年間。

　二年前──

　蓮也をブレードリンクに誘ってきたのは散葉だった。

「蓮れん兄にいくんならきっと気に入るよ」

　当時の散葉はすでに拡張認識レイヤードリアルの分野で目覚ましい才能を発揮しており、その高い能力を買われてアレーティア社にテストプレイを頼まれたとか、そんな名目もあった気がする。

　ともかく当初こそ乗り気ではなかった蓮也だったが、ゲームをはじめると文字どおり寝食を忘れるほどのめりこみ、気がつけば最強プレイヤーの称号を手にしていた。

《不敗の王剣クラウン》と呼ばれ、連日連夜対戦を申し込まれては徹底的に勝ち続ける。

　それは当時の蓮也の『達成目標』ではなかった。蓮也が目指していたのは、幼なじみにして最大のライバル、兎神散葉《斬虐の女王》に二勝以上勝ちこすことだけだったから。

「──そういえば蓮兄くん、ついに公式の連勝記録が二〇〇を超えたんだって？　さすがは《不敗の王剣クラウン》、向かうところ敵なしだね」

　無邪気に笑いかける幼なじみに、絨じゆう毯たんの上に寝転ぶ蓮也は露ろ骨こつに眉をひそめる。

「嫌いや味みか……」

　その《不敗の王剣クラウン》は、たった今目の前の少女に非公式の対戦で負けたというのに。

　身体を起こした蓮也は、同じ年頃の少女と比べても小柄な散葉を見あげる。

「お前こそまた反則負けくらったらしいな。何回ペナルティもらうつもりだよ、《斬虐の女王クイーン》」

　ブレードリンクのユーザーが自然と口にするようになった三人の伝説的プレイヤー《不敗の王剣クラウン》《斬虐の女王クイーン》《最弱の百騎ナイツ》。

　その中で唯一《クイーン》のみが恐怖の対象として認識されていた。

「過剰攻撃オーバーキルの常習犯、勝敗より相手を斬ることが至上の斬虐の女王クイーン……散々言われてるぞお前」

《不敗の王剣クラウン》と呼ばれる蓮れん也や同様、絶対的な実力を持つにもかかわらず、散ちる葉はは勝敗の決したバトルで過剰攻撃オーバーキルを繰り返したり、いわゆる嘗なめプレイと言われるマナー違反の行動をたびたび繰り返していた。

「心外だねえ。ゲームの中でまで人の性癖に文句をつけないでもらいたいな」

「過剰攻撃オーバーキルが性癖ってな……」

「違う。相手を斬り刻むことが、だよ」

　薄く笑って、散葉はいつの間にか手にしていたペーパーナイフを片手で器用に回す。

「お前、それ」

「ただのアプリだよ。ほら」

　ペーパーナイフで壁を斬ると、そこにあった拡張認識レイヤードリアル上のタグが真っ二つになった。

　すぐに元に戻ったタグをつまらなそうに見つめて、散葉は軽く肩をすくめてみせる。

「現実でやれないことを仮想でやることのなにが悪いって言うんだろうね」

「そりゃ仮想でもやっちゃいけないことだからだろ……」

「まったく世の中うまくいかないね。ボクだけ忌み名みたいになってしまっているし。まあ蓮れん兄にいくんのように神聖視されるよりは何倍もマシだけれど」

「相変わらず反省する気は皆無なわけだな……つーかお前その呼び方やめろって言ったろ。なんだよ蓮兄くんって。普通に蓮也お兄さまでいいだろうが」

「えー？　自分より弱い相手にさま付けはできないなあ」

「弱くない！」

「ボクに負け越してるのに？」

「七五二勝七五三敗で一つだけだろ……くそ、あそこで踏みとどまっておけば」

「ふふん、弱者ほどよく吠ほえるっていうのは昔からある至言だよ」

「く……」

　腕を組んで偉そうに見おろしてくる散葉に、蓮也はぼそりと呟つぶやく。

「……昔は『またお父さんに怒られた』とか言ってよく泣きついてきたくせに」

　瞬間、散葉はそれまでの余よ裕ゆう綽しやく々しやくな態度を一変させて表情を凍らせた。

「そういえばあの頃はまだ蓮也お兄ちゃんって呼んでたよな。お兄ちゃん一緒に遊ぼう、お兄ちゃん一緒にお風呂入ろう、お兄ちゃんおねしょしちゃった……」

「言ってない、最後のは絶対に言ってないぞ！」

「あの頃の散葉は可愛かわいかったな。今も変わらないのは身長だけか」

　露ろ骨こつな蓮也の挑発に、散葉が冷たい笑みを浮かべてブレードを可視化する。

「……どうやら名誉を取り戻すためにもう一戦交えねばならないようだね」

　蓮也はまんまとこちらの策略にハマったのをほくそ笑み、

「いいのか？　せっかくの喜びが屈辱に変わっちまうぞ」

「むしろ連戦連勝して蓮れん兄にいくんに永遠の屈辱を刻み込んであげるよ」

　どちらからともなくブレードを交差させて、仮想現実へとダイブする──。

　あの頃は、そんなやりとりを毎日していた。

　拡張認識レイヤードリアルに類たぐい希まれな適性を発揮し、天才少女と呼ばれた散ちる葉はと全力の戦いを繰り返す。

　あのときほど楽しい時間はもう二度と訪れないだろう。

　だからこそ──二年前のあの日、あのときのことを、蓮れん也やは忘れられない。

　ブレードリンク初の公式トーナメント大会、その決勝。

　待ち望んでいた戦いは、蓮也にとって悔やんでも悔やみきれない一戦となった。

　あのとき蓮也が勝っていなければ。

　公式戦ランクマツチで決着をつけようなどと言わなければ。

　散葉はいなくなったりせずにすんだのかもしれない。

　……いなくなった？

　不意に蓮也の脳内に奇妙な記憶が流れ込んでくる。

　警察から事情を聞かれ、舞まい花かが取り乱し、普段寡か黙もくな散葉の父親が母親を慰める姿。

　蓮也が斬り伏せた散葉は突然消きえ失うせ、ＶＲルームからもいなくなっていた。

　不可解で不自然な二年前の記憶。

　──違う。

　不可解で不自然なのは。




「さて、正しい記憶はどっちかな？」




　不意に背中にかけられた言葉。

　聞き覚えのあるその声に、蓮也は目を見開く。

　──ありえない。

　ありえない。ありえない。ありえるわけがない。

　そんな。だって。

　蓮也は目の前で眠る幼なじみのパーソナルタグを確認してから、一息に振り返る。




　そこに兎神散葉が笑って立っていた。




「やあ、久しぶりだね」

　散葉の挨拶を無視して、蓮也は再びベッドを確認する。

　一瞬前まで確かに寝ていたはずの散葉は、影も形もなくなっていた。

　拡張認識レイヤードリアル上を見ても、散葉のタグなどどこにもない。

　ベッドにも。目の前の少女にも。

　……なんだ。

　なんだ。なんだ。なんだこれは──

　混乱する蓮れん也やを尻目に、いなくなったときと同じ格好をした散ちる葉ははゆっくりと近づいて、

「さあ、なにかな？」

　蓮也の唇に人差し指を触れさせ、囁ささやくように言う。

「少なくとも幽霊ではないね」

　くすくすと笑う散葉。その吐息が耳に吹きかかって、蓮也は思わず後あと退ずさった。

「…………どういう、ことだ」

「ずっと待っていたんだよ、ゲームを再開してくれる日を。やっぱり運命の相手ライバルがいないのはおもしろくないからね」

　ゲーム……ブレードリンク？

「そう。正確にはその裏側のほうだね」

　蓮也の心を読み、その先を推測するような受け答えに、蓮也は強い懐かしさを覚える。

　このやりとりは確かに散葉とのものだ。天才と呼ばれるようになってからの、兎と神がみ散葉。

　不意に視線を虚空に向けた散葉が薄くため息を吐く。

「残念ながらあまり時間はないみたいだ。手短に用件だけ伝えるよ」













　細い肩をすくめた少女は、

「ボクはこの世界を変えることに決めた」

　なんということもなく宣言して、その手に小さなペーパーナイフを可視化する。

　ペーパーナイフは蓮れん也やの目の前で拡張認識レイヤードリアル上のタグを次々と斬り刻んでいく。

「徹底的にやるよ。人類を新たな形に進化させるためにね」

　人類を新たな形に。

　その、フレーズは。

「お前──」

「『語り得ぬものについては沈黙しなければならない』」

　いつの間にかドアの前まで移動していた散ちる葉はは、蓮也の唇に触れた人差し指を自分の唇に当てて。

「早く追いついてくれないと置いていっちゃうよ？　蓮兄くん」

　意味深に微笑ほほえんだまま──扉の向こうへと消えていった。

「──待て！」

　追いかけようとした蓮也がドアを開こうとした瞬間。

「きゃっ」

　走ってきた舞まい花かとぶつかりそうになった。

　蓮也は一瞬ひるんだものの、すぐにドアの外へ視線を向ける。

　病室の廊下には誰の姿もなかった。

「れ、蓮也？　よかった、まだいて。てっきり帰っちゃったかと──」

「今ここから誰か出てこなかったか!?」

「え？」

「散葉だよ！」

　蓮也の訴えにも舞花は困惑したように眉を寄せるだけで要領をえない。

　苛いら立だつ蓮也は舞花の手を取って病室の中に引っぱると、空になったベッドを指さした。

「見ろ」

「……見ろって、なにを？」

「だから、ベッドに」

　散葉の姿がないだろ。そう続けようとして、蓮也はさらなる衝撃的な光景に言葉を失う。

　ベッドには舞花の母親が眠っていた。

「よく寝てるよね、お母さん。たいしたことなくて本当によかったよ」

　蓮也は先ほども確認した拡張認識レイヤードリアル上のモニターを見て、混乱を深める。

　公開カルテには、舞花の母親の名前と軽い食あたりによる一週間の入院とあった。

　なにより異常なのは、この状況が蓮也自身にも正常だと思えること。

　まるで散ちる葉はなどはじめからこの病院に入院していなかったような──。

「蓮れん也や……どうしたの？　顔色が悪いけど」

　気づかうように顔をのぞき込んできた舞まい花かを見て、蓮也は現実に焦点を結ぶ。

　もう自分の記憶が信じられない。

　すがるような思いで、舞花に尋ねる。

「なあ舞花。散葉ってどこの病院に入院してた？」

　舞花の顔が目に見えて強こわばる。

　そうして口にされたのは、思いもよらない言葉だった。

「本当に大丈夫？　散葉はあの日から──二年前からずっと行方不明のままじゃない」





　　　†×†






　やられた。

　やられた。やられた。やられた！

　いつだ？　どこで接触された？　病室に入ったときの違和感がそれか？　──くそ！

　蓮也の脳裏に浮かぶのは《虚構書記オーバーライト》という非現実的な能力のことだった。

　短期記憶に限って自由に上書きする力。

　原理原則や細かい使用条件は謎だが、この現象はユウリが起こしたものと酷似している。

　病院の廊下を急ぎ足に歩きながら、蓮也は自分の記憶を洗い直す。

　兎と神がみ散葉は二年前の公式戦ランクマツチで蓮也に倒された直後に忽こつ然ぜんと消えた。

　最初は強制ログアウトが起きたのかと思ったが、Ｒ１物理現実にもその姿はなくなっていた。

　失しつ踪そう。公的な散葉の扱いはそうなっている。

　ネット上で同じような失踪の噂うわさはいくらでもあった。

　曰いわく、《消失神域リンクアウト》。いわゆる現代版神隠しだ。

　実際に散葉がいなくなるまでは鼻で笑うような内容だったが、それこそ失踪直後は本気で信じたりもした。

　噂の出所、実際に消えたと思われる人物の追跡。科学的検証。オカルト的検証。

　いくら調べても噂以上の情報が出てくることはなかった。

　結局、散葉は物理現実で失踪しただけ。

　──そう思いかけていた。

　ＱＤクオリアデバイスでタクシーを呼びよせた蓮也は、病院を出たと同時に車に乗り込み、一秒たりとも無駄にせず元いた喫茶店へ向かう。

　蹴り破る勢いで扉を開いて喫茶店内を確認すると、ユウリは先程と同じ席に座っていた。

　こちらに気づかず、所在なげに膝を抱える姿を見て、蓮也の胸に灯ともっていた火が急速に揺らぐ。

　店内の人工灯に照らされた弱々しい姿。

　本当に、彼女を頼っていいのか？

　──早く追いついてくれないと置いていっちゃうよ？　蓮れん兄にいくん

　散ちる葉はの言葉を反はん芻すうさせた蓮れん也やは、頭を振ってユウリの正面の席に座り込んだ。

「…………先、輩？」

　待っていたくせに驚きに目を丸くしたユウリに、蓮也はいまさらながら自分が言葉もしゃべれないほど息を切らしていたことに気づく。

　蓮也はテーブルに置かれていた水を一息に飲み干してから言った。

「──勝負は俺の負けだ。お前の計画に協力するから、情報をくれ」

　ぱちぱちとまばたきを繰り返したユウリが、なにか言おうと口を開いた瞬間。

　唐突に三しや味み線せんの音が鳴り響いた。

　琴や尺しやく八はちに続き、太鼓の大音量。奇抜で不気味、どうしようもなく不安を煽あおる場違いな旋律に、店内の客たちはなんのリアクションも示さない。

　蓮也はとっさにユウリをかばうように動くものの、変わらず談笑を続ける彼らの姿に放課後のバトルを連想する。

　これは、まさか──

「お熱いねえ」

　聞き覚えのある気だるげな声。

　糸のように細められた目。明るい茶髪に、側頭部にかぶせられた狐の面。

　朱しゆ天てん寺じ学がく園えん高等部生徒会副会長・世せ良ら樹きかたる。

　ユウリの兄にして最大の敵が、そこに立っていた。
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「さっきぶりだな千せん宮ぐう蓮也。いや《不敗の王剣クラウン》？」

　茶ちや化かすように言うかたるは、両手をブレザーのポケットに突っ込んでいた。

　これではブレードを可視化しているかどうかがわからない。

　ユウリは自分のブレードを相手に触れさせれば《虚構書記オーバーライト》が可能だと言っていた。もしかたるが似たような力を持っていたとしたら──。

「なんの用ですか」

　突き刺すような鋭い眼まな差ざしに、冷たい声。

　ユウリが蓮也の前に出てブレードを可視化する。

「は。怖い怖い」

　かたるが両手を広げ、肩を竦すくめてみせる。

　その右手には可視化されたブレードがあり、かたるはそれを軽く振って言う。

「勘違いしてるようだが、ここで戦うつもりはないぜ？　話し合いに来ただけだからな」

「そんな戯ざれ言ごとを信じると思いますか」

「つれないねえ」

　ため息を一つついて、眉尻を下げる。

「本気で襲うつもりならあんな分かりやすい警告音を鳴らすわけがないだろ」

「警告音？」

「場違い極まりない音が鳴ったというのに、お前ら以外誰も気づいていない。つまりそういう状況なんだと一発でわかる。親切だろ？」

「悪趣味だな……」

　吐き捨てた蓮れん也やに、かたるは軽薄な笑みを返す。

「そうかな？　ついでに今ので実際に攻撃したときの反応も見たんだが──なんて冗談だ冗談。そう警戒するなって」

「いいからさっさと要件を言え」

　蓮也が率直に嫌悪感をあらわにすると、かたるは大げさに肩を竦めてみせた。

「それじゃ単刀直入に言わせてもらうが──千せん宮ぐう蓮也、こっちにつくつもりはないか」

「はあ？」

「世界を変革する側に回らないかって言ってるんだよ」

　唐突な勧誘。あまりに馬鹿げている──そう思いかけて、気づく。

　蓮也がユウリに協力する理由は散ちる葉はの情報を得るためだ。

　けれどそれは、かたるでも同じなんじゃないか？

「惑まどわされないでください先輩。あの人は狂きよう言げんまわしです。信じたが最後計画の一部に」

「黙れよ裏切り者」

　酷こく薄はくな狐の笑みに、ユウリがぐっと言葉を飲み込む。

「計画のために創られたお前が反逆者を気取って計画を破綻させる？　喜劇としては最高だが、笑いをとるためだけの行動にしては度がすぎてるな」

　黙って睨にらむユウリからあっさり視線を外し、かたるは軽い調子で蓮也に話しかける。

「ま、馬鹿な道どう化けの話は置いておいて。そもそも世界の変革は悪か？　そいつからどこまで聞いたのかは知らないが、少なくともこの計画が完遂されればこの世から争いの概がい念ねんはなくなる。イカれた戦闘狂でもない限り争いをなくすのを悪だとは言わないだろ」

「一方的な正論です」

　一歩踏み出して、ユウリが反論する。

「計画の一面だけを取り上げて美化しているにすぎません。違うと言うのなら、変革に適応できず、おびただしい数の人が死に至ることについても正当性を示してください」

「ならお前は変革せず、無用な争いで命を落とす人間がいることについても正当性を示せ」

「揚げ足取りですね」

「平行線だな」

　言葉の応酬が途切れ、矛先が蓮れん也やへと向く。

「お前はどう思う？　千せん宮ぐう蓮也」

　淡々とした口調で訊きかれて、蓮也は二人を見る。

　腕を組んだかたるはどこまでも余裕で、硬い表情でこちらを見るユウリはやせ我慢をしているようにしか思えない。

　一度目を閉じて頭の中に溢あふれる情報を整理する。

　ブレードリンクの裏側。世界変革。散ちる葉は。

　そして。

　目を開いた蓮也は、かたるを見つめて言う。

「俺にあんたの言っていることは否定できない」

「お」

　かたるが眉をはねあげ、ユウリが大きく目を見開く。

　そのままなにか言おうと口を開きかけたユウリを手で遮さえぎって、

「ただ、あんたのことを信じることもできない。あんたは俺に嘘うそを吐いていないが、本当のことも言ってない」

　蓮也はユウリを背に、かたると対たい峙じするように立ってはっきりと告げる。

「だったら俺は俺を信じようとした人間のほうにつく。……そもそもあんたのことは元々あまりよく思ってなかったしな」

　最後に付け加えた言葉にかたるは目を丸くして、吹き出した。

「くっ、はははははは！」

　腹を抱えて笑うかたるに、認識をズラされている周囲の客は一切反応しない。

　そのシュールな光景の中でひとしきり笑いつくし、かたるは目め尻じりを拭う。

「ま、そうだよな」

　はじめからこの結果がわかっていたかのような軽い反応。

「俺だって野郎の勧誘なんか受けたら、それだけで即拒否する」

　冗談じみた口調が、一転して鋭い刃のように変化する。

「それならそれで──予定通り全力で潰すまでだ」

　側頭部の狐面を被るような素振りを見せたかたるに、蓮也は一歩後あと退ずさって身構えた。

　そんな蓮也の反応に、かたるは狐面を外して手を振る。

「だからここでやるつもりはないって。俺は勝てない勝負はしない主義でね。用事はもう……ああ、一つだけ残ってたな」

　ぽんと手を打ったかたるは、それまでと変わらない調子で軽くユウリを指さす。

「悪いけど、そいつをしばらく預かってくれ」

「「は？」」

　ユウリと声がかぶった。思わず見つめあって、すぐにかたるに向き直る。

「預かる？」

「いやな、想像してみろよ。一つ屋根の下……って言っても別棟だが、同じ家で互いの記憶を奪い合おうとする人間がいて、平穏無事に日々を過ごせると思うか？　思わないよな」

　一方的に答えを出して、大げさに嘆くような素振りを見せる。

「かといって仮にも世せ良ら樹きのタグをつけた人間を、寒空の下はもちろんホテル暮らしをさせるわけにもいかない。ありていに言って世間体が悪い。うちはでかい家だからな」

　最後にぶっちゃけて、かたるは蓮れん也やに向き直る。

「そこでだ、一時的とはいえそんなやつの協力者となった千せん宮ぐう蓮也。いろいろと話しあうこともあるだろ？」

「ちょ、ちょっと待て！　いろいろと突っ込みどころはあるが、俺に頼むのはおかしいだろ！　せめて女友達とか」

「ああそいつ友達いないから」

　ズバッと断言され、思わず蓮也はユウリをまじまじと見た。

　ユウリはほんの少しむくれたような表情でうつむき、ごにょごにょと呟つぶやく。

「別に、必要なかったですし。いざとなれば上書きして……」

　ズレたことを口にするユウリに蓮也は頭を抱えたくなった。

　確かにこのまま放置するとろくなことにならない気がする。

　だからといって男の自分が預かるというのはあらゆる面から言ってまずい。

　そもそも家族になんと言えば──

「考えかたを変えたらどうだ？」

　悩む蓮也にかたるがするりと近づいて言う。

「一緒に住むと言ったって部屋まで同じにする必要はない。部屋が違えば問題も起こらない。少なくとも命のやりとりになるようなことは、な」

「そんな他人事のように……」

「他人事だよ」と冷たく言い切ったかたるを、蓮也はとっさに睨にらみつけた。

　その鋭い視線をいなすように、かたるはあっさりと踵きびすを返す。

「まあそんなわけでよろしく頼む」

　ひらひらと手を振るかたるを、蓮也たちは呆ぼう然ぜんと見送ることしかできなかった。






四章　家族ゲーム　Games of Make-Believe






　蓮れん也やの住むマンションは最寄りの駅から少し歩いた先にある。

　流行の最新式個人生体認証オートロックを解除し、エレベーターで八階へ。

　拡張認識レイヤードリアル上で玄関扉のロックを解錠した途端、日常に戻ってきた安心感からか、蓮也は立ちくらみのようなものを感じた。

　──まだ今日は終わってない。

　頭を振ってドアを開けると、小さな人影が飛び出してきた。

　部屋着にエプロン姿の小柄な少女。

　即座に『千せん宮ぐう千ち春はる』という妹の名前がポップする。

「おっかえりー！　今日はアタシが晩ご飯……およ？」

　小首を傾かしげた拍子に長いサイドテールが揺れる。

　人ひと懐なつっこそうな大きな瞳が蓮也の後ろで居心地悪そうにする銀髪少女へと向いていた。

「おにぃおにぃ、後ろにものすっごい美少女がいるけど」

「あーその、実はな……」

　蓮也は頭の後ろをがりがりとかきながらどう伝えたものかと数秒考え込み、

「彼女だ」

　驚くユウリに、『話を合わせてくれ』と視線操作アイジエスチヤーで高速タイプしたボイチャを飛ばす。

「で、こいつの家族が今日からしばらく旅行で家を空けるらしくてな。家で独りはまずいと思って連れてきたんだ」

　蓮也の嘘うそに、腕を組んだ千春が言う。

「へぇ……そういう口実で連れ込んだんだ」

　一瞬、心臓が止まりそうになった。

　凍り付く蓮也の視界にユウリからのボイチャがポップアップする。

『嘘を見抜かれたんでしょうか？』

　そんな馬鹿な。

　蓮也は冷や汗をかくが、千春が生なま温ぬるい笑みを浮かべていることに気づいた。

「やるね～。しばらく父さんたちがいないからってさ」

「は？」

　父さんたちがいない？

　蓮也は拡張認識レイヤードリアルで家族の共有ウインドウを開く。

　そこには『急な仕事が入ったため今日は帰れない』というメッセージがあった。しばらく家を空けるかもしれないとも。

　今朝までこんな書き込みはなかったし、直接メッセージを受け取った覚えもないが、見落としていたんだろうか。

「まーた、ごまかして。おにぃもお年頃だねえ」

　口元に手をやり、にひひと笑う妹に、蓮れん也やは「違う」という言葉をどうにか呑のみ込こむ。

　なんにせよ、都合がいいことには変わりない。

　蓮也はもやもやとしたものを抑えこむように続けた。

「とにかく、そういうことだからいろいろと頼む」

「はいはい、いろいろねー」

「……余計なことはするなよ」

「えー？　余計なことってなにかなあ？」

　にまにまする妹を、蓮也は牽けん制せいするように睨にらんだ。

「うわ、怖い怖い。えーとユウリさん？　はじめましてはじめまして。不ふ肖しようの兄には似つかわしくないできる妹、千ち春はるです。狭いところですけどゆっくりしていってくださいね！」

「あ……いえ、こ、こちらこそよろしくお願い致します」

　慣れていないのか、堅苦しく深々と頭を下げたユウリに、

「──えいっ」

　千春が突然飛びついた。

「っ!?」

「あは、堅いですよユウリさーん。将来の我が家とでも思ってリラックスしてください」

「え、あ、う」

　千春に激しいハグをされるユウリは、いつの間にかブレードを可視化していた。

「──ばっ」

　とっさに能力のことが頭を過ぎり、蓮也は目を剥むいてユウリから妹を引きはがす。

「言ってるそばからなにやってんだお前は」

　冷静を装って千春をたしなめつつ、ボイチャでユウリにも注意を飛ばす。

『お前はすぐ能力を使おうとする癖をなんとかしろ！』

　横目でユウリを確認すると、無意識だったらしく申し訳なさそうな顔をしていた。

「ちぇー、ケチにぃ。……まあいいや、二人ともご飯まだだよね？　カレー多めに作ってあるから一緒に食べよ！」

　勝手に決めてリビングへ走っていった千春は、ドアの前でこちらに振り返る。

「ちょーっと材料細かく刻みすぎて具が全部溶けちゃったけど、味がよければいいよね♪」

　頭の横に手を当て、ぺろりと舌を出した妹を見て、蓮也はすでに残り少ない気力がぐんぐん目減りしていくのを感じた。
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　よく考えると、蓮れん也やは今まで千ち春はるが作った料理を食べた記憶がなかった。

「料理は破壊力だよ！」と豪ごう語ごする妹に今まで調理させなかった両親の判断は正しい。

　蓮也はただの刺激物でしかない驚異の食物を平然と平らげた二人の勇者を称たたえ、食後の片づけを請うけ負おった。

「それじゃユウリさん、先にお風呂入りましょっか」

「え……いえ、着替えがないので」

「アタシの貸しますよ。アタシので小さければおにぃの借りればいいですし、下着はお風呂に入っている間に洗濯して瞬間乾燥かけておけば大丈夫ですから」

「あの、でも」

「さー行きましょ行きましょ！」

　千春に押されて出ていくユウリ。

　静かになったリビングで蓮也はそっと息をつく。

　千春の高い適応性には恐れ入るが、あれではユウリがまったく休まらない。

（話したいこともあるんだがな）

　どうすればユウリから千春を引き離せるか……。

　蓮也が食器を食洗機に入れていると、拡張認識レイヤードリアル上に情報タグがポップした。

『千春さんが入浴しています。お風呂の温度は四〇・二度に設定されました』

　システムバスからのファミリー認識機能だ。

　アラームを視線操作アイジエスチヤーで消そうとすると、千春からボイチャが届いていた。

『ユウリさんと一緒に入るね～』『の・ぞ・く・な・よ♡』

「誰が……」

　ポップな文字が拡張認識レイヤードリアル上で躍るのを見て、思わず声に出す。

　やはり彼女だから家に連れてきたという嘘うそは失敗だったかもしれない。

　いまさらながらそんなことを思いつつ、リビングを出た蓮也は、

「ひゃぅぅっ」

　バスルームの方から聞こえてきたユウリのものらしき嬌声に固まった。

　どうやら二人はまだ脱衣所にいるらしい。

「ち、千春さん、いきなり抱きつかないでください」

「やだなー千春でいいですってば。それよりユウリさんのお肌すべすべですねえ。髪の毛もさらさらだし。どんなサプリ摂とったらこんな風になるんだろ」

「ど、どこを触って……ゃっ」

「ほああ、こんなにほっそいのに信じられないくらいおっぱいやわらかい！　これならＲ２で見た目だけ綺麗にする下着アドブラなんて必要ないなー」

「んっ、やめ──あっ」

「うーん、この絶妙な大きさがまたなんとも」

　なにしてんだあいつ……！

　蓮れん也やは思わずバスルームに向かいかけ、慌てて足を止める。

　代わりにボイチャを送った。

『アホなことしてないでさっさと風呂に入れ！』

「ん？　おにぃからボイチャきた。……うわ、アタシたちの会話聞いてるみたいですよ」

『女子のスキンシップに口出さないでくださーい』

「なにがスキンシップ……あ」

　声に出してしまってから口を押さえるが、遅かった。

「せ、先輩……？」

「ちょっとおにぃ、廊下で立ち聞きとかやめてよねー」

「な、お前が──」

「ユウリさん、スケベなおにぃが聞き耳立ててるみたいなんでさっさと入っちゃいましょ」

　最後まで言わせてもらえず、バスルームのドアの閉じる音が聞こえる。

　蓮也は中途半端な憤りを何度か拳こぶしを握りしめることでやりすごし、

「──くぅぅんっ！」

　バスルームの中から響くユウリの艶っぽい悲鳴に、慌てて自室へ飛びこんだ。

　ドアを閉めて、深呼吸。

　一時的に外のことを忘れて、ＱＤクオリアデバイスの巡回機能ネツトクローリングを起動する。

　瞬間、視界の焦点が拡張認識レイヤードリアルへと移行し、画像・映像を伴う情報が全方位に広がった。

　ＱＤクオリアデバイスにインストールされたＯＳが蓮也の今日一日の検索データを元に、興味を示しそうな情報をピックアップしたのだ。

　その半分ほどがブレードリンク関連で、左下では生放送中のブレリン・ライブネットが流れていた。

　露出度の高い着物ドレスにウサ耳フードを目ま深ぶかにかぶった奇抜な格好の少女『ＭＩＣＡ』というプレイヤーが、ボイスチャットだけでＭＣのプライベートな質問に答えている。

　タグには《幻影の兎姫ミラージユラビツト》とあり、じっとその文字列を見つめていると『最上位ランカー《刻印者ナンバーズ》の一人。クラン《鳥ちよう獣じゆう戯ぎ画が》に所属し、前回のグランドカップＳ優勝メンバー』という解説がポップした。

　──《刻印者ナンバーズ》までも自分たちの手駒としてエントリーさせるつもりです

　ユウリが言っていたとおり、アイドル同然に扱われている彼女も裏では世界の変革計画に力を貸しているんだろうか。

　自分で言っておきながら、その非現実さに笑ってしまう。

　事実、昨日までの蓮れん也やなら一笑に付していただろう。

　だが、今日一日で蓮也の常識は激変してしまった。

「……世界変革計画プロジエクトシフトに、あいつとの再会、か」

　祈いのり刃はユウリ、世せ良ら樹きかたる。

　そして兎と神がみ散ちる葉は。

　──徹底的にやるよ。人類を新たな形に進化させるためにね

　二年ものあいだ行方不明だった散葉がなぜこのタイミングで現れたのか。

　ユウリやかたるは散葉とどう関わっているのか。

　──それならそれで──予定通り全力で潰すまでだ

　不意にかたるの言葉が脳裏を過ぎる。

　予定通り、とはどういうことだろう。

　かたるは、はじめから本気で蓮也を世界変革計画プロジエクトシフトに誘うつもりはなかった。

　だから蓮也がユウリ側についたところで予定通り……もしそうだとすれば、あそこで接触してきた意味がわからない。

　ただの宣せん戦せん布ふ告こくにしては凝りすぎている。なにか意味があるはずだ。

　ここでは戦うつもりがない……。

　それはつまり、状況さえ調えばいつでも戦いを仕掛けてくるということじゃないのか？

　そう、たとえば今この瞬間でも──




　ビー




　突然蓮也の聴覚に警告音が突き刺さる。

『バスルームで千ち春はるさんに異常が発生しました。ただちに駆けつけてください』

　機械音声に面食らいながら拡張認識レイヤードリアル上でホームステータスを確認すると、確かに『バスルーム』の表示が赤く点灯していた。

「千春に異常？」

　口に出しながら蓮也の思考は急速展開する。

　かたる。敵対する相手。敗者の記憶を操作できるブレードリンクＯＢＭアウトブレイクモード。

　夜や襲しゆう然しかり、奇襲然り、相手の油断を突くのは定石。

　入浴時は──絶好の機会だ。

　思い至ると同時に、蓮也は部屋を飛び出していた。

　ブレードを可視化して脱衣所へ向かい、なんの躊躇ためらいもなくバスルームのドアを開く。

「二人とも無事か!?」

　薄い湯気の向こうで二人の少女が振り返る。

　バスタブに浸つかっているのは、頭にタオルを巻いた千ち春はるだ。

　縁に両肘を載せているせいで全身は見えないが、特に異常があるようには思えない。

　ユウリは──そう思って洗い場に視線を移した瞬間、蓮れん也やは固まった。

　陶とう磁じ器きのような白い肌に、濡ぬれて輝く長い銀髪。胸の膨らみは乏しいものの、腰から太ふと腿ももにかけてのやわらかなラインが女性らしさを全力で主張する。

　ちょうど身体を洗っているところだったらしく、そこかしこに白い泡がついていて──

「……なにしてんのおにぃ」

　千春からの無感情な声に、蓮也は慌てて目をそらした。

「い、いや、今アラームが鳴ってただろ？　なにかあったのかと──」

「鳴ってないけど」

「……は？」

　そんなバカな。蓮也が拡張認識レイヤードリアルに集中しているあいだに、背景で裸のユウリがシャワーノズルをこちらに向ける。

『お湯の温度が七〇度に変更されました』

　バスルームのシステム音声が蓮也の耳じ朶だを叩たたき、

「やっちゃえー」

　千春の声を合図に、キッと蓮也を睨にらんだユウリは、シャワーのスイッチをオンにした。





　　　†×†






「ひどい目にあった……」

　自室のベッドに座る蓮也は、熱湯を浴びてひりひりする顔をさすりながらぼやく。

「それはこちらのセリフです」

　すかさずそう言ったのは、クッションに座り、蓮也に借りたスウェットを着たユウリだ。

　ちなみに千春は蓮也に火傷やけど用の薬を塗りたくったあと、風呂上がりの肌の手入れとやらで席を外している。

　不服そうに唇をとがらせるユウリから視線をそらし、蓮也はぼそぼそと言う。

「だからあれは、システムの故障で……」

「バスルームに入る前に直接確認すればいいことでしたよね？」

　そのとおりだ。

　声をかけるなり、ボイチャを飛ばすなりしていれば大惨事は避さけられた。

「…………すまん。襲われた可能性しか考えてなかった」

　最悪のリスクを回避するために、それ以外のデメリットを無視する。『悪癖』の一端だ。

　おとなしく頭を下げた蓮れん也やをちらりと見て、ユウリは薄くため息をついた。

「もういいです。先輩がスカートの中をのぞく変態さんだと忘れていたわたしにも非がありますから」

「ちょっと待て、それで納得するのは──」

「それに」

　一呼吸おいて、ユウリは淡々と続ける。

「現状先輩が危機的状況で思い浮かべる敵は、高い確率で世せ良ら樹きかたるです。千ち春はるさんの安全を確かめるためなら、ノーチェックでお風呂くらいはのぞくのもわかります」

「……どちらかと言えば心配したのはお前のほうだけどな」

「え？」

　肝心の所で察しの悪いユウリに、蓮也はがりがりと頭をかいて言う。

「世良樹かたるが襲う可能性が高いのはお前だろ？　関係ない千春よりお前のほうを心配するのは当たり前だ。風呂の中で意識を失うくらいのことはありえると思ったんだよ」

　アメジストの瞳をぱちくりまたたいたユウリは、視線をそらして指先を重ね合わせ、

「それは……ありがとうございます」

　ぺこりと頭を下げた拍子に長い銀髪が床を撫なでる。

　その丁寧なお礼に、蓮也は背中の辺りがむずがゆくなって、

「でも裸を見られたことは許しませんから」

　上目づかいにこちらを見あげてきたユウリに、思わずベッドの上で仰のけ反ぞる。

「わ、悪かったって……」

「本当に反省していますか」

　ずずいと近づいてくるユウリから蓮也はたまらず視線をそらした。

「してるから、その、胸元を隠せ」

　だぼだぼのスウェットのせいか、胸元が大きく開いてパステルブルーで縁取られた白のブラジャーがしっかり見えてしまっていた。

「──！」

　反射的に両手で胸を押さえたユウリが、顔を真っ赤にしてブレードを可視化する。

「だからやめろって！」

　ベッドから立ち上がった蓮也がブレードを指さすと、ユウリははっとしたように消す。

「す、すみません、つい癖で」

「癖で記憶を上書きしようとするな……」

「わたしにとってはそれが日常でしたから」

　不意に声のトーンを落とし、真顔に戻る。

「世良樹かたるが襲撃をかけてくる可能性はわたしも考えていました。先輩のお宅はセキュリティシステムがゆるめですから」













　さらりと口にするユウリに、蓮れん也やは頬ほおを引きつらせる。

「セキュリティシステムって……調べてたのか」

　ユウリはそんなことは当然とばかりにうなずき、すらすらと続ける。

「ライアーデコイはそれなりのものでしたが、肝心のメインウォールがレベル４のプロテクト1ラムダ。この程度ではマイクロキーアドレス導出ツールを使用されてすぐに解かれます」

「……一般家庭では最先端のものなんだけどな。まあ世せ良ら樹き家と比べれば劣るだろうが」

「いえ、世良樹の家もそれほどではないです。以前住んでいた家に比べれば」

「以前住んでいた家？」

「母と二人で暮らしていた家です。敷地内に入るためには、家人でも拡張認識レイヤードリアル上から毎日コードの変わるハイランダムセキュリティを解除しないといけませんでしたから」

「自分の家に入るためにいちいちクラッキングしてたのか……!?」

　それはもう家に帰ったとは言わない。毎日自分の家に侵入しているようなものだ。

「なぜそんな教育を施ほどこされていたのかずっと疑問でしたけど、今の家で自分が創られた人間デザイナーベビーだと知らされて、いろいろと納得がいきました。確かに人の記憶を上書きする力はハッキングの技術と切り離せませんから」

　自じ嘲ちようするように笑うユウリを見て、蓮也はいつの間にか握りしめていた拳こぶしを開く。

「……悪いな。変な話させて」

　気まずそうに視線をそらす蓮れん也やに、ユウリは不意をつかれたような顔をし、

「先輩、謝ってばかりです」

　穏やかに微笑ほほえむ。

「千ち春はるさんにも謝っていましたよね」

　妹の名前が出されて、蓮也はげんなりと首を振る。

「あれは謝ったんじゃない、謝らせられてたんだ……」

「同じじゃないですか」

「違う、謝罪ってのはもっと人間の尊厳がちゃんと保たれた状態でだな……」

「仲がいいことには変わりないです。きっと昔から仲が良かったんですね」

「そうか？　昔はもっと──」

　………………もっと？

　なぜだろう、その先に続く言葉が出てこない。

「先輩？」

　ユウリに顔をのぞき込まれ、フローラルな香りが鼻び腔こうをくすぐる。

　蓮也は顔をあげて、ベッドの上で後あと退ずさった。

「な、なんだ？」

「いえ、急に黙ってしまったので」

「あ、ああ……それよりお前こそあいつにさんざん絡まれてただろ。大丈夫だったか？」

　夕食然しかり、風呂然り。千春はさながら姉に対するようにじゃれついていた。

　そのどれにもユウリは振り回されているように見えたが。

「そうですね、正直最初は戸惑いましたし、スキンシップが激しいとも思いましたけど」

「けど？」

　ユウリは服の袖を指先で引っぱるようにして言う。

「嬉うれしかった、です。擬ぎ似じ的なものかもしれませんが本当の家族のように迎えてもらえて」

　ほのかに頬ほおを赤くし、表情をゆるめるユウリを見て、蓮也は複雑な気持ちを抱く。

『本当の家族のように迎えてもらえて』

　それはつまり、今の彼女にはそのような存在がいないということだ。

「世せ良ら樹きの家には居場所がないのか」

　独り言のように呟つぶやいた蓮也に、ユウリは無感情に答える。

「世良樹の家に限らず、わたしの力を知ってまともに付き合おうとしてくれる人なんていません。どれだけ親しくしていても、そう思わされてるだけなのかもしれないんですから。嫌悪以外の感情を向けられることはありません」

　そんなことはない、とは言えなかった。

　ユウリにはたった今会ったばかりの相手に一〇年来の親友だと思い込ませる力がある。

「なにより、世せ良ら樹きは復ふく讐しゆう相手が住んでいる家ですから」

「……復讐相手？」

「わたしをデザインしたのは父と母です。母の真意はわかりませんが、父は計画に使うためにわたしを創りました。あの人にとってわたしは道具でしかありません。自分をおもちゃにした人間に復讐しようと考えるのは、自然な感情ではないですか」

　機械的に紡がれた言葉。答えを求めていない問いかけ。

　うつむいたユウリは、自じ虐ぎやく的てきにつぶやく。

「確かに──復ふく讐しゆう心しんに踊らされ、創造主に反逆する道具なんて、道どう化けでしかないですね」

　その最初から諦めているような言葉に、蓮れん也やは口を開いた。

「感情を持つ道具なんて存在しない」

「……え？」

「自分で言ったんだろ。復讐は自然な感情だ。そして道具は感情を持たない。だからお前は道具じゃない。道具じゃないんだから、居場所だって自分で作れる」

「自分、で……」

　まばたくユウリに、蓮也は叩たたきつけるように言った。

「そもそもすでに作れてるんじゃないのか。千ち春はるを家族のように感じたんだろ」

「でも、それは」

「千春が家族のように迎えてくれたから、か？　違うな。お前がそう思ったからだ」

　千春だけが望んだからじゃない。ユウリ自身も千春に心を開いたから──。

「記憶を上書きする能力を持っているかどうかなんて関係ない。相手は力を持っているお前自身を見てるんだよ。事実、俺はお前の力を知っても普通に付き合えてる。当然嫌悪感を抱いてもいないし、むしろ好意、的に……」

「──え？」

　ユウリの反応に、蓮也は直前のセリフが誤解しか招かないことに気づいた。

「いや、違う。好意的というのはそういう意味じゃなく、普通に千春と同じような家族としての……いや家族ってのも別に血縁とか縁えん故ことかではなくて──」

　必死に言い繕つくろう蓮也を見て、ユウリが吹き出した。

「……おい」

「す、すみません。なにか急におかしくなって」

　笑いの余よ韻いんを残したユウリは、両手を胸に当てる。

「ありがとうございます。嬉うれしいです」

「……礼は俺にじゃなくて千春にだと思うけどな」

　そっぽを向いた蓮也に、ユウリは小さく首を横に振る。

「いいえ、能力のことを打ち明けて、受け入れてもらえたのは先輩だけですから」

　はにかむように微笑ほほえんで、そっとうつむく。

「だから、先輩が──わたしにとっての、はじめての人です」

　そう呟つぶやいたユウリはうっすらと頬ほおを赤らめていて。

　上目づかいにこちらを見あげてくるユウリに、蓮れん也やは──




「お待たせー」




　ノックなしでいきなり開いたドアに、思わずその場で飛び上がりそうになった。

　ユウリもびくりと肩を震わせて千ち春はるのほうへ振り返っている。

「んんー？　もしかしなくても、いい雰囲気だった？」

「い、いいえ！」

　大げさに首を横に振ったユウリを見て、千春はイタズラめいた笑みを浮かべた。

「ははあん……これは事じ情じよう聴ちよう取しゆの必要がありそうですねえ」

「あ、あの、それより、なにか用があったのでは？」

「ユウリさーん、話をそらそうとしているのがバレバレですよー？」

　そそくさとユウリの背後に回りこんだ千春が、蓮也にウインクする。

「というわけでおにぃ、ユウリさん借りてくよん」

「え、あの、まだ先輩と話が──」

「はいはい、それはアタシの部屋でしましょー」

「ひゃぅっ、い、今胸」

「にひ、たっぷりとその身体に訊きかせてもらいますよーん」

　意味のわからないテンションの高さでユウリを部屋の外へ押し出し、

「あ、おにぃ」

　ふとなにかを思い出したように振り返った千春は表情を消して蓮也を見る。

「……なんだ？」

　らしからぬ真面目な雰囲気に虚を突かれ、声がうわずった蓮也に。

「またね」

　屈くつ託たくのない笑顔。

　つい最近。

　どこかで、見たような──

　蓮也が考え込んでいるあいだに、嵐のような妹はあっさりと部屋を出ていった。






五章　近くて見えないもの　Alien Facts






　翌朝、簡単な朝食をとった蓮れん也やとユウリは学校近くのバス停で別れた。

「それでは先輩、また放課後に」

　一礼し、早足で歩いていくユウリを見送りながら、蓮也は今朝のやりとりを思い出す。

「──学校内ではできるだけ別行動をとりたい？」

「はい」

　急きゆう遽きよ外泊したとは思えないほどきちんと身なりを整えたユウリは、食後の紅茶には口をつけずに言う。

「そうすることであの人──世せ良ら樹きかたるから先手を取れます」

「……順を追って説明してくれるか？」

　蓮也が紅茶をすすると、ユウリは例の膨大な生徒のデータを表示した。

　その一部分、世良樹かたるの項目が青く点滅し、次の瞬間大きく拡大される。

　同時にその詳細らしい文章や写真がずらりと並んだ。

　ざっと見た感じ、ブレードリンクと去年の生徒会選挙の経緯に多くが割かれているが、他にもかたるの嗜し好こう、戦術傾向、普段の行動予測などが事細かく書かれていた。

　家族だけにその内容は学校内にとどまらず、私生活にまで及んでいる。

　蓮也はかたるにあまりいい感情を抱いていないが、これはさすがに同情した。

「お前これ……」

「世良樹かたるは倒すべき敵です。当然そこにプライバシーなるものは」

「そうやって言い訳するってことは、この行動が悪いって自覚はあるんだな」

　図星をさされたように黙ったユウリを見て、蓮也は一度ため息をついて続ける。

「とりあえずその件は置いて……確かにこれを見るとあいつは思った以上に策士らしいな」

　ブレードリンクと生徒会役員選挙。

　どちらも戦う前はかたるが不利と思われたにもかかわらず、直前になって形勢が逆転し、フタを開けてみれば圧勝という形で終わっていた。

　内容だけ見れば対戦相手の油断が大きいように感じるが、実際はかたるが相手を油断させた結果だ。言うのは簡単でも現実にそれを実行するのは難しい。

「あの人は、基本的に勝てる勝負しかしません。裏を返せば勝負を仕掛けてきた時点で勝てるだけの要素が揃そろっていると推測できます」

「今回の件に当てはめれば、俺たちに正式な戦いを挑んできた時点ですでに勝つ方法が見つかってるってことか。問題はそれがなにかだな」

「はい。ですから──」

「向こうの計画を崩すため、あえて普通しない行動をとって相手の思おも惑わくの裏をかく、ね」

　ユウリの背中が小さくなったところで、蓮れん也やも学校へ向けて歩き始める。

　宣せん戦せん布ふ告こくした以上、かたるは蓮也たちが常に行動を共にすると考えるだろう。

　その考えを逆手にとって、別行動をとる。

　理屈はわかるものの、いまいち積極的な策だと思えない。かといって他に有効な案があるわけでもないので、なにもしないよりはマシなのかもしれないが。

　正門から校舎まで歩き、昇降口から教室へ。

　そのあいだ、周囲からの音声をＱＤクオリアデバイスで絞って考えこんでいた蓮也は気づかなかった。

　バスを降りてから、いやもっと前から生徒たちの注目を集め続けていたことを。

　そうして教室のドアを開けた瞬間、それは爆発した。

「千せん宮ぐう君だ！」「千宮が来たぞ」「マジであいつが」「動画見てないの？　千宮くんが──」




「あの《不敗の王剣クラウン》なんだよ！」




　小さく聞こえたクラウンという単語。

　蓮也が顔を上げると、クラスメイトが目の前に殺さつ到とうしており、拡張認識レイヤードリアル上でぽこぽこと名前がポップしていく。

「……!?」

　驚く蓮也に、先頭の寺てら下した彩あや名なが話しかけてくる。

「ねえねえ、これって千宮くん？　千宮くんだよね!?」

　彼女が見せてきたのは、ブレードリンクのプレイ動画だ。

　日時は昨日の放課後。茶髪の少年『ＣＵＥＮＴＩＳＴＡ』と銀髪の少女『ＹＲ』がデュエルマッチ一対一を行っており『ＹＲ』がやられそうになったところで乱入者が現れる。

　その乱入者『ＲＥＮ』は先に交戦していた二人に比べて、明らかにおかしかった。

　地味な制服姿で、髪型や虹こう彩さいも普通。アクセサリーの類も一切身につけていない。

　デフォルトでログインしたと思おぼしきその少年は、見事なアイソレーションリンケージを決めて、茶髪の少年を撃退する。

　勝利者の彼がアップになると、その顔はどう言い繕つくろっても蓮也にしか見えなかった。

「………………へえ、よく似てるな。この人まるで俺──」

「千宮くんブレードリンクやってたの？　あの《不敗の王剣クラウン》だったの!?」

　気け圧おされる蓮也を尻目に、興奮冷めやらぬ彩名を押しのけるようにして、後ろにいた生徒たちがいっせいに訊きいてくる。

「なんで今まで黙ってたんだよ！　つーかサインくれ！」「あ、あたしも欲しい！」「俺も俺も！」「ｖｅｒ．バージヨン１の頃から《不敗の王剣クラウン》超好きだった！」

　──ダメだ。話が通じそうにない。

　即断即決、蓮れん也やはその場で反転すると廊下を走り出した。

「クラウンが逃げた！」「追え追え！」「捕まえろ！」

　必死に逃げる蓮也の拡張認識レイヤードリアル上で、小さな音と共に差出人未登録のメールが届く。件名には『クラウン大好き』と書かれ、中身はクラウンを賞賛する文章であふれていた。

　ファンレターらしいと確認する間にも同じようなメールを何件も受信する。

「なんなんだこれは……！」

　どこで知ったのか、ボイチャでもひっきりなしにメッセージが届くようになり、蓮也はいったんすべての通知をオフにする。

　そうこうしているうちに、物理現実では暑苦しそうな男たちが行く手を遮さえぎった。

「《不敗の王剣クラウン》！　我がクラン『漆しつ黒こくの空』に入らないか？　今ならリーダーの座を」

「なんの、うちのクランに入れば学食限定で使えるＶＭ仮想通貨をつけるぞ！」

「お金で釣ろうとか、これだから男子は……。わたしたちのクランはブレードリンクをはじめたばかりなの。ぜひクラウンにゲームのことを手取り足取り教えてもらって──」

「そんなの自分で調べろよ、別の目的があることバレバレじゃねえか」「部外者は黙ってなさいよ」「なんだと！」「なによ！」

　揉もめだした生徒の隙をつき、蓮也は廊下の窓を開けてそこから一気に飛び出す。

「ちょ、ここ三階──」

　驚く生徒たちを尻目に、あらかじめ拡張認識レイヤードリアルのマップで目星をつけていた粗大ゴミ置き場のダンボールの山に着地。

　この行動はさすがに予想外だったのか、蓮也は追っ手がないことを確認してからゆっくりと職員用駐車場へ向かう。

　だが、すでに先回りしていた生徒たちに見つかった。

「いた！　《クラウン》だ！」「あいつ捕まえたらなんかもらえんだって？」「学内ネットに詳しく書かれてたから見てみ」「ＶＭ仮想通貨一万かよ、やべえな！」

　どうやら他学年の生徒たちにも知れ渡っていたらしい。懸賞金のようなものもかかっていて、それがさらにこのわけのわからない事態に拍車をかけている。

「俺は珍獣か……！」

　思わず呟つぶやいた蓮也を数人の生徒たちが追ってくる。裏口から校外に出ようという算段は儚はかなく潰ついえ、仕方なく正門側に回ろうとしたところで思わぬ救世主が現れた。

「こらこら君たち、もう授業が始まるよ」

　蓮也をかばうように立った若い女性教師を見て、生徒たちがしぶしぶ引きあげ始める。

　蓮也は長く息を吐いて女性教師に向き直り、

「あー、えっと、《不敗の王剣クラウン》さん？　……ファンです。よかったらサインください」

　照れながら差し出された色紙とペンを見つめ、もう一度深いため息を吐いた。





　　　†×†






　休み時間ごとの質問攻めと、ひっきりなしに届くメッセージ。

　文字どおり一日で生活が一変してしまった蓮れん也やは疲れていた。

「大変なことになっているみたいですね」

　昼休み。

　屋上に逃げ込んだ蓮也は、金網に寄りかかって涼しい顔の銀髪少女を見やる。

「他人事のように言うな……元を正せばお前たちのバトルが原因なんだぞ」

「いえ、助けていただいたのは感謝していますが、その論法でわたしに原因を求めるのは無理があります」

「……正論は人を傷つけるだけだ」

「先輩がよく言われそうなセリフですね」

　弱り目に祟たたり目め。蓮也はそこはかとなく得意げなユウリを見て、そんなことを思う。

「それに、わたしは一応手助けしましたよ？」

　風になびく銀髪を押さえ、周囲に視線を動かすユウリ。

　朱しゆ天てん寺じ学がく園えんの屋上は基本的に開放されており、特に今日のように晴れた日の昼休みなどは人気の昼食スポットになっている。

　だが、今は蓮也とユウリの二人しかいなかった。

　ユウリが拡張認識レイヤードリアル上で情報を上書きして、屋上を立ち入り禁止にしたのだ。

　現在、蓮也たち以外の人間には屋上の情報タグを調べると貯水タンクのメンテナンスで立ち入り禁止と表示されるようになっている。

「急に助けてくれなんてメッセージが飛んできたので、驚きました」

「悪かったな、副会長に襲われたわけじゃなくて」

「大丈夫ですか？　顔色が悪いですよ」

「休み時間ごとに逃げ回ってりゃ顔色も悪くなるだろ」

　げんなりと言って、蓮也は肩を落とす。

　蓮也もネット上にデフォルトの姿を晒さらす危険は十分承知しているつもりだった。

　だが、特定の速さ、なによりここまでの熱狂的なアプローチは完全に予想外だ。

　どうやら蓮也が思っていた以上に《不敗の王剣クラウン》は有名人だったらしい。

「ブレードリンクの人気は旧バージョンにも及んでいます。公式戦ランクマツチ無敗で姿を消した《不敗の王剣クラウン》はいまだに特集を組まれる伝説的存在なんですよ、先輩」

　しれっと言われ、蓮也は苦虫を噛かみつぶしたような顔をする。

「本人の知らないところでそういうことをするのはやめてくれ……」

「仕方がないです。今やブレードリンクのトッププレイヤーは一流スポーツ選手や芸能人を凌しのぐ発言力を持っていますから」

「……どうかしてる」

　裏では全人類の変革なんていうとてつもないことが画かく策さくされているというのに。

　その中心にいる少女は、後ろ手に組んだまま近くのベンチまで歩くと、ポケットから取り出した白いハンカチを敷いてその上に腰掛けた。

　隣には紙で包まれたランチセットが二つ。

　どうやら蓮れん也やに呼びだされる前に買っていたらしい。

「先輩も食べませんか？」

　思いもよらない誘いに、蓮也は不意を打たれ、目をまたたく。

　そんな蓮也を見て、ユウリが細い眉をひそめた。

「なんですかその反応」

「……いいのか？　それ二人前しかないよな？　まだ午後の授業あるぞ」

「先輩……もしかしてわたしが常に人一倍食べると思っています？」

「思ってる」

「そんなわけないじゃないですか」

　心外そうに突っ込んで、ユウリはこほんと咳せき払ばらいをする。

「いいですか、わたしが普通の人よりカロリーを必要とするのは」

「能力を使うからだろ？　しょっちゅう使ってるよなお前」

「つ……使っていませんよ。少なくとも、今日はまだ一回しか」

　目をそらすユウリ。

　蓮也は「つまり昨日までは散々使ってたんだな」という言葉を呑のみ込こんだ。

　ユウリの隣に座ってサンドイッチをつまむ。

「それで、副会長のほうはどうだったんだ」

　話を振られたユウリが、驚いたような顔をする。

「どうしてわかったんですか。わたしが世せ良ら樹きかたるを調べると」

「単独行動をすることで相手の虚を突き、警戒を誘う。それだけじゃ片手落ちだからな。相手が引いているあいだにこちらから攻める──定石だろ」

　つらつらとしゃべる蓮也を見て、ユウリは思わず呟つぶやく。

「学校中の生徒に追われてあんなに余裕がなさそうだったのに……」

「ちょっと待て、あんなにって見てたのか？」

「い、いえ、たまたま目にしただけです」

　誤ご魔ま化かすように早口で続けたユウリに、蓮也は眉をひそめる。

「で？」と先を促すと、ユウリは表情を引き締めた。

「結論から言えばいつもどおりでした。休み時間は女子生徒と談笑、お昼は彼女たちと生徒会室へ……行動を見た限りでは変化なしです。ボイスチャットやメッセージといったネットワーク機能も特別頻ひん繁ぱんに使った様子はありませんでした」

「とすると、俺たちの行動に気づいていないか、気づいていてどうでもいいと考えているかの二択だな」

「どうでもいい？」

「俺たちがどう動こうと計画に支障はないってことだよ」

　可能性としてはこちらのほうが濃厚だ。

　蓮れん也やはかたるから得たなんともいえない嫌な感じを思い出して目を細める。

「まあそのほうが相手として申し分はないけどな。世せ良ら樹きかたるは事前にどこまで準備していたのか、どう行動すれば向こうの予想を上回れるか。そう考えている時点ですでに相手の術中だとすれば、ここはあえて相手の手の平の上で──」

「先輩……？」

　困惑したようなユウリの声に、蓮也は無意識に頬ほおが緩んでいたことに気づく。

　どうやらまた『悪い癖』が出かけていたらしい。

「……ああ、悪い」

　胸に手を当て、深呼吸を二回。

「とりあえず──」

　昼飯を食べてから考えよう。そう続けようとしたところで、屋上の扉が開いた。

「いたぞ、クラウンだ！」

　男子生徒のかけ声に合わせてさらに数名が屋上に踏み込んでくる。

　あっという間に囲まれた蓮也はポップした情報タグから彼らが全員『ニュース速報部』に所属していることを知る。

「ブレードリンクｖｅｒ．バージヨン１の伝説的プレイヤー《不敗の王剣クラウン》こと千せん宮ぐう蓮也さん、少しお話いいですか！」

　マイクの形をしたＶＯ仮想物を突きつけられ、蓮也はうめくように言う。

「どうしてここに……」

「匿名のリークがありました！」

　思わず隣を見るが、銀髪の後輩の姿はすでにそこになかった。

　見回すと、屋上の入り口に向かっている姿が目に入る。

『おい、どういうことだ』

　蓮也がボイスチャットを飛ばすと、すぐに返信がきた。

『わかりません。屋上の情報タグも書き換えられたままです』

　ということは……蓮れん也やは軽薄な副会長の顔を思い浮かべて舌打ちする。

　やはりこちらの行動は筒抜けだったらしい。

　これにどんな意味があるのかはわからないが、嫌がらせとしては十分効果的だ。

『すみません先輩。さすがにその状況はどうにもできないです』

　ユウリが申し訳なさそうに一礼するのを見て、蓮也も逃走を図ろうとするが。

「クラウンさん、ここにきて復帰された理由を」「一部生徒がクラウンさんのファンクラブを作っていることについて一言」「クラウンさんは」「クラウンさんが」「クラウンさん！」

　とても逃げられないことを悟り、がくりとうなだれた。





　　　†×†






　帰りのＳＨＲシヨートホームルーム。蓮也は机に突っ伏したまま集中していた。

　放課後は時間制限がない。クラスメイトの質問地獄にあう前に、全力で逃げる……！

　ユウリにはあらかじめ校門前で落ち合う旨のボイチャを飛ばしてあった。

　机の下ですでに準備万端のカバンを握りしめ、担任が解散の言葉を発したと同時に勢いよく立ち上がり──行く手を遮さえぎるように佇たたずんでいた少女の姿に足を止めた。

「一緒に帰ってもいいかな、蓮也」

　静かにこちらを見つめる幼なじみは、明らかにいつもと様子が違った。

　その違和感の原因を考えている間にクラスメイトに囲まれる。

「あ、わたしも一緒に帰りたい」「俺も俺も」「それならみんなでどっか寄ってこうぜ。とりあえず駅前に出て、多人数対応ＶＲルームに──」




「──ごめん」




　声が響いた。冷たく、静かで──けれど凄みのある声が。

　静まりかえるクラスメイトたちに、舞まい花かは笑顔を見せながら続ける。

「今日はさ、遠慮してもらっていい？　ほら、幼なじみとして色々話すことがあってね」

「舞花……？」

　彩あや名なが声をかけても舞花は表情を変えない。

　そのどこか不自然な笑顔がクラスメイトたちを戸惑わせる。

「おいおい、独り占めするなよ兎と神がみー」

　空気を読まない一人の男子生徒が、茶ちや化かすように舞花に手を伸ばし、

　次の瞬間、その場で縦に一回転させられた。

「……は？　え？」

　兎と神がみ流合気術。

　あまりに自然すぎて回転させられた本人もなにが起きたのかわかっていない。

「ごめんね」

　呆ぼう然ぜんとするクラスメイトを尻目に、舞まい花かは蓮れん也やの手を取って足早に教室を後にした。





　　　†×†






　兎神家は古い。

　それは武家屋敷然とした大きな門もさることながら、日常生活のほとんどがＱＤクオリアデバイスを通して行われる現代で拡張認識レイヤードリアル上の情報タグ化がほぼ皆無なことからわかる。

　当然家に入るのに生体認証などのセキュリティはなく、舞花は今ではほとんど見ることのなくなった物理的な鍵で玄関扉を開いた。

　いくつかの部屋を素通りして辿たどり着ついたのは、和風な兎神家には珍しいシンプルな洋室。

　舞花に促され、先に入った蓮也は、部屋の匂いが彼女と同じことに気づいた。

　机の上には舞花がよくつけている髪留めがあり、壁には予備の制服がかかっている。

　だが、昔蓮也が入ったことのある舞花の部屋は和室だった。

　ここはむしろ──

「今はあたしの部屋」

　硬い声で言った舞花が、後ろ手にドアを閉めて鍵をかける。

　……鍵？　家には他に誰もいないのに？

　不意に蓮也は個室に、それも同い年の女子の部屋に二人きりという事実を意識する。

　視線は部屋の隅に置かれたベッドから伏し目がちな幼なじみへ。

　自然とその大きな胸やスカートから伸びるしなやかな足に向かって──

「ねえ、蓮也」

「な……なんだ？」

　不自然に声をはねあげた蓮也に、舞花はなぜか躊躇ためらうように口をつぐむ。

　気詰まりな沈黙に、蓮也は視線を窓の外へ向けて無む理り矢や理り話題を探す。

「あ、あーここから道場が見えるんだな」

「……知らなかったんだ。毎日ここに来てたのに」

「まあ散ちる葉はと遊んでたときはすぐにＲ３仮想現実に潜もぐってたしな」

「そうだよね。蓮也は散葉しか見てなかったもんね。いつも。いつもいつもいつもいつも」

　自じ嘲ちようし、壊れた機械のように繰り返す舞花に、蓮也は目を見開く。

「あたしは、見てたよ。蓮也が散葉とブレードリンクをしてるのを、いつも道場から見てた。師範……おじいちゃんにはよくそのことで怒られたけど。羨ましかったから」

　初耳だ。平日はもとより休日も稽けい古こに励んでいた舞まい花かは、蓮れん也やたちと遊ぶにしても散ちる葉はがさんざん誘って仕方なく付き合っているように見えた。

　そもそも舞花はお世辞にもブレードリンクがうまいとは言えなかった。

　物理現実では大の男も簡単に組み伏せられるのに、仮想現実では一つ年下の妹にも敵かなわない。そんな不合理な状況に納得がいっていないようだった。

　そしてそのことを知っていた散葉は、舞花と争いになるたび不敵に笑ってこう口にした。

　──それじゃあ、『ゲーム』をしよう。

　舞花はいつも巧妙に煽あおられて勝負を受け、散葉に言うことを聞かせられていた。

　ブレードリンクと散葉。その深い結びつきがあったからこそ、舞花は散葉が失しつ踪そうしたあとブレードリンクどころかブレードを見ることもできなくなっていたのに。

　その舞花が、なんの前ぶれもなく右手にブレードを可視化する。

「舞、花……お前」

「おかしいね。お互いにやめていたと思っていたなんて」

　感情の消えた瞳と共に、舞花がブレードをまっすぐ蓮也に差し向ける。

「ねえ蓮也。蓮也はあたしに訊ききたいことがあるよね？」

　なぜ家に呼んだのか。いつからブレードを手にしていたのか。

　──どうしてそんな辛そうな顔をしているのか。

「あたしも、蓮也にお願いしたいことがあるんだ」

　お願い。その内容を問いただす前に、舞花が続ける。

「だからさ──勝負しよう」

「……勝負？」

「勝った方だけが自分の望みを叶かなえられるの。わかりやすくて、シンプルでしょ」

　なにがおかしいのか、クスクスと笑う舞花の声は震えている。

　蓮也は舞花のその姿にかつての散葉を重ね合わせた。

　実直な天才の姉は、焦点の合わない瞳で蓮也を見据え、

「それじゃあ、『ゲーム』をしよう」

　あの日の散葉の言葉を口にした。





　　　†×†






　ログイン酔いは前回より軽かった。

　元々Ｒ２拡張現実でのやりとりを日常とする蓮也たちの世代はＲ３仮想現実に対する抵抗感が少ない。

　だからこの驚きは仮想現実そのものではなく、眼前に広がるフィールドに対するものだ。

　白い床、白い壁、白い天井。

　奥行きを見通そうとすると意図的に焦点をぼやかされるため、正確な距離はわからないが、体感的には学校の体育館ぐらいの広さだろうか。

　床の素材は衝撃を吸収する柔らかなもので、肌触りにも覚えがある。

「トレーニングモード……？」

　ｖｅｒ．バージヨン１では公式の成績に残らないトレーニングモードでの対戦が可能だった。

　ここはその専用フィールドに似ている。

　そう思って左上を見た蓮れん也やは、そこにあるオフライン表記に目を剥むいた。

「──プライベートモード。ｖｅｒ．６ではそう呼ばれてる」

　背後からかけられた声に、蓮也はヘルプから用語集を呼びだして検索にかける。

『プライベートモードはＳランクを超えた特権プレイヤーに与えられる機能だよ』

　……Ｓランクを超える、特権プレイヤー？

　蓮也の心臓が大きく跳ねる。

　まさか。まさか──。

　ゆっくりと振り返った蓮也は、自身の予感が的中したのを目の当たりにして息を呑のんだ。

　対たい峙じする舞まい花かの姿は、現実とまったく異なるものだった。

　肩の部分が露出した緋色の着物ドレス。すらりと伸びた足を覆う白いニーソックスと編み上げブーツ。













　ウサ耳のついたフードを目ま深ぶかにかぶり、特徴的な根付のついた薙なぎ刀なたを構えた彼女は、ブレードリンクと距離を取っていた蓮れん也やでも見たことがある超有名プレイヤー。

「……《幻影の兎姫ミラージユラビツト》」

　そのビジュアルにそぐわない俊敏な動きと幻げん惑わくするような戦い方、アイドルクランに所属していながらメディアでは一切しゃべらないスタイルからつけられた二つ名。

　蓮也の驚きよう愕がくには気を払わず、舞まい花か──《幻影の兎姫ミラージユラビツト》『ＭＩＣＡ』はまっすぐ薙刀を差し向けてくる。

　その刃には《刻印者ナンバーズ》の証たる《Ⅶ》の刻印が朱色に光っていた。

「レギュレーションは一本先取ビギニングファースト、時間制限無しリミットレスでいいよね」

　平へい淡たんな声に、蓮也はなにも答えられない。頭の中ではずっと同じ問いが空転していた。

　舞花が《幻影の兎姫ミラージユラビツト》？　世界変革計画プロジエクトシフトに協力している《刻印者ナンバーズ》──？

「蓮也」

　唐突な呼びかけに、蓮也ははっとして顔をあげる。

　幼なじみの少女は冷たく微笑ほほえんで。




「あたしが勝ったらブレードリンクをやめて」




　その言葉が戦闘開始の合図だった。

　舞花が薙刀を片手に持ち替え、たん、と音が響くほど強く地面を蹴る。

　次の瞬間、蓮也が認識したのは大上段から薙刀を振り下ろす舞花の姿だった。

「っ!?」

　反射的に剣ブレードで受けようとし──薙刀の刃先が剣を通り抜けるのを目にする。

　なんの障害もないかのように薙刀の刃に斬りつけられ、痛みの代わりに体力ゲージを減らした蓮也は反射的に反撃しようとして、その出先を薙刀の柄に押さえられる。

　たまらずバックステップで距離を取ると、その行動を舞花に読まれた。

　蓮也が後退した分だけきっちり踏み込んだ下段斬り上げ。

　胸を深く斬られた蓮也は、少なくはないダメージエフェクトを放出する。

　舞花の追撃はそれで終わらなかった。

　斬撃の終点近くで右手の握りをゆるめ、左手の掌しよう底ていで薙刀の柄を勢いよく押し出す。

　斬り上げの軌道を描いていた刃が舞花の右手を始点にして勢いよく回転し、二度目の斬り上げを蓮也に見舞った。

　低ランクスキル・レベル３の薙刀技『飛ひ燕えん』。

　──無言起動ノーランスキル!?

「……『縮しゆく地ち・雷らい絶ぜつ』！」

　蓮れん也やはたまらず移動系サポートスキルを使用して、大きく距離を取る。

　スキルを使ってまで逃げに徹てつした蓮也を、舞まい花かは追ってこなかった。

　その冷静さに、蓮也は驚きよう愕がくの眼まな差ざしを送る。

　そもそもランシステムはゲーム初心者でも起動言ランワードを発声することで動作補助を得て簡単に技を繰り出せるということに主眼があった。

　反面、起動言ランワードを口にしなければならないため、対戦相手に行動が予測されやすい。

　もちろんゲームのシステム上仕方のないことなのだが、一部の高レベルプレイヤーがこのデメリットを回避する方法を考え出した。

　それが無言起動ノーランスキルだ。

　スキル発動時の動き、力加減を完璧に再現することでスキルが使われたとシステムに誤認させ、起動言ランワードなしにスキルを発動させる超高等技術ハイエンドトリツク。

　原理自体は初期の頃からあったし、蓮也自身もいくつかの基礎的な技は繰り出せるが。

（あの、舞花が……）

　ｖｅｒ．バージヨン１の頃、舞花は格闘技経験者ゆえのギャップに苦しんでいた。

　それは一言でいえばＲ１物理現実とＲ３仮想現実の誤差だ。

　物理現実で不可能な動きも仮想現実では可能なことが多い。その可能性のズレが舞花には掴つかめず、仮想現実ゆえのトリッキーな動きに対応できなかったのだ。

　その舞花がトリッキーの極きよく致ちにある無言起動ノーランスキルを可能にしている。

　蓮也がブレードリンクから離れていた二年間に、とてつもない努力をしたのだろう。

　そうでなければ最上位ランカー《刻印者ナンバーズ》になどなれるわけもない。

《刻印者ナンバーズ》──世界の変革を推進する者。

　蓮也の頭に疑問が再燃する。なぜ舞花が《刻印者ナンバーズ》なのか？

　目の前の戦いではなくその背景に思考を沈み込ませた蓮也を、舞花は見逃さなかった。

　一瞬のうちに静から動へ。

　たん、という床を蹴る音が遅れて聞こえる錯覚。

　蓮也の目前でウサ耳の和服少女が踊った。

　後ろ溜ためからの斬り上げ。

　蓮也は剣で受け止めようとして、再び薙なぎ刀なたの刃が剣ブレードを透過するのを目にする。

「……！」

　不可解な現象に混乱している余裕はなかった。

　下腹部から肩までを深く抉えぐられ、返す刃で右腕も斬られた蓮也は、腕をあげることもできず、追撃の突きを胸に受けて数メートル後方に吹き飛んだ。

　突きを繰り出した舞花がその場でぐっと屈かがみこむのが見え、とっさに正面からのダッシュ斬りに備えて左腕をあげる。

　たん、という音は、二度聞こえた。

　背中から斬りつけられ、予想外の方向からの攻撃にその場でバランスを崩す。

　振り返る間もなく両足のふくらはぎを斬られ、その場にくずおれる蓮れん也やは、繰り出される斬撃の嵐の中、舞まい花かが一度目の跳躍で後方に回ったのだと他人事のように分析する。

　視界の中心で翻ひるがえる着物の赤い裾すそ。

　蓮也の鼻先に突きつけられたのは、紅あかい刻印が施ほどこされた薙なぎ刀なたの刃先。

　フードを脱いだ幼なじみは、膝をついた蓮也を見おろし、冷たく言った。

「──勝負あり、だね」

　いつのまにか蓮也の体力ゲージは数ミリにまで減っていた。

　一度も起動言ランワードを使用せず、反撃すら受けていない舞花の完全勝利パーフエクトゲーム。

　元最強と現最強の勝負は、あっけなくついてしまった。

「舞花……」

「最初に言ったとおり、蓮也は今後一切ブレードリンクをしないで」

　底冷えするように威圧的な幼なじみの声。

　蓮也の心中には『なぜ？』という疑問だけが浮かぶ。

　ブレードを目にすることさえ嫌がり、ブレードリンクからほど遠い生活を送り、散ちる葉はがいなくなったことなど忘れてしまったかのように明るく振る舞っていた舞花。

　その舞花が。

　刻印者ナンバーズとして勝負を挑んできて、ブレードリンクをやめろと言ってきた。

　なぜなのか。

　止とめ処どない疑問のスパイラル。現実に見えているものさえあやふやになっていく感覚。

　焦点の合わない蓮也に、舞花が銀の刃を閃ひらめかせようとした──そのとき。

　世界が割れた。

　白塗りの部屋を赤く染める光。

　遅れて響くのは『乱入イントルーデイングされました』というシステム音声だ。

「……どういうこと？」

　動きを止めた舞花が、微かすかに不満をこめて呟つぶやいた直後、

「『バインドスネーク』！」

　薙刀の刃が鞭ウイツプに搦からめ捕とられる。

　同時に浴びせられた飛び蹴りを、舞花は大きく跳躍することでかわす。

　和服姿の幼なじみの代わりに現れたのは、軽装に身を包んだ銀髪の少女だ。

「──無事ですか、先輩！」

　舞花への警戒を解かないまま、蓮也はユウリに問い返す。

「どうしてここに……」

　先に帰っているようボイスチャットを送っておいたはずなのに。

「失礼かと思いましたが、尾つけさせてもらいました。……先輩は少し無警戒すぎです」

　呆あきれたような声に、申し訳なさそうな色が加わる。

「不法侵入に上書きオーバーライト、強制乱入イントルーデイングまでしたわたしが言えたことではないかもしれませんが」

「不法侵入って──」

「話は後です」

　蓮れん也やの言葉を遮さえぎったユウリが、まっすぐ前を向く。

　数メートル先で薙なぎ刀なたを構えた舞まい花かは不可解さを前面に出してユウリを見ていた。

「ありえない……プライベートモードを書き換えるなんて」

「そんなことより他に心配すべきことがあるのではないですか」

　ユウリがそう口にした途端、蓮也のウインドウにカラフルなメッセージがポップした。

『《幻影の兎姫ミラージユラビツト》がデュエルとか珍しいな』

「な──オンライン!?」

　舞花の焦った声に、蓮也も視界の左上を確認する。

　赤字でオンラインと記されていたそこには、青字で観戦者オーデイエンス数が併記されていた。

『対戦相手もう体力ほとんどないじゃん』『あれ？　《幻影の兎姫ミラージユラビツト》フードとってね？』

「中断するから！」

　いつの間にかフードを被り直していた舞花が焦ったように叫ぶ。

　次の瞬間蓮也の目前に現れた『中断しますか？』の表示を視線操作アイジエスチヤーでクリックすると、ブツッという耳障りな音が耳じ朶だを叩たたき、視界がブラックアウトした。

　理解不能なシステム音声と、ログイン時に感じるような浮遊感。

　徐々に戻ってきた光が舞花の部屋を構成していき、急な現実感に立ちくらんだ蓮也をすぐそばにいたユウリが支える。

「大丈夫ですか？」

　気づかわしげな声と、風に揺れる長い銀髪。

　……風？

　よく見ると窓が開いていた。どうやらユウリはそこから入ってきたらしい。

「先輩？」

「あ……ああ、悪いな」

「急に戦闘を中断されれば酔うのは当然です。──それくらい考えられなかったんですか」

　キッと正面を睨にらみつけるユウリ。

　そこに立っていた少女──舞花は、負けずにユウリを睨み返した。

「強制乱入イントルーデイングしてきたあなたに言われたくない。プライベートモードを解除して、通常モードに書き換えれば、オンラインになってしまうことくらいわかりきってることよね？」

「もちろんです。そうすることであなたを止めるのが目的でしたから」

「……っ、今すぐ不法侵入で訴えてもいいんだよ！」

「できるものならどうぞ。監禁まがいのことをして、一方的に先輩を排除しようとしたあなたにそんなことをする権利があればですが」

　どこまでも冷静に返すユウリに、舞まい花かがぐっと唇を噛かんだ。

　表情を見れば納得していないのはわかる。開いた窓からの侵入、仮想現実に潜もぐっていた舞花への強制干渉ハツキング。

　客観的に判断して、ユウリが法を犯しているのも間違いない。

　それなのに、言葉を飲んだのは舞花のほうだった。

　なにか言いたげに口を開いてはすぐに閉じ、悔しげに視線を下げ、なにかを諦めるように眉を寄せる。

　そうして長い沈黙を挟んだ後で、顔をあげて言った。

「──いいよ、今回のことは不問にする。その代わり」

　一度言葉を切って、

「後悔しないでね」

　静かにそう結んだ舞花は、蓮れん也やをまっすぐ見つめていた。






六章　光の指す先　The Smallest Promise






　後悔するなとはどういう意味なのか。

　そもそも舞花はいつから刻印者ナンバーズになったのか。刻印者ナンバーズは本当に計画に関わっているのか──蓮也がいくら訊きいても、舞花は一切反応しなかった。

　唯一散ちる葉はの話をしようとしたときにだけ表情を動かしたが、結果は同じだ。

　蓮也の家に戻り、ユウリと深夜まで話しあっても答えは出なかった。

　とにかく、相手の出方を見るよりほかにない。

　そういう結論に至った翌日。

　朝、学校に着いた蓮也たちは、舞花が最後に口にした言葉の意味を理解した。

　昇降口に、登校してきた生徒が目にする拡張認識レイヤードリアル上の掲示板がある。

　生徒会をはじめとした各部活、委員会、公的活動の報告が書かれたり、お知らせが載るその場所に、一際目を引くエフェクトで『ニュース速報部』の号外が躍っていた。




『《幻影の兎姫ミラージユラビツト》ＶＳ《不敗の王剣クラウン》！』


　　来たる土曜日、全校生徒お待ちかねの新入生歓迎会が行われる。

　　今年も生徒会のサプライズ企画に注目が集まる中、当方がその内容をスクープした。

　　なんと今年は大人気バトルゲーム・ブレードリンクのエキシビションタッグマッチ！

　　超有名アイドルクラン《鳥ちよう獣じゆう戯ぎ画が》のメンバーで《刻印者ナンバーズ》でもある《幻影の兎姫ミラージユラビツト》をゲストに呼び、先日明らかになった我が校の《不敗の王剣クラウン》が相対する。

　　気になる対戦カードは《幻影の兎姫ミラージユラビツト》＆副会長世せ良ら樹きかたるＶＳ《不敗の王剣クラウン》＆副会長の妹で新入生の世良樹ユウリだ。

　　現最強と元最強の激熱美麗バトルを見逃すな！

　※イベントの観戦方法等、詳細は以下のリンクから──






「盛り上がるだろ？」

　背後からの声に振り返った蓮れん也やたちが目にしたのは、軽薄な笑みを浮かべたかたるだった。そばには生徒会役員らしき女子生徒を二人付き従えている。

「……どういうつもりだ」

　押し殺すような蓮也の声に、かたるは軽く肩をすくめてみせた。

「どういうつもりもなにも、副会長としての仕事をまっとうしたまでだよ。先日の一件以来、生徒たちはクラウンのことで浮き足立ってる。だったらいっそイベントとしてとことんまで盛り上げてしまえ──突発的に思いついたにしてはいい案だろ？」

「突発的？」

　……笑わせる。

　蓮也の頭の中でバラバラだったパズルのピースが綺き麗れいに繋つながっていく。

　なぜかたるは喫茶店で宣せん戦せん布ふ告こくのようなことをしたのか。

　どうして舞まい花かは蓮也がブレードリンクの深部に踏み込んだことを知っていたのか。

　その答えがこれだ。

　舞花はかたると蓮也のやりとりを聞かされていた。

　もしかしたら喫茶店でのあの状況をライブで見せられていたのかもしれない。

　情報の偽造が容易な現代、自らの耳目で直接確認するより確実な方法はない。

　舞花の態度が急変した理由、執しつ拗ように蓮也に迫った理由、かたるがなんの手出しもしてこなかった理由──すべてつじつまが合う。

　いつから計画していたかはわからないが、少なくとも突発的に思いついたものではない。

「ふざけないでください！」

　ユウリの一喝に、登校中の生徒たちがなにごとかとこちらを見てくる。

　周囲の注目を一身に集めながらも、かたるに動揺した様子は一切ない。

「おいおいそんな大声を出さなくても聞こえるぞ。それとも、もっと近づいて話したほうがいいか？」

　不敵に笑いながらこちらに近づいて、蓮也の肩をぽんと叩たたく。

　表向きなだめているような素振りで、かたるは蓮れん也やたちにだけ聞こえる声で囁ささやいた。

「勝者は敗者の記憶を自由にできる。わかりやすくて単純な、互いの存在をかけた戦いだ」

「そんな一方的な勝負──」

「受けるさ」

　断言して、かたるは視線を周囲に飛ばす。

　昇降口に集まった少なくはない数の生徒たちが、みなこちらを見て話をしていた。

「本当に《幻影の兎姫ミラージユラビツト》と《不敗の王剣クラウン》がやるみたいだぜ」「マジかよ。超テンション上がる」「世せ良ら樹きマネーが動いたんかな」「さっすが副会長」「今から楽しみすぎ」

　楽しそうな生徒たちを見て、蓮也はすでに引けるような状況にないことを痛感する。

　ネット上の情報だけならどうにでもできた。

　だが、直接生活に関わる生徒たちへの告知。これはどうしようもない。

　物理現実からの囲い込み──これがかたるの画かく策さくした計画の主眼だった。

「先輩、その人の話を聞く必要はありません。いざとなればわたしが記憶を上書きします」

　ユウリの嫌悪の眼まな差ざしに、かたるは大仰に肩をすくめてみせた。

「そりゃ結構。ただコトが大きくなって困るのはお前のほうだぜ？」

「……どういう意味ですか」

「俺はまだこの件を上に言ってない。できれば問題だと発覚する前に終わらせたいんでね。もちろん、手に余るような事態になればその限りじゃないけどな」

　不意に感じた背後からの視線。

　振り返った蓮也は、そこにいた舞まい花かと目が合ってしまう。

　無表情の舞花はすぐに視線をそらし、一度だけかたるを見てから去っていった。

「まあ、まだ戦ったわけじゃないしな。なにせ《不敗の王剣クラウン》相手だ。こちらには《刻印者ナンバーズ》がいるとはいえ、フタを開けてみなけりゃどうなるかはわからない」

「……白々しいにもほどがあるな」

　蓮也は低くうめくように言って、かたるを強く睨にらんだ。

　かたるが昨日の舞花との一戦を知らないはずがない。

　それに戦いの条件はデュエル戦ではない。クラン戦未経験の蓮也と素人同然のユウリが組んだところで、現役の二人、それも最強の一角が入ったクランに勝てるわけがない。

　このことをわかっていたからこそ、舞花はあっさりと退いた。

　そして、かたるはこうなる展開まで完全に読んでいた。だから手を出さなかったのだ。

　茶番以外のなにものでもない。

　すっと目を細めたかたるが、蓮也の耳元に口を寄せる。

「言っただろ？　俺は勝てない勝負はしない。そして──勝てる勝負はどんな手を使ってでも呑のませる」

　冷たい言葉。

　立ちはだかる敵は完膚無きまでに叩たたき潰つぶす──その覚悟が確かにかたるにはあった。

「ま、決戦は週末だ。それまで英気を養っておいてくれ」

　適当な口調でそう言って、すべてを企たくらんだ策士は軽く手を振りながら去っていった。





　　　†×†






　──完全にやられた。

　授業中も休み時間も、蓮れん也やを支配するのはかたるに出し抜かれたという敗北感だけ。

　拭いようのない屈辱感にまみれながら──蓮也はブレードリンクにおけるかたると《幻影の兎姫ミラージユラビツト》の情報を集めていた。

　そうしなければ、勝てない。勝てないと断言できるだけの状況にある。

　一分一秒も無駄にはできない──。

　そう思っていたからこそ。

「蓮也、少しいい？」

　昼休みになると同時にかけられた対戦相手の声は、無視することができなかった。

　話がしたい。そう言って舞まい花かが向かったのは校舎裏だった。

　校舎の陰で陽が当たらず、昼食を摂とるにも休憩を取るにも向かない暗所。

　今日のような曇天の日には、春でも冷たい風が吹き抜け、一般生徒は用事がない限りまず近づくことがない。

　蓮也は一応拡張認識レイヤードリアル上でも人影がないか確認してから、幼なじみに視線を戻す。

　昨日から舞花の様子はおかしかった。その理由の大半は、今朝かたるの口から語られたが、単純に敵としてみなすには決定打が足りない。

　かたるとユウリが敵対する理由はわかっている。

　だが、舞花は──？

　考え込む蓮也に、舞花は予想外に穏やかな声で言う。

「副会長から、蓮也たちが置かれている状況は聞いたよね」

　首だけこちらに振り向けた舞花に、蓮也は視線を落とす。

「……考えられる限り、最悪に近いな」

　授業中や休み時間のすべてを情報収集に当てて出した結論だ。

　蓮也たちはかたるとのクラン戦を正常な手段では回避することができず、かつ正面から戦えばほぼ確実に負ける。

　負ければ記憶の改かい竄ざんを受け、世界変革計画プロジエクトシフトの阻止というユウリの目的は潰ついえることになる。これが最悪でなければなにが最悪だというのか。

「それは誰にとっての最悪？」

　舞まい花かの質問の意図が一瞬わからなかった。

　そんなもの、蓮れん也やとユウリにとってに決まっている──そう即答しかけて、思い至る。

「最悪なのは、ユウリだけだって答えさせたいのか」

　険のある声。不満を込めたつもりの蓮也に、舞花はあくまで静かに続ける。

「じゃあ蓮也にとっても最悪なの？　本当に？」

　立て続けに言葉を連ねられて、蓮也はほんの少しひるんだ。

　そんな蓮也の動揺を見抜いたように、舞花が身体ごとこちらに向き直って言った。

「今からでも間に合う。蓮也は手を引いて」

　昨日と同じ忠告。細められた瞳が、わずかに揺らぐ。

「蓮也が手を引くなら、あたしは副会長とかわした約束を破棄してもいい」

「約束……？」

「蓮也たちと戦うこと。戦って勝って──二度と歯向かわないよう矯きよう正せいすること」

　矯正。記憶の書き換え。

　その直接的な表現以上に、舞花が提示した内容に目を見開く。

「そんなことをすればお前が」

「この学校の生徒からは非ひ難なん囂ごう々ごうだね。《幻影の兎姫ミラージユラビツト》は逃げたって。経緯がわかれば一般のフォロワーもぐっと減るかな。なにより、関係者から制裁がある」

　うつむく舞花は、懇願するようにこちらを見る。

「それでもかまわない。蓮也がブレードリンクをやめてくれるなら」

　……たったそれだけのことで手を退いてくれるなら、破格の条件だ。

　だからこそ、理解できなかった。

　なぜそこまでして蓮也にブレードリンクをやめさせようとするのか。

「蓮也だってわかってるよね？　このまま戦っても万に一つも勝つ可能性はないって」

「……そうだな」

「だったら──」

「あいつを切り捨てろって言うのか？」

　攻勢に出かけた舞花が、その言葉で一気にしぼむのが見て取れた。

「違う……そんなこと」

「あるよな。俺たちが引けば、残るのは副会長とあいつの二人。今回の戦いを回避したところでいずれはあいつが負ける。負ければ──それこそなにをされるかわからない」

　かたるが世界変革計画プロジエクトシフトを妨害しようとするユウリをそのまま放置することなどありえないだろう。よくて反抗できないように矯正。最悪の場合、廃人にされる。

　蓮也はあらためて自らが関わる非現実的な裏側に眉をひそめる。

「舞まい花かがどうして俺を関わらせたくないのかはわからないが、あいつ一人を犠牲にしようっていうのなら──」

「蓮れん也やを危険な目に遭わせたくないって言ってるの!!」

　感情を爆発させた舞花の声が、校舎裏にこだまする。

　蓮也はその今にも泣き出しそうな表情に動揺した。

「舞花……？」

「蓮也は、わかってないっ……こちら側がどれほど危険なのか」

　震える声。かすむ語尾。

　その姿は、中学までの舞花が散ちる葉はを通してしか蓮也と話せなかったことを思い出させて。

　不器用で、無口で。蓮也が散葉と遊んでいるのを遠巻きに見ていた舞花。

「あたしがなんのために刻印者ナンバーズになって、散葉に辿たどり着つこうとしているのか……なんにも……なんにもわかっていないくせにっ！」

　弱音のように吐かれた言葉が、蓮也の顔を上げさせた。

「散葉に辿りつく？　どういうことだ？」

　オウム返しの疑問に、舞花は押し黙り、なにかを堪えるように奥歯を噛かみしめる。

　耳に痛いほどの沈黙。

　蓮也が拡張認識レイヤードリアル上で時間を確認しようとしたそのとき。

「蓮也、人は変わるんだよ。ずっと同じじゃいられない……蓮也の知っているあたしではいられない」

　ぽつりぽつりと続けられた言葉は、またしても蓮也の理解を超えていた。

　意味がわからない。ちゃんとわかるように話してほしい──そう口にしようとした蓮也を無視して、舞花は自じ嘲ちようするように呟つぶやく。

「ここまで話しちゃったんだから、どちらにしても記憶は書き換えないとダメだね……バカだな、あたし」

「舞花──」

「ごめん蓮也。土曜日の戦いが終わったら、また元のあたしに戻るから」

　すっと表情を消した舞花が、踵きびすを返す。

　その後ろ姿からは、ためらいや迷いは一切読み取れなくて。

　蓮也は昼休み終了のチャイムが鳴るまでその場に立ち尽くすことしかできなかった。





　　　†×†






　舞花は明らかにブレードリンクの裏側──世界変革計画プロジエクトシフトについて知っている。

　そして、そこに蓮也を関わらせたくない。理由は危険を伴うから。

　明確かつ簡潔で、だからこそわからない。

　舞まい花かはどうしてそこまで蓮れん也やのことを気にかけてくれるのか──。

「先輩」

　遠慮がちな声をかけられて、蓮也は灰色の空から屋上の入り口へと視線を向ける。

　いつからいたのか、ユウリが所在なげに立っていた。

　少し強い風が吹いて、長い銀髪が大きく煽あおられる。

「そちらに行ってもいいですか」

　制服のスカートを押さえたユウリは、答えを待たずにこちらへと歩いてきた。

　屋上の金網に寄りかかり、ベンチではなく直接床に座り込んでいた蓮也は、立てていた片膝に腕をのせ、拡張認識レイヤードリアル上で時刻を確認する。

「まだ授業中だぞ」

「先輩こそ。去年から皆かい勤きん賞しようなのに」

　皆勤賞。思わず鼻で笑ってしまった。

「そんなものより集中して考える時間がほしい、ですか」

　蓮也の正面に立ったユウリが、じっとこちらを見おろしてくる。

　その表情は凪ないだ水面を連想させて、蓮也は意図的に目をそらした。

「そこまでわかってるなら空気も読んでほしいもんだな」

「嫌です」

　間髪入れず即答されて、蓮也は思わず顔を上げた。

　ユウリはすでに蓮也の横に回っており、白いハンカチを敷くべきか迷うような素振りを見せてから、結局直接床に座った。

　一連の動作を唖あ然ぜんとしながら見ていた蓮也に、ユウリは訝いぶかしむように眉を寄せる。

「なんですか」

「……いや。意外と図ずう々ずうしいんだなお前」

　蓮也としては皮肉を言ったつもりだったが、ユウリは特に意に介さず答える。

「先輩のおかげです。散々鍛えられましたから」

「そりゃ光栄だ。なにもしたつもりはないけどな」

「素晴らしい鈍感さですね」

「よく言われる」

　軽口の応酬が妙に心地いい。隣の少女をやけに近くに感じて──気のせいだと思い込む。

「……後悔していますか」

　トーンの落ちた声。蓮也は横目でユウリをうかがいみる。

　立てた膝を抱え込むようにしたユウリは、じっと床を見つめたまま続けた。

「すみません、昼休みの会話……聞いていました」

　怒るより先に驚いた。あれだけ拡張認識レイヤードリアル上で周囲の状況は確認していたのに。

　どうやらユウリの蒐集ハッキング能力は蓮れん也やの想像をはるかに超えていたらしい。

　感嘆のため息をつくと、勘違いしたらしいユウリがもう一度小声で謝ってきた。

　蓮也は今度は別の意味で息を吐いて、空を見上げながら言う。

「お前は後悔してるのか？」

　問い返されて、ユウリは顔を伏せた。

「後悔なんてするわけない──と答えられたらよかったのですが、正直よくわかりません。兎と神がみ先輩の話を聞いたら、余計によくわからなくなりました」

　舞まい花かからすれば、ユウリの介入こそ諸悪の根源だろう。

　ユウリと出会わなければ。

　ユウリに計画阻止の協力を請われなければ。

　蓮也は今もなにも知らず、平凡な日常を過ごしていたはずだ。

「兎神先輩は、第六機関シツクスオルガンの人間に利用されたんだと思います。計画を遂行するためのパーツとして。そして、わたしにも巻き込まれた」

　ユウリが巻き込んだのは蓮也だ。けれど、蓮也が巻き込まれたからこそ舞花も積極的に関わらなくてはいけなくなった。

　世界変革計画プロジエクトシフト……ブレードリンクの裏側に。

「わたしにとって、先輩を巻き込むことができたのはこれ以上ないほどの幸運でした。そのことにわたし自身が後悔なんてするわけありません。けれど……それ以外の人にとっては違います。いい迷惑です。とんだ災難です」

　風に煽あおられた銀髪がユウリの表情を隠す。

「そのことを目の当たりにして……まったく応えなかったと言えば嘘うそになります」

　力ない言葉。顔を伏せて、ぎゅっと膝を抱き寄せるようにしたユウリに。

「バカだなお前」

　なんの捻ひねりも衒てらいもない。そう思ったからそう口にしただけの言葉。

　目を丸くして驚きの表情を浮かべるユウリを見て、蓮也は突き刺すように続ける。

「お前は世界の変革を止めようとしてたんじゃないのか？　そのために必要なら他人を巻き込む覚悟を決めていたんだろ。そうだとしたら今さら迷うことに意味はないし、そうじゃないとしたら見込みが甘いだけのただのバカだ。ようするにどっちにしてもバカだ」

　息を吸って、吐く。

「目的を決めて動き出したなら達成することだけ考えろ。周囲をかえりみず、使えるものはなんでも使って、無理でも無む茶ちやでも無謀でも押し通せ。それが意志を持って動いた人間の、その意志に巻き込まれた者に対する最低限の礼儀だ」

　呆あつ気けにとられたようにこちらを見ていたユウリが、再びうつむいて押し黙った。

　……言い過ぎたか？

　また『悪い癖』が出てしまったのかもしれない。

　蓮れん也やは頭をがりがりとかいて、決まり悪げに口を開く。

「あー、いやまあ」

　あくまで俺の意見だけどな。そうフォローしようとして。

「──ふふっ、あははははっ」

　唐突にユウリが笑い出した。

　とめどなく湧き出す笑いの衝動をこらえるように口元に手をあて、それでもたえられず肩を震わせる。

　控えめだが声を出して笑う姿に、蓮也はユウリの本当の笑顔をはじめて見た気がした。

「おい……大丈夫か？」

　笑い声を響かせ続けるユウリを見て、蓮也は徐々に不安になってくる。

「だい、じょうぶ、なんかじゃないです」

　軽く咳せき込こんで、ようやく笑いを収めたユウリは、スカートを押さえながら立ち上がる。

「傷心だと言っているのに、本当に先輩は容赦がないですね」

　言葉とは裏腹の穏やかな声。

　責めているはずの言葉が感謝しているようにすら聞こえる。

　こちらに向き直ったユウリは、吹っ切れたような表情を浮かべていて。

　雲間から一瞬だけ差し込んだ陽光が眩まぶしくて、蓮也は右手で庇ひさしをつくった。

「……お前は掛け値なしで変だな」

「先輩にだけは言われたくないです」

　かすかに唇をとがらせたユウリが目を閉じる。

「でも……先輩の言うとおりですね。自分で勝手に目的を決めて走り出したことなのに、いまさら迷うなんて馬鹿げています。わたしに、そんな資格はない」

　再び目を開いたユウリは真剣な表情に戻っていた。

　蓮也はその強い意志の込められた眼まな差ざしに、眩しいものを見たかのように目を細める。

「……そう言い切れるのはお前が強い証拠だろ」

「先輩にそんなことを言われても皮肉にしか聞こえませんけど」

「なにか勘違いしてるみたいだが、俺はお前が思っているような強い人間じゃないぞ」

　苦笑して、蓮也は遠くへと視線を向ける。

「目的のためにすべてを捨てるということは、その過程になんの意味も見いだしてないってことだ。ただ目的を果たすだけでなんの意志もない。そんなもの、本当の強さとは違う」

　目的を遂行するためなら他のあらゆることを切り捨てる『悪癖』。

　そのあらゆることの中には、たぶん結果よりも大切なものだって含まれている。

　けれど蓮れん也やにそれを掬すくいあげることはできない。

　そこに意味などない……ないと思うことで全力をつくしているのだ。

「目的を達成するだけなら、斬るために振り下ろされる剣にだってできる」

　ｖｅｒ．バージヨン１で名を残した三人の中で、唯一蓮也だけが人間の称号ではなかった理由。

　不敗の王キングではなく、不敗の王剣だった由縁。

「だから、俺はどこまでいっても意志ある王キングにはなれない。斬るという目的のために振るわれるただの王剣クラウンでしかないんだよ」

　自じ嘲ちようするでもなく、吹っ切るように口にした蓮也に。

「意志ある王キングではなく……ただの王剣」

　呟つぶやいたユウリが、突然なにかを思いついたかのように目を見開く。

　そうして考え込むようにうつむいたあと、不意に口元にだけ薄く微笑ほほえみを浮かべた。

「先輩、わたしは今からひどいお願いをします。きっと先輩はわたしを見損ないます」

　伸ばした右手に可視化されるブレード。

　微かすかに光をまとった刃先をまっすぐ蓮也に向けて、ユウリは言う。

「それでもわたしは先輩に首を振らせません。一度口にしたら絶対に従わせます。そんな最低なお願いをしてもいいですか？」

　力を使って従わせる。断る権利はない。それでもいいか？

　そんなものはお願いでもなんでもない。

　ただの命令だ。

　その自覚があって、あえてお願いと言っている。最低なお願いと。

　唐突かつ支し離り滅めつ裂れつで無む茶ちや苦く茶ちやな物言いに、蓮也は試すようにユウリを見る。

「……言ってみろ」

　見あげる蓮也に、ユウリは左手を胸に当てて言った。

「わたしは弱い人間ですが、確かな意志を持っています。弱い人間ですから過程にも意味を見いだします。そんな人間の協力者になる方には、当然同じ想おもいを共有してもらわなければなりません。もしそれができないと言うのなら──大変残念ですが、力を使ってでも強制するしかありません」

　矛盾した物言い。嘘うそのような真実、真実のような嘘を紡いで、少女は高らかに宣言する。




「意志あるわたしは《不敗の王剣ＣＲＯＷＮ》に命じます。わたしが定めたわたしの悪を討ち滅ぼす、わたしのためだけの《道化の偽剣ＣＬＯＷＮ》になりなさい。王キングではなく王剣であるあなたに──わたしが意味を与えて差しあげます」




《不敗の王剣ＣＲＯＷＮ》ではなく、《道化の偽剣ＣＬＯＷＮ》として。

　民衆プレイヤーの憧れではなく、一人の道化リベンジヤーの意志として。

　自身のために剣ブレードを振るうのではなく、徹頭徹尾他人ユウリのために剣ブレードを振るえ──。

「もちろん、断れば強制します。そう思い込むように記憶を上書きします」

　厳かに言うユウリが向ける剣ブレード。そこに先ほど見たような光はなかった。

　このブレードにはなんの力も込められていない。

　だから、これは互いの意志が介在する契約だ。

　拒絶したければ、振り払えばいいだけの。

　蓮れん也やは沸き上がる気持ちを抑え、さも嫌そうに首を横に振り、ため息を吐いて言った。

「……記憶を上書きされるってんじゃな。断りようがない。本当に最低で最悪だ」

　感情のこもっていない、棒読みの言葉。

　どうしても漏れてしまう笑みを我慢しながら、ブレードを可視化して片膝をつく。

　そのままブレードの刃の部分を手にし、柄をユウリに差し出すようにして頭を垂れた。

「謹んで拝はい命めいしよう──我が主あるじ」

　その芝居がかった仕草にユウリは目を見開き、やがて春の雪解けを思わせるように穏やかに微笑ほほえんだ。

　屋上で契約を交わす二人を、曇天を割って顔を覗のぞかせた太陽が明るく照らし出した。














七章　不敗の王剣　lndefinite Linkcage






「はい、各部活動、委員会の発表は以上です。──さあ、大変お待たせ致しました。ただいまから本日のメインイベント、生徒会によるサプライズ企画をはじめます！」

　新入生歓迎会の会場でＭＣの女子がＶＲマイク片手にそう口にすると、生徒たちがこれまでにないテンションでいっせいに拍手、歓声、ビープ音などをかき鳴らした。

「待ってた！」「《幻影の兎姫ミラージユラビツト》ちゃーん！」「《不敗の王剣クラウン》ー！」

　そこかしこからあがる声、拡張認識レイヤードリアル上で溢あふれるポップなチャットコメント。

　それらを手でなだめるようにして、ＭＣが会場の照明を落とすよう合図する。

「それではみなさん、ブレードのインストールはおすみですね？　おすみじゃないかたはさっさとインストールしてくださいこの情弱」

　どっと笑いが起きる。

「ではブレードを起動して拡張認識レイヤードリアルに意識を絞ってください。左上のカウンターをご覧いただけばわかりますように、今日は学外の方もたくさん観戦にいらしています。くれぐれも調子に乗りすぎず……はい、すでにＮＧコメうってる馬鹿がいますねー自重しろー」

　再び起こる笑いに交じって、早くしろというヤジも飛び始める。

「はいはいまだ準備時間があるようなので、ここで今回のエキシビションマッチのレギュレーションを確認しまーす。まずマッチアップするのはこちら。《幻影の兎姫ミラージユラビツト》『ＭＩＣＡ』＆我らが副会長世せ良ら樹きかたる『ＣＵＥＮＴＩＳＴＡ』と、《不敗の王剣クラウン》『ＲＥＮ』＆副会長の妹さんで新入生の世良樹ユウリ嬢『ＹＲ』～」

　拡張認識レイヤードリアル上にブレードリンクでの四人の姿が映し出される。

「対戦形式は一人脱落で決着ＦＣＦＳ、一本先取ビギニングフアースト、時間制限一〇分一〇ミニツツ。ブックメーカー同好会がどちらが勝つか、決着まで何分かを当てるクイズをやっているので興味のある方は下記リンクから──」

「盛況だな」

　盛り上がる客席を見おろしながら、かたるが楽しそうに呟つぶやく。

「忙しい中マッチングした甲か斐いがあるってもんだ」

　いけしゃあしゃあと口にしたかたるを、ユウリがなにか言いたげに睨にらみつける。

　蓮れん也やがそんなユウリを視線だけで抑えて、無表情で沈黙する正面の幼なじみを盗み見た。

　蓮也たち四人は講堂のステージ袖三階、一面が大きなマジックミラーになった部屋から生徒たちの反応を見ている。

　本来、出演者が会場の様子を見るために利用する狭い部屋だ。室内にあるのはローテーブルとそれを囲むように置かれた四つのソファー型チェアーだけ。

　蓮れん也やとシークレットゲスト変装した舞花、ユウリとかたるが向かい合う形で座っている。

　ここが蓮也たちにとっての戦場──今回のクラン戦で使う簡易ＶＲルームだった。

「ＶＲのオーディエンスコメントもいいが、やっぱりこういう生の反応には敵かなわないな」

　話を振られた蓮也は、かたるを見ずに言う。

「御託はいい。さっさとはじめよう」

「おいおい慌てるなって。早すぎる男は嫌われるぜ？」

「遅すぎる男も嫌われるだろ」

　即座の切り返しに、かたるが笑みを深めた。

「いいね。なにがあったのかは知らないが、この前とは違う。口説き落としたくなる顔だ」

「見境がないな。発情期か」

「人間は常に発情期だよ」

「人間は見境がある」

「誰彼かまわず襲いたくなるときもあるさ」

「悪あく食じきなのはあんたの性癖だ。人類全般に押しつけるな」

「──二人ともそれ以上無駄口を叩たたくなら力尽くで黙らせる」

　斬りつけるような舞まい花かの言葉に、蓮也とかたるがそろって口を噤つぐむ。

　ローテーブルに視線を落としたままの舞花は、無造作にブレードを可視化した。

「はやらなくても、もうはじまるよ」

　舞花が示すように、会場ではＭＣが諸注意を言い終えたところだった。

「──というわけで、そろそろいってみましょうか」

　ちらりとこちらを見たＭＣに、かたるがボイチャでＯＫのサインを送る。

　同時にブレードを可視化した。二人に遅れて、蓮也とユウリも準備を終える。

　蓮也が隣を見ると、ユウリもまたこちらを見て一度うなずいた。

「さー、それじゃあみなさんもご一緒に」




『連鎖閃刃ブレードリンク！』




　二つの会場で重なった声と刃が、そこにいたすべての人間の意識を仮想世界へと誘った。
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　見慣れた校舎とグラウンド。校舎脇の花か壇だんや並木、ロータリーや駐輪場。

　この日のために作られた特設ＶＲフィールドは、朱しゆ天てん寺じ学がく園えんそのものだった。

　その見事な再現度に、リンクしている生徒たちから驚きのリアクションが寄せられる。

『うお、すげー！』『ほんとにうちらの学校だよ』『細かいところまで手がこんでんなー』

「どうだ、運命的なロケーションだろ？」

　一〇メートル以上離れた位置からかたるに話しかけられる。

　蓮れん也やは焦点のずれたレイヤーで流れる細かいレギュレーションを横目に、周囲を見回す。

　蓮也とユウリが立っているのは昇降口前。屋上からユウリが落ちてきて、蓮也がブレードリンクを再開するきっかけとなった場所だ。

「……本当に、悪趣味ですね」

　嫌悪をこめて強く言ったユウリに、かたるは冷たく答える。

「当事者だけの問題に赤の他人を無む理り矢や理り巻き込んだお前には言われたくないな」

「巻き込んだのはお互い様だろ」

　蓮也は《幻影の兎姫ミラージユラビツト》に視線を送るが、彼女はこちらを向いたままなにも言わない。

「おいおい一緒にするなよ。こっちは明確な協力関係だぜ」

「なら、こっちも明確な契約関係だ」

「契約関係？」

　訝いぶかしむかたるに、ユウリが表情を変えずに答える。

「関係性の話をするならこちらも十分な準備をしているということです」

「……へえ、本当にこの短い時間になにかあったみたいだな。これなら少しは──」

『おしゃべりはそこまでにして』

　差し挟まれたチャットコメント。《幻影の兎姫ミラージユラビツト》が構えた薙なぎ刀なたを片手に持ち替える。

『これ以上はお互いの剣ブレードで語ればいい』

　舞まい花かがそう言い終えたと同時に、スタートアップタイムの終了が表示される。

　──バトルスタート。

　歓声と共にＶＲ上のコメントが一際大量に流れ、行動制限が解かれる。

　戦闘開始の合図に、先に動いたのは蓮也たちだった。

　ユウリと蓮也が空いた左手と右手を繋つなぐ。

「『縮しゆく地ち・雷らい絶ぜつ』」

　蓮也が行動支援系のスキルを使用し、地面を蹴ってかたる達との距離を詰める。

　事前に示し合わせた通りの行動。

　迷いなく突っ込んできた二人に合わせ、舞花がかたるをかばうように前に出た。

　舞花の行動を確認すると同時に、蓮也は前のめりの体勢から身体を起こし、両足を地面にこすりつけて急制動をかけた。

　蓮也が止まったのだからユウリも止まる──かと思いきや、掴つかんでいた手を離されたユウリだけが慣性の法則に従って勢いよく舞花へと突っ込んでいく。

　接敵までコンマ三秒。そのタイミングで、ユウリが叫んだ。

「『バインドスネーク』！」

　直接的な攻撃を目的としないブレイクスキル。素早く振り下ろされ、ユウリの左脇下から伸びた鞭ウイツプは眼前の舞まい花かではなく、背後で待機していた蓮れん也やへと向かった。

　そのまま蓮也の胴に鞭ウイツプが巻き付き、ユウリに急制動がかかる。

　瞬間、ユウリがさらなる起動言ランワードを口にした。

「『クイックリープ』！」

　反応速度を向上させるスキル。急制動の反動と素早く引いた鞭ウイツプ。

　二つの力が合わさり、後方の蓮也をカタパルトよろしく弾丸のごとき速度で打ち出す。

『──なに!?』

　かたるの驚きは、共感覚システムを通してパートナーの舞花にも伝でん播ぱする。

　一刹那遅れた反応。そのわずかな間かん隙げきが舞花の反撃タイミングをズラし、蓮也が繰り出した横薙なぎの一太刀を許した。

　派手に散るダメージエフェクトと共に、観戦者オーデイエンスのコメントが爆発する。

『おおお！』『ファーストクリティカルはクラウンだ！』『クラウンかっけえええ！』

　盛り上がる客席とは対照的に、《幻影の兎姫ミラージユラビツト》は追撃どころか薙なぎ刀なたすら構えていない。

　なにをするでもなく両手をだらりと下げ、じっと蓮也とユウリを見つめている。

　さながら獲物を見定めるかのように。

　その姿を見て、蓮也はダイレクトメッセージでユウリに話しかけた。

『プランＢに移行するぞ』

『え？　でも、まだ──』

『予定を早める。──アレはまずい』

　視線だけで《幻影の兎姫ミラージユラビツト》を指した蓮也にユウリがうなずいた瞬間。

　たん、と音がした。

　音が聞こえるやいなや、蓮也は隣のユウリを押し倒す。

　ほぼ同時に顔があった位置に薙刀の刃先が突き抜けていった。

　──薙刀の中ランクスキル・レベル５『雷鳴突き』。

　視界に表示されたスキル名を目にしつつ、蓮也はユウリを抱き起こしてすぐさまその場から離脱しようとし、背中に感じた気配にとっさに片手剣を合わせる。

　ぎんっ、という金属を弾く音に、重い感触。

　かたるの長槍をギリギリのところで弾いた蓮也は、すでに半身の体勢で薙刀を構える《幻影の兎姫ミラージユラビツト》を視界の端に捉え、たまらず『縮しゆく地ち・雷らい絶ぜつ』を使用する。

　強制的に距離を取った蓮也たちを、舞花たちは追ってこなかった。

『……す、すげえ』『なに今の？』『なにが起きたのか全然わからなかった件について』『とりあえず《幻影の兎姫ミラージユラビツト》がやばい』『《幻影の兎姫ミラージユラビツト》ちゃああああんんん！』

　観戦者オーデイエンスのコメントがポップするなか、蓮れん也やは内心で冷や汗をかいていた。

　物理現実ならじっとりと汗をかいているに違いない。それぐらい今のはぎりぎりだった。

　当の舞まい花かが平然とこちらを見ているのが余計に空恐ろしい。

『……すみません。足を引っぱりました』

　ユウリの謝罪に言葉を返す余裕もない。

　蓮也はユウリに合図を送ると、すぐさまかたるに向かって走り出す。そして再びかたるを守るように前に出た舞花を見てから大きく右側面に飛んだ。

　グラウンドに続くそちら側には高く張られたボール避けネットがあり、蓮也は足場に十分な硬いネットに足をついて、三角跳びの要領で舞花の左後ろへと移動する。

　少し遅れて続いたユウリは左側面から同じように校舎の壁を蹴って右後ろへ回った。

　舞花とその後ろに控えていたかたるを挟むような位置をとった二人は、かたる、舞花がそれぞれユウリと蓮也に構え直すのを確認し──二人を無視して昇降口へと走った。

「……おいおい」

　かたるのあげた声にも止まらない。

　蓮也とユウリはあまりのことに『？』を連打する観戦者オーデイエンスも尻目に、開きっぱなしのドアを抜けて校舎内へと消えていった。
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　校舎内の再現度は予想以上だった。

　蓮也たちは勝手知ったる廊下を駆け抜け、階段をのぼっていく。

『クラウンが逃げた！』『うわ、ないわー』『クラウンとか名ばかりじゃん』『逃亡王！』

『……すごい反応ですね』

　ユウリが戸惑いを滲にじませるのを感じて、蓮也はさらりと答える。

『好きに言わせておけ』

　奇襲で相手の体力を削り、残り時間は逃げに徹てつする。広くて複雑なフィールドと、時間制限ありのレギュレーションを利用した作戦。それが蓮也の考えたプランＢだ。

　胸を張って誇れるものではないが、目的を達成するのに誇りもクソもない。

　目的はあくまで舞花たちに勝つこと。そのための手段はすべて正当化される。

『それよりも……』

　うっかり心の中の声をダイレクトメッセージにしてしまい、蓮也はほんの少し慌てる。

『それよりも？』

『……いや』

　そう誤ご魔ま化かして、蓮也はあらためて思う。

　校舎の再現度が予想以上に高い。二階の渡り廊下に向かう際に見えた教室の中には、整然と椅子と机が並べられ、カーテンや窓も確かな存在感を持っていた。

　相当入念な準備をしていたのだろう。

　入念な、準備。

　蓮れん也やは決戦前夜に蓮也のマンションでかわしたユウリとの会話を思い出す。

「──逃げに徹てつする、ですか」

「ああ。正直現実的に有効な手はそれくらいしか思いつかないな」

「でも、先輩があげたプランは他にも……」

「これらはあくまで保険だ。といっても実際に効果を発揮するかはなはだ疑問のな。スキルレベルの解放条件がもう少しゆるければ他にとれる作戦もあるんだが……」

「具体的にどのレベルまで解放されればいいんですか？」

「10」

「……それは制限いっぱいってことですよね」

「仕方ないだろ。俺の使ってた技は軒のき並なみレベル10に区分けされてるんだ」

「スキルレベル10が解放されるなんて、解除条件が緩和されている公式大会の決勝でもそうそうないことですよ？　校内で行われる小さな大会程度では…………」

「ん？　どうした？」

「……必ずしも、無理ということはないかもしれません」

　歯切れ悪く言い、思い悩む素振りを見せたものの、やがてユウリは首を横に振った。

「いえ、やはり不可能です。とても組み込めるものではありませんでした」

「気になるな。言いかけたことは話してくれ」

「……すみません。不確定要素を口にして先輩の判断を惑まどわせたくないです。ただ──」

　──実行可能な状況があれば、合図を送ります。

　そう言っていた、ユウリの不確定要素とはいったいなんなのか──。

　蓮也の思考がさらに深く沈降しそうになった矢先。

「先輩！　後ろからきます！」

　ユウリから飛ばされた声に、蓮也は即座に頭を切り換えた。

　振り返らないまま、足音から追っ手が一人──かたるのみであることを確認。

「『紫し獣じゆう流りゆう星せい』！」

　かたるの放った紫エフェクトの獅し子しが高速で追ってくるのも気にせず、角を大回りで左折し、右側面の壁を蹴って反転、すれ違いざまに獅子を斬りふせる。

　ユウリが追いついたところで、蓮也は右手の剣ブレードに左手を添え、片手剣を一回り大きな大剣ツーハンデツドソードに変化させた。

　両手に感じるずっしりとした重量。無骨な大剣ツーハンデツドソードを肩に担ぐようにして構えると、渡り廊下をまっすぐ走ってくるかたるを確認して呟つぶやいた。

「『烈震斬グランドクエイク』」

　赤しやく銅どう色いろの鈍いエフェクトをまとった大剣ツーハンデツドソードがゆっくり振り下ろされ、その剣先が渡り廊下の床に突き刺さった途端、とてつもない衝撃が大量のエフェクトと共に周囲一帯を襲った。

「きゃ……っ」

　衝撃波がそばにいたユウリを吹き飛ばし、その直撃を受けた廊下には大きな亀裂が入る。

　ぴしぴしと細かな音を立てていた床は、衝撃を耐え忍んでいたかたるが強く踏んばった瞬間、多量の瓦が礫れきポリゴンと化して崩壊しはじめた。

「うお──」

　驚き、慌てて飛び退ったかたるの前で渡り廊下が崩れ落ち、消失していく。

　物理現実ではありえない、その部分のパーツがごっそり消えるような現象に呆あつ気けにとられるかたるを見て、蓮れん也やは対岸から悠々と声をかける。

「舞台破壊オブジエクトブレイクだよ。知らなかったか？」

　Ｒ３仮想現実のオブジェクトには、特定のスキルをあてることで破壊可能なものがある。

　話として知ってはいても実用的ではないため、実際に試した人間は稀まれだ。

　蓮也は一時その現象の仕組み解明にはまり、舞台破壊オブジエクトブレイクばかりしていたことがあった。

　なぜそんなことをしたのかと問われれば、興味がわいたからとしか答えようがない。

　極めて無意味な行動だったが、そのときの経験でたいていのオブジェクトは一目見れば破壊可能かわかるようになった。

「ちなみに破壊された舞台は一定時間で元に戻る。そこでずっと待ってくれてもいいぜ？」

　おどけたように言う蓮也を見て、かたるは口元を歪ゆがめた。

「……やってくれるね」

　かたるが即座に踵きびすを返すのを確認して、蓮也もまたユウリの手を取って走り出す。

『クラウンきたねええ』『でもちょっとおもしろいな』『舞台破壊オブジエクトブレイクもゲームの一部だしね』

　観戦者オーデイエンスのコメントを尻目に廊下を走り、階段をのぼる。

　とりあえずかたるの足止めはできたが、あれだけではまだ足りない。

　朱しゆ天てん寺じ学がく園えんは教室棟と教科棟の二つを一つの渡り廊下でつなぐＨ形の構造をしている。

　渡り廊下は偶数階にあり、蓮也が破壊したのはそのうちの一つでしかない。

　かたるはおそらく四階から蓮也たちのいる教科棟に移動しようとするだろう。

　その前にすべての渡り廊下を破壊する。そうすれば少なくとも制限時間内に正規の方法でこちら側に至ることはできない。うまくいけばそのまま逃げ切ることも──

「先輩」

　ダイレクトメッセージではなく、現実に発された声に蓮也は足を止める。

　感覚を共有するまでもない。ユウリの声からは失望がありありと読み取れた。

　そしてその理由が蓮れん也やたちの目の前、長い廊下の端に立っていた。

　肩を剥むきだしにした着物ドレスに、異様なまでに目立つウサ耳フード。

　薙なぎ刀なたの刃先に刻まれた紅あかいⅦの数字が、見る者の緊張感を否いや応おうなく高める。

『キタキタキター！』『逃げ道ないよー』『クラウン万事休す！』『でも二対一じゃね？』

　カラフルなコメントも目に入らない。

　蓮也は短く息を吐いて、正面に立ちふさがる敵の名を呼んだ。

「よう、《幻影の兎姫ミラージユラビツト》」

　フードの奥で《幻影の兎姫ミラージユラビツト》がこちらを睨にらんでいる気がして、蓮也はことさら軽く言う。

「随分と早い到着だが、その様子だと周囲にまでは気が回らなかったって感じか？」

　周囲と聞いて、舞まい花かの薙刀を掴つかむ手に力がこもった。

　蓮也にとってここまで早く舞花に追いつかれたのは予想外だ。

　だが、最悪の展開ではない。

　朱しゆ天てん寺じ学がく園えん教科棟の廊下は、当然ながらただの通路だ。全長はともかく幅は狭く、長物を振り回すには圧倒的に不利な場所だった。

『そのための校内か』『なるほどクラウンあったまいい！』『なるほどクラウンぐう畜！』

　システム音声が、観戦者オーデイエンスのリアクションによってレベル６のスキルまで解放されたことを伝えてくる。

「どうする？　俺は場所を変えてもいいが」

　心にもない蓮也の軽口に、《幻影の兎姫ミラージユラビツト》はチャットコメントで答えた。

『その必要はない』

　袖をひらめかせ、右手をおもむろに広げたウサ耳和装少女は、ほとんど勢いをつけずに薙刀の刃を壁に突き刺す。

　硬質な音を響かせて深く刺さった薙刀の柄に左手を添え、

「──ふっ」

　信じられないほど軽い気合いの声と、てこの原理を利用した横一閃。

　それだけで白い壁は一文字に割れ、細かいポリゴンを散らしながら消えていった。

『はあああ!?』『通常攻撃で舞台破壊オブジエクトブレイクってできんの？』『《幻影の兎姫ミラージユラビツト》すげえええ！』

　観戦者オーデイエンスのコメントを背景に、薙刀の刃に刻まれた紅い刻印を目にして、蓮也はすぐに思い至った。

「……刻印者ナンバーズ特権ってやつか」

　特別なスキルを使わず舞台破壊オブジエクトブレイクを可能にする。プライベートモードを調べたときに、関連項目として載っていた。

　舌を巻く蓮也に、ウサ耳の《刻印者ナンバーズ》はⅦの数字が刻まれた薙刀を突きつけてくる。

『あとがないのはそっち』

　舞まい花かのチャットコメントを確認しつつ、さりげなく視線を横にすべらせると、

『どうしますか先輩──きゃっ!?』

　ダイレクトメッセージの途中でユウリの手を引き、風通しのよくなった左側面の壁があった場所から眼下の中庭へと跳んだ。

　ユウリを抱きかかえて無事着地すると、すぐさま二階を振り仰ぐ。

《幻影の兎姫ミラージユラビツト》はまさに今こちらに向かって飛び降りようとしているところだった。

　着地点を割り出し、インディフィニットを鞘さやのついた刀に変化させ、鞘ごと腰溜ために構えて着地のタイミングに合わせて起動言ランワードを口にする。

「『雪せつ花か落らく閃せん』」

　目にも留まらぬ速さで抜かれた刀が雪白の剣閃を超速で飛ばす、中ランクスキル・レベル６の刀技ソードスキル『雪花落閃』。

　落下する舞花を完璧なタイミングで狙い撃った白い剣閃は、

「──『千せん岩がん一いつ滴てき』」

　中ランクスキル・レベル６の薙なぎ刀なた技『千岩一滴』。

《幻影の兎姫ミラージユラビツト》が起動言ランワードと共に繰り出した、空中で一回転して高速で叩たたき下ろす薙刀の一刀によって完全に打ち消された。

　遅れて聞こえたキンッ、というかん高い音は、白のエフェクトと桜色のエフェクトがぶつかりはじけて生じたもの。

　滅めつ多たにないスキルの打ち消し合いという現象に、観戦者オーデイエンスのコメントが一際盛り上がる。

　だが、蓮れん也やの目にそのコメントは映らなかった。

「そんな……」

　落胆するユウリの声も届かず、ただただ舞花──神がかり的なタイミングで技を合わせてきた《幻影の兎姫ミラージユラビツト》に釘くぎ付づけになる。

　心臓の鼓動がうるさい。うるさすぎて止めたくなる。視界が急速に狭まり、視野狭きよう窄さくに陥ったような錯覚に襲われる。

　どうすれば。どうすれば。どうすればどうすればどうすれば──アレを倒せる？

　なにを打てば、なにを放てば、なにを斬れば、なにを叩けば、なにを利用すれば──

「──先輩！」

　ユウリに突き飛ばされたことで、蓮也は上空からの一突きを顔にかすめるだけですんだ。

「あぐっ」

　代わりにユウリが空からの襲撃者……教室棟三階の窓から飛び降りてきたかたるの追撃を左肩に受けた。

　初撃を外し、二撃目を当てたかたるは、三撃目の突きを繰り出そうとして、

「──『レッドチップスコール』！」

「おっと」

　カウンター気味に浴びせかけられた鞭ウイツプの雨を、大きく後退することでやりすごす。

「つくづく邪魔な存在だなお前は」

「……そっくりそのまま、お返しします」

　肩を押さえたユウリが苦々しくかたるを睨にらみつける。

　舞まい花かの隣に並んだかたるは、左手で狐面に触れ、右手で長槍を回すと、へらっと笑った。

「まあ今回はよしとするか。──これで逃げるだけってわけにはいかなくなった」

　その意味するところを理解してユウリが歯は噛がみし、正気を取り戻した蓮れん也やも気づく。

　右上に表示された四人の体力バー。

　かたるの攻撃によって、蓮也とユウリの体力が目に見えて減っていた。

　このままタイムアップに持ち込めば──蓮也たちが負ける。

「……すまん」

　声に出して謝った蓮也に、ユウリは正面の二人を見すえたまま首を横に振る。

「先輩に謝られたらわたしの立つ瀬がありません。それに」

　顔だけこちらに振り向けたユウリは、ふっと息を抜くように笑った。

「逃げるだけというのは、性に合わないです」

　思わずユウリの顔を見返してしまった蓮也は、苦笑してうなずく。

「……そうか。そうだな」

「大丈夫ですよ先輩。少なくとも向こうが逃げ回るというのはありえません。こちらの作戦をそのまま使われる心配はないということです」

　懸命に前向きな言葉を口にするユウリに、蓮也は今一度ブレードを持つ手に力を込める。

　そうだ。まだ勝負がついたわけじゃない。

　負けていないなら勝ちを目指して戦い続けろ──。

　インディフィニットを片手剣の形に戻した蓮也は、あらためて正面の敵を見すえる。

　長槍を構えたかたると、その隣で薙なぎ刀なたを片手に持つ《幻影の兎姫ミラージユラビツト》。

　二人に勝利する形が見えないまま、蓮也は一歩を踏み出した。





　　　†×†






　蓮也たちが勝つためにはタイムアップによる逃げ切りしかない。

　それは戦いがはじまる前に出ていた蓮也の結論だった。

「『バインドスネーク』！　……っ、『クイックリープ』！」

　ユウリが戦闘から離脱するようにサポートスキルを使用したことで、交戦していた蓮也も同調し、開かれていた戦局が一旦終息する。

　何度目かの交戦を経て、ユウリの疲労は目に見えて蓄積していた。

　ユウリの隣に戻った蓮れん也やは、体力の消耗を隠そうとする相棒を横目に思考を走らせる。

　これで、事前に用意していたすべてのプランを出しきった。

　結果は、彼我の圧倒的な戦力差を痛感しただけ。

　ユウリは元より蓮也の体力バーもすでに三分の一ほどしか残っていない。

　対して、かたるはともかく、舞まい花かはまだ三分の二以上を余らせている。

　残り時間はまだ十分なものの、時間以外のすべてが蓮也たちの敗北を物語っていた。

『なんか拍子抜けって感じ』『《不敗の王剣クラウン》も《幻影の兎姫ミラージユラビツト》相手じゃな』『クラウンは副会長の妹かばいながら戦ってるし』『それでも勝てると思ってたんだけどなー』

　観戦者オーデイエンスのコメントも諦めムードのものや、勝負は決したと考えているものがほとんどだ。

　気の早い観戦者オーデイエンスの中には蓮也たちの負けを前提にした戦術議論を始めている者もいる。

　観みている人間でもわかる勝敗の行方は、当事者たちに重い事実としてのしかかった。

『……すみません先輩。わたしには世せ良ら樹きかたるの足止めが精一杯みたいです』

『ああ……』

『幸いまだ時間はあります。次の策を思いつき次第ご教授ください』

　ユウリに生返事をしながら、蓮也は必死に考える。

　気を抜けば、考えるのをやめれば、逃れようのない現実に思考を占領されるから。

　どんな手を打とうと、どんな策を張り巡らせようと勝てない。

　蓮也は。ユウリは。

　なすすべなく。あらゆる策を試した後で。

　無様に敗れる──。

「きます！」

　悪循環を払ふつ拭しよくするような鋭い声に、蓮也は現実に意識を戻す。

　右から舞花が、左からかたるが、同時に支援系スキルを使用して仕掛けてきた。

　どうやら勝負を決めにきたらしい。

　反射的に蓮也は舌打ちし、ユウリの前に出て片手剣を構える。

　これまでがそうだったように、舞花たちの狙いは実力で劣るユウリだろう。

　蓮也の足止めをどちらかが引き受け、残った人間が肉を斬らせて骨を断つとばかりに残り少ないユウリの体力を削りにかかる。

　相手の思おも惑わくは明白で、それでも対応は難しい。

　──やることはシンプルだ。

　蓮也は無む理り矢や理り前向きに捉えると、即興で考えた作戦をユウリと共有する。

『おそらく二人の狙いはお前。その狙いを逆手に取って俺が無理矢理二人を相手取る。当然完全には対応できないから、ある程度のダメージは覚悟の上だ。お前は俺が被弾しても無視して、あくまで自分の身を守ることに専念してくれ』

　伝え終えると、二人はもう眼前まで迫っていた。

　右。ほんのわずかに先行した舞まい花かに、蓮れん也やはやはりと思う。かたる相手なら蓮也は余力ができる。その余力でユウリのフォローに行かれては困る。そういうことなんだろう。

　それならそれで《幻影の兎姫ミラージユラビツト》を相手にしつつ、ユウリのフォローもするまで──

　決意と共に、蓮也はインディフィニットをさらに取り回しのいい短剣へと変化させる。

「──」

　直前で武器を変えるという蓮也の行動に疑問を感じたのだろう。舞花がほんのわずかにこちらへ向かう勢いを減じる。

　その心理的な間かん隙げきを突いて、蓮也は仕掛けた。

　右手一本で器用に逆手に持ち替えた短剣を、絶妙な力加減で振る。

　金色のエフェクトを纏まとって放たれたのは三方向に分かたれた極細の剣閃だ。

　中ランクスキル・レベル７の短剣技ダガースキル『離り雷らい針しん』。ダメージは小さいが、当たった瞬間相手の中枢神経に働きかけ、半秒行動を遅らせる。

　ここにきて初出のスキル、それも至近距離での無言起動ノーランスキル。

　完全に裏をかいた一撃は、想定通り舞花に命中し、その行動をわずかに制限する。

　とりあえず舞花にはこれで十分だ。

　蓮也はかたるにターゲットを変え、ユウリに向かう行動を阻害しようとして──こちらに伸びてきた鋭い一突きをぎりぎりのところで回避した。

「……!?」

　かたるはユウリに向かっていなかった。

　それどころかユウリには一いち瞥べつもくれず、まっすぐ蓮也に攻撃を繰り出してくる。

「『欠かけ月つき』！」

　近距離から放たれる三日月状の青いエフェクトを、蓮也は体勢を崩しながら避よけ、

「先輩！　右から《幻影の兎姫ミラージユラビツト》が──」

「『月げつ天てん旋せん』」

　ユウリの助言は間に合わなかった。

　起動言ランワードと共に舞花が繰り出したレベル７の薙なぎ刀なた技。美しい半月を描いた下段からの高速斬撃が蓮也の背中を深く抉えぐり、黄色の大ダメージエフェクトを撒まき散ちらす。

　蓮也の体力ゲージが今までにない速度で一気に減少した。

『うわああ！』『クラウン逝ったああ！』『ここにきてチェインリンケージサクシード！』

　どっと吹き出す汗。全身の毛穴が開ききるような錯覚。

　歯は噛がみした蓮也は、即座にインディフィニットを片手剣に変化させて叫んだ。

「──『縮しゆく地ち・光こう矢や』！」

『縮しゆく地ち・雷らい絶ぜつ』を上回る、レベル８の片手剣反応速度上昇スキル。

　解放スキルがレベル８になったのを見はからって使用した蓮れん也やは、トドメを刺そうと動いた二人の追撃を間一髪で避よけ、ユウリの腕を掴つかんで半ば強引に距離を取った。

　動揺を伝えないよう努めて平静を装い、ゆっくりと右上の体力ゲージを確認する。

　そこにあったのは絶望的な現実だった。

『体力ゲージ見えねえ！』『負け確』『これはさすがに無理ゲー』『削りで逝くな』

「残念、やりそこねたか」

『問題ない。あそこまで減らせれば十分』

　かたると舞まい花かの平然とした会話に、蓮也は裏をかかれたのだと知り、愕然とする。

　二人の狙いは、ユウリを集中攻撃するだろうと思い込む蓮也を集中攻撃することだった。

　思い込む力が強いほどに、その思い込みが裏切られたときの反動は大きい。

　当然そこには埋めようのない隙が生まれ、平時ならまず受けることのない大技を当てるチャンスができる。蓮也はまんまと思考を読まれ、敵の術中にはまったのだ。

　完全な読み負け。極少まで減った体力ゲージはその結果。

　いやここまでゲージが減ればすでに残ったなどとは言えない。観戦者オーデイエンスが書き込んでいたように負け確……すでに負けが確定している。

　捨て身の攻撃などするまでもなく、なにをしても状況が覆ることはない。

　ゲームの玄人素人など関係なくわかる、厳げん然ぜんたる事実。

　勝負は、完全に決してしまった。

「先輩」

　ユウリの顔が見られない。思考が止まる。蓮也は失敗した。

「先輩」

　失敗した。失敗した。失敗した──

「先輩！」

　ユウリの手が頬ほおに添えられ、無む理り矢や理り正面を向かせられる。

　少し低い位置から見あげるユウリの目は、蓮也をまっすぐ見ていた。

「まだ時間は残っています」

　なにを言っているのか。時間が残っていたって。

「時間が残っているのなら、戦うことも、状況を覆すこともできるということです」

　強い気概が蓮也の耳じ朶だを叩たたく。

「先輩はもう一度たりとも相手の攻撃を受けないでください。完全に攻撃が当たる、相手の反撃を絶対に受けない、その状態でのみ攻勢に出るという形でいいですか」

「……なにを……」

「他に良い案があれば言ってください。先輩のほうが巧者であることはわかっています。わたしはデータを集めるだけですから。利用できる情報があればなんでも」

「そうじゃない」

　反射的に蓮れん也やはユウリの言葉を遮さえぎった。

　頬ほおに添えられた手が微かすかに震えて、それでも逸そらされないアメジストの瞳を見つめる。

「お前も……わかってるだろ。もう、この状況は」

「現時点で決まっていることなんて些さ末まつなことです。わたしたちが求めているのは勝利だけでしょう？」

「だから」

「先輩は」

　揺らぐ瞳が、はじめて感情をにじませる。

「先輩は……わたしの剣になってくれたのではなかったのですか」

　悲しみ、不安、憂い──大きな瞳に宿った刹那の感情はすぐに押し流される。

「目的を決めて動き出したなら達成することだけ考えろ。そう言ったのは先輩です」

　残されたのは強い意志と。

「わたしは、もう立ち止まるのはやめました」

　どこまでもまっすぐ向けられる想おもい。

　柔らかな手がするりと離され、ユウリは踵きびすを返す。

　前方の敵を見据えて、右手に持った鞭ウイツプを構える。

『わたしが仕掛けて相手の攻撃をひきつけます。先輩は先輩のタイミングで介入してきてください。それと』

　ユウリから送られてきたダイレクトメッセージが一度途切れる。

『昨晩お話ししていたとっておき──準備しておいてください』

　蓮也がなにも返せずにいると、彼女は裂れつ帛ぱくの気合いをこめて起動言ランワードを口にした。

「『クイックリープ』！」

　意表をついた反応速度上昇スキル。

　真正面から一人で挑んできたユウリに、少なからず舞まい花かたちは驚きを見せる。

　その隙にユウリはランシステムを利用したスキルで翻ほん弄ろうし、攻撃を試みた。

　静と動。邪道と正道。本命とフェイント。

　緩急をつけ、一人時間差攻撃を繰り出し、一撃離脱に徹てつする。

　レベルの高い戦闘を経験し続けたのもあってか、そこには着実な進歩が見て取れた。

　このまま成長し続ければ間違いなく相応のランクに達たつすることができるだろう。

　──けれど、それは今じゃない。

「舐なめられたもんだな……道化の反逆者！」

　苛いら立だちの混じったかたるの声。

　その言葉が合図だったかのように、ユウリのなすがままにしていた二人が攻勢に出た。

　あえて半歩後退し、距離を取ったかたると、その場で薙なぎ刀なたの柄を短く持ち直し、距離を詰めた《幻影の兎姫ミラージユラビツト》。

　前衛と後衛に分かれた二人は、互いの隙を埋め合うような波状攻撃を繰り出す。

「く、うっ、ぁっ、あぁっ！」

　攻撃を捌さばききれず、体力ゲージを減らしていくユウリを見ながら、蓮れん也やは動けなかった。

　なにも考えられず。なんの目的も抱けず。見えるものも感じるものもない。

　ただ、声が聞こえた。

『先輩』

　呼ぶでもなく縋すがるでもなく。

『先輩』

　おまじないのように繰り返される声。

　──声だけじゃない。意識を澄ましてごらんよ。

　不意に混じった雑音。

　反射的に前を向いた蓮也は、懸命に耐え忍ぶユウリを見て、そのブレードが淡い光をまとっていることに気づく。

『──あれ？　なんか聞こえね？』『声？』『ほんとだ声が聞こえる』『集団空耳？』

　動揺は観戦者オーデイエンスのコメントにも現れはじめた。

『おい視界も変わってるぞ』『これ感覚共有じゃね？』『繋つながってる！』『副会長の妹の？』

　次第に数を増やす『繋がってる』発言に応じて、かたると舞まい花かが困惑したように呟つぶやく。

「……おいおい」

「システムが──上書きされていく」

　瞬間、ユウリの鞭ウイツプの放つ光が一際強くなり、蓮也の五感に不可解なものが混じる。

　蓮也自身はその場にとどまっているのに、同時に鞭ウイツプも振るっているような、眼前で繰り広げられるバトルを自ら行っている感覚。

「これは……」

　視覚や聴覚の一部ではなく、そのすべてを分かち合う《全感覚共有フルスレイヴ》。

　概がい念ねん上可能なものの、技術的に不可能だと言われていた現象──。

　文字どおり心臓の鼓動すら感じ取れるような一体感の中で。

　ユウリは一切蓮也に助けを求めてこなかった。

　もう先程まで響いていた声すら聞こえない。

　蓮也のレクチャーした戦闘技術を用い、自らの閃ひらめきを加味して。

　愚直に。単純に。純粋に。

　ただ戦い続ける。

　直接繋つながったこの状態なら、いくらでも訴えかけることができるのに。

　どうして──




　自分を信じないのに、相手を信じられるわけがない。




　不意に、蓮也の声が聞こえた。

　ユウリを介し、ユウリの意味が付与された自分自身蓮也の声。

　──わたしが意味を与えて差しあげます。

　屋上でかわした契約通りの言葉に、蓮れん也やは目を見開く。

　自分を信じないのに、相手を信じられるわけがないのなら。

　蓮也は蓮也自身を信じ、ユウリを信じているのか？

　ユウリは答えない。

　本当に信じているのなら──




　言葉すら邪魔になるから。




『……がんばれ』

　不意にポップした観戦者オーデイエンスのコメント。

『がんばれ』

　絶望的な戦いに挑み続け、それでもなお自分を──蓮也を信じ続けるユウリの姿に。

『がんばれ！』

　観戦者オーデイエンスのコメントが変化していく。

『弱くても勝てるって証明してくれ』『夢を見させて』『信じてる』『信じさせて……！』

『まだやれるだろ──《不敗の王剣クラウン》!!』

　視界を覆い尽くす叱しつ咤た激げき励れいと声援。

　なにより──自分を信じて戦う少女の背中に。

「……誰に言ってんだ」

《超過集中Exceed Concentration》──。

「やるに──決まってるだろうが！」

　顔を上げた《不敗の王剣クラウン》は、胸の奥に灯ともった炎を大きく吹き上がらせた。





　　　†×†






《リリースレベル９》

　舞まい花かの拡張認識レイヤードリアル上で響いたシステム音声は、ありえないレベルの解放を示していた。

　スキルレベル９は大会の決勝クラスで解放されるレベルだ。多少注目度が高いとはいえ、校内イベントのエキシビションマッチ程度で起こりえることではない。

　そしてそれ以上にありえないのが、目の前で戦い続けるユウリだ。

　体力バーの残量、厳げん然ぜんたる実力差から考えれば、舞花とかたるの二人を相手取るなど正気の沙さ汰たではない。

　にもかかわらず、彼女はまだ立っている。

　立って、こちらに向かってきている。

「いい加減、しつこいんだよ！」

　苛いら立だちの混じった声。かたるの放った高速の突きを肩にかすらせ、反応が鈍くなったユウリに追撃の横薙なぎを入れる。

「あぐ……っ、『リバースエクスキュート』！」

『下がって』

　ユウリの放った中ランクスキル・レベル７の鞭技ウイツプスキル『リバースエクスキュート』は、数本の鞭ウイツプの先端が紫のエフェクトを伴って広がり、視界を覆いつつ攻撃するスキルだ。

　後方に待機していた舞花がかたると立ち位置を変え、厚いベールのように広がる紫のエフェクトを鋭い一刀のもとに払う。

「『リバースエクスキュート』！」

　重ねがけ。時間稼ぎのつもりか？

　同じように打ち払おうと一歩踏み込んだ舞花は、瞬間の違和感に急制動をかける。

　直後、舞花の眼前に広がる黒いエフェクトが内側から幾重もの斬撃に斬り破られた。

「──さすがだな《幻影の兎姫ミラージユラビツト》」

　間一髪で難を逃れた舞花は、そこにいた人物を見て驚きよう愕がくした。

「《不敗の王剣クラウン》……？」

　ありえない。舞花は反射的に視界の端に表示されている蓮れん也やの体力バーを見て、その残量が視認できないほどわずかであることを再確認して混乱する。

　俗に言われる負け確という状態。

　ここまで減らされれば、たとえ直撃を受けなくともスキルの余波で死ぬ。

　デュエルマッチ一対一ならともかく、パートナーが倒れても即負け決定のクラン戦であれば後方待機か、極端な防御姿勢をとったサポートという戦術しかとれない。

　わずかとはいえ、まだ体力の残っているユウリを下げ、攻撃がかすっても即死の蓮也が前線に出張るというのは──

「散り際の美学か、《不敗の王剣クラウン》！」

　嬉き々きとした声と共にかたるが戦闘に加わってくる。

　かたるも舞まい花かも、どんな攻撃を受けようと一撃死はない体力残量だ。

　この機を決着のときと見て、半ば強引に飛びこんできたのは悪くない。

　悪くない、はずなのに。

　ブレードリンクの最上位プレイヤー《刻印者ナンバーズ》として、超一線級のバトルを繰り返してきた《幻影の兎姫ミラージユラビツト》だからこそ感じる座りの悪さ。

　なにより、目的を見定めた火の入つた蓮れん也やの驚異的な集中力と実行力が、幼なじみとして近くで見続けてきた舞花に警鐘を鳴らす。

　だが、そのことを熟慮する時間は視界を埋め尽くす観戦者オーデイエンスのコメントと、眼前まで接近してきた敵の存在によって中途で遮さえぎられた。

『捨て身かクラウン！』『なんでもいいから一発当てろ！』『うおおおいけえええええ！』

　観戦者オーデイエンスのリアクションに煽あおられたわけではない。舞花をブラインドにして攻撃を繰り出すかたるに合わせたわけでもない。

　絶望的な状況にあって爛らん々らんと光る蓮也の双そう眸ぼう。血に飢えた獣のような狂暴な笑み。

　それらを視界に収めた瞬間、舞花は起動言ランワードを呟つぶやいていた。

「『飛ひ足そく・流りゆう星せい』」

　薙なぎ刀なたの高ランク反応速度上昇技。

　反動が大きい反面、持続性の高いレベル８のスキルだ。

　スキルの起動と同時に時間の流れが遅く感じ、思考と認識が冴さえ渡わたり、身体の隅すみ々ずみまで神経が張り巡らされていることを確かめた舞花は、かたるの巧妙なハイドアタックをかわし続ける蓮也にさらなるスキルを打った。

「『白しら薙なぎ風かぜ・円えん麗れい散さん華か』」

　無言起動ノーランスキルが不可能なランク９の薙刀技『円麗散華』。

　行動支援系スキルで研ぎ澄まされた舞花の肉体が、ランシステムによるサポートによって超速の乱舞を繰り出す。

　右上段の斬撃から左下段からの斬撃。左手を軸にし、てこの原理を利用した回転斬撃に左足による上段蹴り。右足一本で飛び上がって右回転からの横薙なぎ。左手が放った掌しよう底ていは吹き飛ばし効果を持つエフェクトを伴う。そうしてトドメとなる右足踏み込みからの超速突きは、刃先周辺にダメージ判定を持つ赤い大エフェクトを撒まき散ちらした。

　かすりさえすればそれでデッドエンドの状況で繰り出す技とすれば、オーバーキルもオーバーキル。場合によっては対戦相手を舐なめたプレイと受け取られてもおかしくない。

　それでも舞花は容赦をしなかった。

　現最強の一角である《幻影の兎姫ミラージユラビツト》がなりふり構わず放った土ど壇たん場ばでの超大技エンドスキル。

　技そのものどころか、エフェクトの先にでも触れさえすれば終わりの攻撃。

　誰もがバトルの終わりを予測したそのラッシュを。

　元最強《不敗の王剣クラウン》は正面からすべて弾き、合わせ、避よけ、相殺して凌しのぎきった。

『はああああああああ!?』『ありえねええええええ！』『リアルチートですねわかります！』

「なん……がっ!?」

　最後の突きをレベル７の片手剣技ソードスキル『龍りゆう影えい閃せん』で打ち消したついでに、回し蹴りでかたるを吹き飛ばした蓮れん也やは、そのまま行動支援系スキルを使って舞まい花かに肉薄する。




「さあ決着をつけようぜ《幻影の兎姫ミラージユラビツト》！」

「──調子に乗らないで《不敗の王剣クラウン》!!」




　直前の動揺を残らず消し飛ばして、舞花が吠ほえる。

　必勝の大技を瀕ひん死しの蓮也に防がれた？

　──だからどうした。こちらにはまだ秘策がある！

　支援系スキルが切れたと同時に即座に重ねがけした舞花は、懐ふところに入りこんだタイミングで『縮しゆく地ち・光こう矢や』をかけ直した蓮也の一刀を薙なぎ刀なたの柄で弾いた。

　最も早はや、体力ゲージなど関係ない。

　一撃入れさえすれば勝ち。そう考えるから無意識の油断が生まれる。

　たとえ体力が最大値だろうと、根こそぎ削り取る──そういう攻撃を仕掛ける！

　左手一本で器用に薙刀を半回転。右手を柄に添えて大上段から振り下ろす。

　力押しの一撃に、蓮也は片手剣の刃を一瞬だけ合わせてすかすと、がら空きの胴に蹴りを放とうとする体勢からさらに一歩踏み込んで右肘で舞花の胸の辺りを抉えぐった。

　抱きつくような至近距離で舞花が放った左ローキックは、一瞬の足運びでかわされ、逆にカウンターの形で斬り下がりの一刀を足にうける。

　がくんと体勢を崩した舞花に蓮也が追撃を入れようと踏み込んだところで、舞花は右手一本で下段から斬り上げを入れようとするが、これもまた読み切られていた。

　半身そらしただけで回避した蓮也が斬り下ろしの一撃を舞花の肩に見舞う。

　同時に叫ばれた起動言ランワード『閃せん剄けい白びやく夜や』は、受けた切り傷から白い閃せん光こうを放ち、舞花の体力ゲージをごっそりと奪った。

　再度大きな歓声が上がり、場違いにカラフルなフォントが舞花の視界で躍る。

　──当たらない。

　いや当てる必要もない、かする必要もない、余波を受けさせればいいだけなのに、それすら受けない。決して被弾しないのに、こちらには的確に攻撃を当ててくる。

　客観的な数値は舞花の優勢を明白に示しているにもかかわらず、主観としての感覚は蓮也の常識外れな強さを痛感せざるをえない。

　それでも舞花は油断も焦燥も失望も抱いていなかった。

　表面上必死に攻勢に出ているように見せて、内心では冷静に冷れい徹てつに機会を窺うかがっていた。

　舞まい花かが──《幻影の兎姫ミラージユラビツト》が幻影たる特性オリジナルスキル。

　蓮れん也やにとって慮外の一撃を確実に入れる一瞬。

　その一瞬を見定めるために息を殺す。

　外面の熱が内面に入りこまないよう細心の注意を払って、舞花は待った。

　観客が最高潮に盛り上がり、熱狂が静寂に変わる瞬間を。

　そしてその時は訪れる。




《リリースレベル10！》




　公式大会決勝でも滅めつ多たに到達しない全技解放リミツトブレイク。

　その類たぐい希まれな環境に、歓声が爆発する。

『おおおおリミットブレイク!!』『はじめてみた！』『クラウンいけええええええ！』

　会場の熱狂そのままに全制限解除を告げるエフェクト付きのポップが消えると同時。

　蓮也に連撃を見舞っていた舞花が、技の終息に合わせて必殺の起動言ランワードを口にした。

「──『白しら薙なぎ風かぜ・舞ぶ踏とう桜おう花か閃せん乱らん』」

　薙なぎ刀なた技最高ランク、レベル10の超大技エンドスキル。

　舞い散る桜のエフェクトの中、最高度の補正を受けた高速四段突きからその場で舞い踊るように繰り出す七連斬、そして締めとばかりに振るわれる横薙なぎ三連閃。

　一呼吸の間に一四連撃を繰り出す大技中の大技。

　攻撃後の硬直をキャンセルするために繰り出したにしては豪華すぎる技に、眼前の《不敗の王剣クラウン》は、目の色を変えた。

　高速四段突きを短剣の剣先と柄ですべて受け、逸そらし、舞い踊るように繰り出す七連斬を綺き麗れいに片手剣で合わせる。締めとばかりに振るわれた横薙ぎ三連閃は一閃を長剣の剣先で、一閃を大剣ツーハンデツドソードの刃で、最後の一閃は地面にへばりつくような体勢で余波からも逃れた。

　一瞬の静寂の後、認識が追いついた観客が狂ったようにコメントを打つ。

『でたあああインディフィニット!!』『バケモノかよ!!』『クラウンクラウンクラウンン!!』

　スキルを使うことなく超大技エンドスキルを凌しのぎきられ──なおも舞花は動揺していなかった。

　元より超大技は見せ技。

《不敗の王剣クラウン》といえどスキルなしで対応すれば著しく精神を消耗する。

　その精神的な隙を作ることこそが本当の狙い。

　視界の端にユウリとかたるの交戦を収め、邪魔が入らないことを確認して。

　舞花は硬直が解除されたと同時に最速で動いた。

　それはなんの変哲もない薙刀の一振り。無言起動ノーランスキルなど介入する余地もなく、ただ先手を追求しただけの一刀。

　だが、これこそ舞まい花かがこのバトルで一度も使わなかった隠し手だった。

《幻影の兎姫ミラージユラビツト》という二つ名は舞花が自分でつけたものではない。

　舞花のプレイを見た観戦者オーデイエンスや対戦したプレイヤー達が自然と呼ぶようになったものだ。

　兎姫はその外見と驚異的な脚力から繰り出される超跳躍から得たもの。

　ならば幻影は？

　その答えがこれだ。

　繰り出された斬撃を蓮れん也やが片手剣で受けようとする。

　刃と刃が触れるまさにその瞬間、舞花は気づかれないようその手を薙なぎ刀なたの柄から離した。

　すぐさま握り直すと、薙刀の刃は受けるはずの片手剣をすり抜けて、本体である蓮也へ吸い込まれるように動いていく。

　幻影死──。

　舞花と戦ったプレイヤーが決まって口にする言葉がある。

　幻影の兎姫ミラージユラビツトの刃はときおりこちらのそれをすりぬける、と。

　だが、動画でいくら確認してもそのような現象は起きていない。単に攻撃を受けたプレイヤーの反応が鈍かっただけのように映る。

　当然だ。それは舞花と対たい峙じしたプレイヤーにしか知覚されないものなのだから。

　幻影は客観的な形を持たない。ただ対戦相手にのみ観測される。

　舞花は特殊固有スキル『幻影』をこのバトルで徹底的に隠し続けてきた。

　入念に準備し、これ以上ない慎重さで用意した一振り。

　すり抜けたと気づいたときには手遅れの、絶対不可避の一撃に。

「『縮地・光矢』」

　反応速度を瞬間的に上昇させると同時に、片手剣を長剣に変化。

　舞花の手に剣先を突き刺した《不敗の王剣クラウン》は、剣ブレードが伸びた分だけ強制的に距離を作って、ぎりぎりのところで薙刀の刃を回避した。

　──外した。

　文字どおり必殺の一撃を避よけられても、舞花はまだ冷静だった。

『幻影』は起動言ランワードを必要としない上、制限もない。一度かわされたところで連続で繰り出せばいいだけだ。

　そう考えた通りに振るった『幻影』の三連撃は、すべて空を切った。

「な──」

「最初からすり抜けるとわかっていれば、いくらでも対処はできる」

　至近から呟つぶやかれた言葉に、置き土産としての追撃。

　今度こそ混乱する舞花の前で、蓮也は再三の支援スキルをかけ、紙一重で攻撃を避けながら斬撃を繰り出す。

「なぜ、なぜ、なぜ!!」

　意味をなさない言葉の連続。それでも乱れない舞まい花かの斬撃に剣ブレードを合わせ、『幻影』を回避し、スキルを相殺しながら蓮れん也やは呟つぶやく。

「それ。対たい峙じしたプレイヤーの認識に干渉する技だろ？」

「──っ!?」

　どうして？　言外の疑問を読み取ったかのように、蓮也が笑う。

「動画に映らなかった。つまり、主観的な事実はあるのに客観的な証拠がない。ならそれは相手の主観、認識に関わる現象だ。──なるほど、確かに幻影かもな」

　短い会話の直後、蓮也が距離をとり、急加速してこちらに向かってくる。

　白と黒の風。舞花の目に眼前の敵はそう映った。

　近すぎる下段からの一閃。高速の斬撃は、直前で片手剣から短剣に変化したことによって速度を変え、舞花の脇腹を切り裂く。

　苦し紛れに繰り出した舞花の反撃は、即座の離脱で届かず、その場で振られた短剣の一振りは直前で大剣ツーハンデツドソードに変化したことで完全に虚を突かれて直撃を受けた。




　変化自在の連携技インデイフイニツト・リンケージ。




　スキルを使うまでもない、自らのブレード特性オリジナルスキルを完全に生かした立ち回り。

　そこにいるのは瀕ひん死しの一プレイヤーではない。

　どんな状況からでも決して負けない最強不敗の剣士。

　かつての舞花が羨せん望ぼうの眼まな差ざしで見た《不敗の王剣クラウン》だった。

「いったん引け、《幻影の兎姫ミラージユラビツト》！」

　舞花の体力ゲージが危機的なレベルに達たつしていることに気づいたのだろう。

　パートナーであるかたるが、対峙していたユウリを無視し、かけらも余裕のない表情でこちらへと飛んでくる。

「『紫し獣じゆう流りゆう星せい』！」

　牽けん制せいで放ったスキルは、紫のエフェクトが獅し子しの形を作ると同時に消し飛ばされた。




「『不定剣・明めい鏡きよう止し水すい』」




　レベル10の超大技エンドスキル『不定剣・明鏡止水』。

　驚きよう愕がくするかたるを穿うがつ不可視の一撃は、しかしぎりぎりのところで体力ゲージを残した。

　──《不敗の王剣クラウン》が仕損ねた！

　瞬間。舞まい花かは《刻印者ナンバーズ》として培った超反応で、硬直状態に入った蓮れん也やに乾けん坤こん一いつ擲てきのカウンタースキルを放つ。

「『清せい廉れん一いつ拍ぱく』！」

　床を踏み抜かんばかりの一歩から、舞い落ちる花びらを穿うがつがごとき一突き。

　誰の目から見ても完全なタイミングでのカウンターは、蓮也のがら空きの胴を貫かんとして──刹那、舞花は蓮也が目を見開いたまま頬ほおをゆるめたことに気づいた。

「──それを、待っていました」

　声は、思わぬところから聞こえてきた。

「クラン戦は、一人じゃないんだぜ？」

　そう口にした蓮也の背中から現れたのは、巨大な剣を振り上げた銀髪の少女。

　剣──？

　違う。あれは──鞭の先を束ねた刀身！

「やあああああああああ!!」

　カウンターのカウンター。

　大上段から振り下ろされたユウリの一閃が、舞花の一撃ごと叩たたき伏せ、わずかに残った体力バーを根こそぎ刈り取った。
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《チェインリンケージサクシード！》

　システム音声がそう告げると共に、蓮れん也や達の勝利が表示され、すでにコメントでいっぱいの視界に爆発するように文字が躍った。

　薙なぎ刀なたを取り落とした舞まい花かが膝をつき、腰に片手を当てたかたるが天を仰ぐ。

　──勝った。

　噛かみしめるように心の中で呟つぶやくと、胸の奥の火が急速に消えていくような気がした。

　同時に、フル回転していた思考がゆるみ、強こわばっていた全身から力がぬけていく。

「先輩」

　名前を呼ばれて、そちらに振り返った蓮也は、最後の一撃を放ってからずっと放心したようにへたりこんでいるユウリを見た。

「……勝ちましたね」

　その不意打ちのような笑顔に、蓮也は思わず見入ってしまい、慌てて目をそらす。

「《虚構書記オーバーライト》を使ったんだな」

　ぽつりと呟いた蓮也に、ユウリは少しだけ驚いたような顔をし、すぐになんのことか察したようにうなずいた。

　観戦者オーデイエンスとの感覚共有。

　あれがなければリリースレベル10など不可能だった。

「正確には《絶対同調テスタメント》と呼ばれるものらしいですけど」

「呼ばれるものらしい？」

「わたしが考えた技術ではありませんから」

『以前お話しした、世界変革計画プロジエクトシフトを止めるワクチンを流すための方法です。父の計画を知ったときに見たものを応用しました』

　ダイレクトメッセージで伝えられた内容に、蓮也は眉をあげる。

「本来の使い方とは微妙に違いますし、成功するどころかきちんと行える保証がなかったので本当に賭けだったのですが……うまくいって、よかったです」

　ユウリの父──第六機関シツクスオルガンの長が考えていた理論。

　胸に手を当てて穏やかな表情を浮かべるユウリを見ながら、蓮也はふと座りの悪さを覚えた。

　なにか、おかしい。

　違和感を感じることに違和感があるようなメタ構造を持った疑問。

　なんだ？　なにがおかしい？

　なにがおかしいと感じている──？

　土ど壇たん場ばで発揮されたユウリの能力。

　それは父親から奪った情報によってもたらされたもの。

　……都合がよくないか？

　そもそも、なぜユウリは世界変革計画プロジエクトシフトを知ることができた。

　そんな大事な情報をどうして父親はもらした？

　もらしたんじゃない。

　わざともたらしたんだとしたら──

「先輩」

　近い距離から声をかけられて、蓮れん也やは顔をあげる。

　無意識に頭にそえた手が熱を持っている気がする。

「あ、ああ悪い。どうした？」

「いえ……その、なにかおかしくないですか」

　なんのことだと問い返す前に、気づく。

　背景のように薄くしていた観戦者オーデイエンスのコメント。その勢いが一向に止まっていない。

　それだけならありえないことではないが、内容がおかしい。

『受かったよ!!　第一志望校に！』『甲子園出場決定いいいい!!』『当たったああああ!!』

「なに、これ……」

　舞まい花かも異常に気づいたらしい。拡張認識レイヤードリアル上のコメントを見て、眉をひそめている。

　異様なのはコメントだけにとどまらなかった。

　観戦者オーデイエンスのカウンターは回り続け、莫ばく大だいな数の人間が蓮也とユウリにリンクしてきている。

　違和感が現実に異様な形を作りはじめ、蓮也は停止していた思考を再開させた。

　仮にユウリの父親がこの状況をもたらしたんだとしたら、この状況はなにを意味する？

　異様なコメントを残しはじめる観戦者オーデイエンス。

　勝利者に繋つながろうとする人間たち。

《絶対同調テスタメント》。

　……勝利者と、つながる？

　そのフレーズは、どこかで聞いたような──




「《世界変革計画プロジエクトシフト》だね」




　曖昧だった思考に与えられる具体的な形。

　耳元で囁ささやかれた声に振り返った蓮也は、そこに何者の姿も確認できず混乱する。

　だが、その混乱も目の前で起きる狂乱に比べれば微々たるものだった。

　いつログアウトしたのか、蓮れん也やはステージ袖三階のＶＲルームにいた。

　すぐ横のマジックミラーから観客席を見おろすと、異様な光景が広がっていた。

　ログイン直前に見た彼らは、多少の差こそあれ、ほとんどがきちんと席についていた。

　だが今、席についている人間は一割にも満たない。

　その一割に満たない人間もぐったりと目を閉じ、生きているのか死んでいるのかもわからない状態である上──

「やったやった願いが叶かなったー!!」「億万長者だああ!!」「彼女ができたぞおおおおお!!」

　口々にわけのわからないことを叫びながら、ふらふらと歩く生徒たち。

　彼らは夢遊病のようにそこら中を歩き、走り、転び、寝ている。

　焦点の合わない虚うつろな目をした彼らは、よく見ると全員幸せそうな表情を浮かべていた。

「おい、なんだこれは……」

　不意に聞こえたかたるの声に、蓮也は身構えながら振り返る。

　かたるは蓮也を見ていなかった。狐面を外し、虚空を見ながら目を見開いている。

「つづり姉さんが……なんで、ここに」

　蓮也の脳内に髪の長い少女のイメージが浮かび、世せ良ら樹きつづりという名前と彼女が七年前に事故で亡くなったかたるの姉であるという情報が引き出される。

　異常な事態が起きたのはかたるだけじゃなかった。

「……散ちる葉は……」

　舞まい花かは散葉の幻想を壁に見ているらしい。震える手を伸ばし、唇を強く噛かみしめている。

「お母さん……どうして」

　ユウリもまたそこには無いなにかを見ていた。悲しげに眉をひそめ、唇を引き結んだまま一点を見つめ続ける。

　完全に理解を超えた現象。

　一人現実に取り残された蓮也は、背後から声をかけられる。

「やあやあ、おにぃ。大変だったみたいだねえ」

　そこには頭の横で敬礼のように手を添え、おどけた表情の少女がいた。

　笑顔の少女をどれだけ見続けても、彼女のパーソナルタグはポップしない。

　けれど、蓮也はその見覚えのない少女の名前を知っていた。

「……千ち春はる？」

　名前を呟つぶやいた瞬間、不可解な記憶が蓮也の頭に洪水のように流れ込んでくる。

　ユウリを泊めた最初の晩。不在だった母親の代わりにいた少女。

　蓮也の妹。

　……妹？

　蓮也に妹などいないのに。

「お前は──誰だ？」

　きりきりと痛む頭を押さえながら尋ねた蓮れん也やに、少女──千ち春はるは見慣れたシニカルな笑みを浮かべた。

「知っているくせに」

　いつの間にか左手に握られていたペーパーナイフ。

　彼女がそのペーパーナイフを一振りすると、カシャァンとガラスの割れるような音がして、蓮也の視界から彼女以外のすべてが消えた。

　前後上下左右、あらゆる感覚が消きえ失うせ、白塗りの背景に少女だけが映るその世界で、蓮也は吐き気を催もよおしながらどうしようもなく理解する。

　目の前の彼女こそが蓮也が求めてやまなかった存在であると。

「────散ちる葉は」

　蓮也が呟つぶやいた瞬間、少女は舞まい花かによく似た笑みを浮かべて言った。

「ご明察」





　　　†×†






「ちはる、ちるは。簡単なアナグラムだったんだけど、意外と気づかないものだね」

　散葉……二年前に行方不明になった幼なじみの少女は、肩をすくめて笑う。

「まあそのおかげで一晩だけとはいえ、蓮れん兄にいくんの本当の妹になってみるという夢が叶かなえられたのだから、良しとしようか」

　あらためて思い返すまでもなく、あの日はおかしなことだらけだった。

　家族の不自然な不在。ありえない家族構成。そしてＱＤクオリアデバイスの故障。

「全部お前が仕組んだのか……」

　刺すような蓮也の言葉に、散葉は薄く目を細める。

「全部、という言葉がなにを指すかによるね。蓮兄くんの認識に介入し、妹がいるように誤認させたのは誰かと訊きかれればボクだけれど、今日のこの状況につながるすべてをボクが用意したのかと言われれば否ナインだ」

「なるほど……第六機関シツクスオルガンと組んでるんだな」

「カマをかけたつもりなら無駄だよ。ボクが目指しているものは彼らと近いけれど同じではない。今回はたまたま目的が一致したから利用する形でのってあげただけ」

　蓮也の理解が及ばない言葉。

　だが、それは問題じゃない。

　もっと根本的な疑問をぶつける必要がある。

「お前は……お前たちはなにがしたい」

　その端的な問いに、散ちる葉ははペーパーナイフを器用に指先で回転させながら言う。

「蓮れん兄にいくんは、神についてどう思う？」

「は？」

「神が難しければ世界でもいい。ああ、物理的な話じゃなく概がい念ねんとしてのね」

　唐突すぎる問い。

　困惑する蓮れん也やを見て、散葉は猫のように笑った。

「ユウリさんから聞かなかったかな？　第六機関シツクスオルガンの目的は人類を新たな拡張認識レイヤードリアルの及ぶ《ＩＬ》という世界──《共想現実Intermediate Layer》で万能の力を持った存在へ変えることだと」

　万能の力を持った存在というフレーズは。

「……《ＮＥＸＴ》か」

　満足そうにうなずいた散葉は、さもおかしそうに続ける。

「ここでもう一度蓮兄くんに訊きこう。この世界であらゆることを可能にする万能の力を持った存在のことをなんと呼ぶ？」

　似たような言い回しに眉をひそめ、直前に話された内容を再考し、蓮也は目を見開く。

「まさか──」

「そう。《ＮＥＸＴ》は──《ＮＥＸＴ》になったボクは神そのものなんだよ」

　馬鹿らしい。

　そう一笑に付せないだけの経験を蓮也は現在進行形でしていた。

「さて、その上で今回のコレがなんであるか、蓮兄くんの求めている形に添って答えるのなら、実験というのがふさわしいね。あるいは予行演習かな？」

　本番の前の予行演習。それがなにを意味するのかわからないほど鈍くはなかった。

「三ヶ月後のブレードリンクの大会か」

　徐々に蓮也の中で散葉の残してきた点としての謎が結びついて形を成していく。なぜ散葉は蓮也の妹に扮ふんしてまで一夜を共にしたのか。

「お前、ユウリになにかしたな」

　低く唸うなるように言った蓮也に、散葉は笑みを深める。

「《絶対同調テスタメント》は中途半端な《ＮＥＸＴ》──《ＡＥＸＴ》である彼女じゃなきゃできないからね。記憶を書き換えるには意識のない状態、ありていに言って睡眠時が望ましい」

「散葉……！」

　蓮也ははじめて目の前の少女に強い怒りを覚えた。

　散葉はそんな蓮也を見てほんの少し不満そうな表情を浮かべる。

「その反応は心外だね。蓮兄くんはあれを見てもボクのしたことが悪いと言えるのかな？」

　散葉の視線の先、白の空間に会場の様子が投射される。

　相変わらず彼らは夢遊病のようにそこら中を歩き回っており、その表情は──一様に幸せそうだった。

「幸せなのは当然だ。彼らは彼らにとって最高の夢を見ているからね」

「……どれだけ最高でも夢は夢だろ」

　嫌悪をこめて睨にらみつけた蓮れん也やに、散ちる葉はは諭すように静かに続ける。

「蓮れん兄にいくん、決して醒さめない夢は夢かい？　もしそれが夢なら、今ボクたちがいるこれも夢じゃないとどうして言える？」

　哲学的な問答に、蓮也は放課後の教室で舞まい花かとかわした他た愛あいもない会話を思い出す。

　一生夢の中で暮らすのが夢──。

　冗談交じりにそう口にしたのは蓮也だった。

「ねえ、蓮兄くん。世界は思った以上に単純に出来ていて、とても悲しい構造をしてるんだよ。ボクの世界は決して蓮兄くんの世界と交わらない。誰も本当の意味で世界の違いを理解できない。不幸なのはすれ違うことじゃなく、すれ違うことすらできないことなんだ」

「……俺にはお前の言っていることがわからない」

「そうだね。その通りだよ。世界はそうできている」

　投げやりな言葉。なにかを悟った賢人は、すべてを投げ出した愚者のように言う。

「だからね蓮兄くん、ボクは思った」

　唐突に言葉を切った散葉が、傲然と笑う。

「ボクはボクのためだけに世界を変革しよう、とね」

　爛らん々らんと光る瞳が蓮也の目に焼き付き、白い世界が暗転する。

　次の瞬間、蓮也が立っていたのは朱しゆ天てん寺じ学がく園えんの中庭だった。

　先ほどのバトルが終わった直後の場所。そこにユウリや舞花、かたるの姿はない。

　代わりに対たい峙じするのは。

「──どういうつもりだ散葉」

　散葉の格好は先ほどと一変していた。赤を基調とした露出度の高いドレス。頭には小さなティアラ。細いツインテールが揺れるその姿は。

「ちゃんと《斬虐の女王クイーン》と呼んでもらいたいね、《不敗の王剣クラウン》くん」

　そう言って右手に巨大な鎌《クロノスサイズ》を可視化した散葉──《斬虐の女王クイーン》『ＣＨＩＬＬ』は、昔よく見た嗜し虐ぎやく的な笑顔で言った。

「訊ききたいことがあるんだろう？　わからないことがあるんだろう？　なら、わかりやすい形で、ボクたちにふさわしいやり方で──決めようじゃないか」

　ふと気づけば視界の右上に体力バーが表示されていて。

　蓮也は大鎌を構えた散葉を見すえ、腰に収めた剣ブレードを抜き放った。
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　薪まきをくべられた炉は真っ赤に燃え上がる。

　最強の相手散葉という薪は、蓮れん也やの心の炉をこれ以上なく熱くさせる相手だった。

　残像が残るほど速く激烈な斬撃。

　上下左右、ほぼ予測不可能なタイミングで襲ってきたそれらを弾き逸そらし打ち返しながら、蓮也もまた浴びせかけるような連撃を繰り出す。

　元より体力バーなどおまけ程度にしか考えていない。

　公式戦ランクマツチではなにより負けないことを目的にしていた《不敗の王剣クラウン》も、公式戦ランクマツチですら勝敗より相手を斬り刻むことを至上とした《斬虐の女王クイーン》も、ひとたび千せん宮ぐう蓮也と兎と神がみ散ちる葉はに戻れば、果てのない死闘に夢中になった。

　何度目かの長い斬り合いは、蓮也の繰り出した乱舞技からの派生で入れた回し蹴りによって散葉が大きく吹っ飛ばされたことで中断される。

　すでに蓮也の体力は半分を切り、散葉に至っては一割もない。

　中庭の地面を抉えぐり、きらびやかなダメージエフェクトを撒まき散ちらした散葉は、倒れ伏し、空を仰いだ体勢のまま笑う。

「あはははははははっ、楽しいねえ──楽しいねえ《不敗の王剣クラウン》っ！」

　がばっと起き上がり、顔いっぱいに狂喜じみた笑みを浮かべた散葉を見て、蓮也は言う。

「いいからさっさとかかってこいよ。──これでお前を超えてみせる」

　中断されていた戦績は７７７勝７７６敗。

　決して二勝以上勝ち越すことができなかった相手との、待ち望んだ一戦。

　蓮也の挑発に、散葉はすっと目を細める。

「残念だけどそれはないね」

　立ち上がった散葉は、右手一本で軽々と大鎌を持ちあげる。

「今から本気を出すから」

　笑わせる──。蓮也がそう口にすることはできなかった。

「『シャドウレイド』」

　散葉の起動言ランワードは蓮也の背後から聞こえた。

　振り返ると同時に、振るおうとした剣ブレードごと深く斬り刻まれる。

　大鎌の移動系スキル『シャドウレイド』。

　一瞬で対象の背後に姿を現すことができるため、音が遅れて聞こえる。

　散葉の攻撃はそこで止まらなかった。

　半円を描くように上段から斬り下ろし、下段からの斬り上げを経て、自らの身体も使って踊るように左右から斬り刻む。

　蓮也も対抗しようとしているのだが、剣ブレードで弾こうとしても身をそらそうとしてもことごとく先読みされ、的確に攻撃を当てられてしまう。

　未来を読み、こちらの時だけを一方的に止めているかのごとき斬撃を繰り出した後に、彼女は必殺の起動言ランワードを口にする。

「『エンデ』」

　大鎌の最上位乱舞系スキル『エンデ』。

　技を繰り出す間もなく斬り刻まれていた蓮れん也やは、ｖｅｒ．バージヨン１の頃に散々喰くらった女王の連携技リンケージになすすべなく体力を散らした。

　完敗。

　負けたという事実以上に、ショックを受けた蓮也は。

「まずは７７７勝７７７敗イーブンだね、連れん兄にいくん」

「……まずは？」

「おやおや。蓮兄くんともあろう者がたった一回の勝負で満足すると？」

　……それは。

　それはまさに蓮也のセリフだった。

「上等だ……！」

　立ち上がった蓮也は、再び体力バーが端まで届いているのを確認し、口元をつりあげる。

　蓮也だってまだ全盛期にはほど遠い。本気で戦っていたなどとはとても言えない。

　まずは感覚を取り戻すために。

　何回でも何十回でも何百回でも戦い続けてやる──。

　蓮也は散ちる葉はと戦闘を繰り返すことを想像し、途方もなく心が沸き立つのを感じた。

　そうだ──俺はこれをずっと望んでいた。

　散葉と戦って、二勝以上勝ち越す。その目的のためだけにずっと散葉と戦い続ける。

　散葉と戦い続ければどこまでも進化できるだろう。

　蓮也が掲げた目的の中で唯一達成できず、二度と挑めないと思っていたもの。

　その機会が与えられたばかりか、ここには永遠に戦える場所まである。

　唐突に蓮也は全身の血管を伝ってじわじわと広がるものの正体に気づく。

　これは『幸福感』だ。

　蓮也が心の奥でずっと求めていたもの。

　自らの成長に追いつき、常に先を行き続ける者との競争。

　絶え間ない、永遠に進化する好敵手との戦い。

　どこまでも終わらない求道の旅。

　いつまでも続く同志との切せつ磋さ琢たく磨ま。

　ああ、俺は今最高に幸せだ──




　──わたしが意味を与えて差しあげます




　不意に頭を殴りつけるような声が聞こえて。

　蓮れん也やの身体に染み渡った甘く温かい幸福感が急速に薄れる。

　どうしようもない現実を、取り戻させる。

「──そう、だったな……」

　希望に満ちあふれていた中庭が色あせ、蓮也は正面の散ちる葉はを見つめる。

「俺王剣の歩く道は、俺一人で決めるものじゃない」

「……？」

「それに、夢の中で暮らしたらお前によく似た誰かに叩たたき起おこされるんだ」

「よくわからないけれど、そんな些さ末まつな事情はどうでもいいことだよ。早く続きをしよう」

　その答えを聞いて、蓮也はこの世界を破る方法に気づいた。

「……なるほど、全部俺の頭の中で起きている作り物ってことか」

　右手の片手剣を確認した蓮也は、散葉が口にしていた言葉を鮮明に思い出す。

　仮想現実で神のような力を持つ《ＮＥＸＴ散葉》。

　散葉の世界は決して蓮也の世界と交わらない。

　誰も他人の夢に入ることはできないから。

　だから──ここはどうしようもなく蓮也の世界でしかない。

「悪いな散葉。俺はそんな狭い世界に生きたくないんだ」

　言うやいなや、蓮也はブレードを逆手に持ち替え、迷うことなく自分に突き刺した。

　黒の刃が腹にめりこむ感触は、これ以上ないほどリアルで。

　パリィインというガラスが割れるような音と共に、蓮也は強烈な立ちくらみに襲われる。

「う……」

　思わずその場に膝をつくと、そこはもう仮想世界の朱しゆ天てん寺じ学がく園えんではなかった。

　周りを見回せば、微かすかにクッションの効いた防音の床に、狭く、暗い部屋。

　マジックミラーから階下の客席がのぞけるここは、ステージ脇三階の簡易ＶＲルームだ。

　床にはユウリと舞まい花か、かたるが倒れている。

　蓮也は彼女たちの安否を確かめるより先に、かけられた声に振り返った。

「……まさかあんな方法で『閉じた世界』から脱するとはね」

　腕を組み、淡々と言う散葉は、ソファー型チェアーに深く腰掛けて蓮也を見おろす。

「つくづく蓮れん兄にいくんは特別だ」

　感慨深そうな散葉を見すえて、蓮也は強く声を返す。

「いいから全員を元に戻せ……今すぐに」

「どうして？　みんな満足してるのに」

　蓮れん也やは首を横に振った。

　実際に経験した今なら、はっきりと答えられる。

「満足してるんじゃない。満足させられてるんだ」

　強く息を吸って、続ける。

「仮に《ＮＥＸＴ》がＶＲ上で全人類を幸福にできる本物の神だったとしても、その幸福は神によって与えられたものでしかない。与えられた幸福は果たして完全な幸福なのか？」

「完全じゃないとしても──」

「幸福が完全じゃないのなら」

　蓮也は散ちる葉はの言葉を遮さえぎり、横目でユウリを見つめる。

「そんな世界は完全じゃない。そして世界が完全じゃないのなら、そこに存在する神は万能でもなんでもない。──ただの独善者だ」

　散葉が目を見開いた。

　その反応に蓮也は身構えそうになって、自分で自分の手を掴つかむことで抑えこむ。

　痛いような沈黙。

　真剣にこちらを見つめる独善者は、不意に表情をやわらげた。

「やっぱり、蓮れん兄にいくんは面白い」

　そう言って立ち上がった幼なじみは、マジックミラーの向こうを見ながら伸びをする。

「そこまで言い切られちゃうといっそ気持ちいいね」

「……」

「わかった、今回はボクの負けということにしよう。みんなも元に戻しておくし、記憶の操作もサービスする。あ、この勝敗はブレードリンクの件とは別だからね」

　人差し指を立てて子供のように言う散葉に、蓮也は気が抜けそうになるのを堪える。

　蓮也の知っている、蓮也が求めていた幼なじみはもういない。

　今目の前に立っているのは。

「──ボクは諦めないよ」

　無表情にそう口にした散葉は、いつの間にか蓮也の背後、ドアの前に移動していた。

　ドアに手をかけ、こちらに背を向けたまま続ける。

「神だって満たされたい。だから、ボクが望むのは同じ神になった蓮兄くんとの再戦──神と神による永遠の戦いだ」

「俺は独善者になるつもりはない」

　きっぱり断言した蓮也に、散葉は顔だけこちらに振り向け、

「三ヶ月後も同じセリフが言えたらいいね」

　挑戦的な笑みを残したまま、ドアの向こうに消えていった。






終章　異邦者の呼び声　Riddle remains and…?






　屋上の扉を開くと、蓮れん也やを呼びよせた人物はすでにそこに待っていた。

　さらさらと風に躍る銀髪。

　こちらに背を向け、金網の向こうを見つめるユウリの背中が妙に寂しそうに見える。

「急にどうした？」

　授業中、あの日起きたことについて話がしたい──そう言ってこの時間を指定したのはユウリだった。

「先輩は、これを見ましたか」

　振り向かないまま、硬い声で言ったユウリがデータを送ってくる。

　それはエキシビションマッチについて語る朱しゆ天てん寺じ学がく園えん生徒たちのチャットログだった。

　曰いわく、なにかとてつもない多幸感があった。夢のような体験をした気がする。バトルが終わった後なぜか妙にがっかりしたなど。

「……やっぱり完全には記憶を消しきれてなかったみたいだな」

　こうした書き込みは、蓮也もいくつか目にしていた。

　故意か偶然かはわからないが、散ちる葉はの記憶操作は完全なものではなかったらしい。

　なぜそんな中途半端なことをしたのかはわからないが、あれ以来まったく手を出してこないかたる同様、重大な懸けん案あん事じ項こうであることは確かだ。

　確かだが。

　じっと黙ったままのユウリに対し、蓮也はあえて軽く言った。

「そこまで気にするほどのことでもないだろ。観戦者オーデイエンスが真実を知ることはない」

「……気にしているのはそのことではないです」

　沈んだ声に、蓮也は眉をひそめた。

　あの日行われたのは、三ヶ月後の世界変革計画プロジエクトシフトの予行演習。

　事前に行われた散葉の細工で、ユウリを媒体にし、《絶対同調テスタメント》によってリンクした観戦者オーデイエンスにウイルスをばらまく。

　その計画に利用されたということもさることながら、ユウリが気にしているのは感染した彼らが決まってあのときの感覚をもう一度味わいたいと言っていることだった。

「こういうコメントを見るたびに、わたしがしようとしていることは本当に正しいのか……疑問に思ってしまいます」

　蓮也は可視化したチャットログに視線を落とし、一度目を閉じる。

「もしかしたら幸せになる機会を邪魔しているんじゃないかって？　──ありえないな」

　きっぱり言い切った蓮也に、ユウリがかすかに肩を震わせた。

「あのときのバトルで舞まい花かに入れた最後の一撃、覚えてるか？」

「え？」

「あれは俺とお前が互いに信じあってはじめて繰り出せた技だ。信じた相手から信じられることではじめて成立する──それは相手がわからないからこその喜びで、あいつが目指す世界では絶対に起きない」

　まばたくユウリに蓮れん也やはがりがりと頭をかいて、

「ようするに」

　一息に言う。

「俺はあの瞬間が最高に幸せだった。そしてそう感じる人間が一人でもいる以上、散ちる葉はの考える誰もが最高に幸せな完全な世界ってのは成り立たない」

「──」

　恥ずかしいことを口にした実感があった。

　決まりの悪さを堪えるように蓮也が口元に手を当てると、ユウリがこちらを向いていることに気づく。

　赤く染まった頬ほお。かすかに潤んだ瞳。

「先輩は……やっぱり変ですね」

　艶つやめいた感嘆のため息。

　ためらいがちに一歩を踏み出したユウリは、倒れるように蓮也に抱きつこうとして──




　さりげなく差し出されたブレードを、蓮也は間一髪のところで避よけた。




「「──!?」」

　驚きよう愕がくは二人同時だった。

　弾かれたように離れた蓮也は、光を放つ彼女のブレードの形状が杖であることを確認して大きく目を見開く。

　ユウリのブレードじゃない。

　各個人で固有の形状を持つブレード。その形状が違うということは──

「誰だお前は……！」

　反射的にブレードを可視化した蓮也に、ユウリに見える少女は、ユウリがしないような大仰な仕草で顔を押さえ、唇をつりあげて笑った。

「あはっ、ここまでやっても上書きオーバーライトさせてもらえないなんてね！」

　上書きオーバーライト……《虚構書記オーバーライト》？

《虚構書記オーバーライト》はユウリに固有の能力じゃなかったか──？

　蓮也の疑問は、再び開いた屋上の扉によって中断される。

　そこに立っていたのは──驚きに目を見開くユウリだった。

　ユウリ。

　ユウリが、二人──？

　混乱する蓮れん也やとは裏腹に、動揺と緊張を一瞬で収めたユウリは、アメジストの瞳を細めて即座に鞭型のブレードを可視化した。

「先輩……あの方は？」

　答える言葉を持たない蓮也は、流れるようにユウリそっくりの少女へと視線を向ける。

　片手で顔を押さえていた彼女は、二つの視線に気づくとぽんと手を打って、

「ああ、そっか。自己紹介がまだだった」

　朗らかに笑って言う。




「祈いのり刃はナイエ。祈刃ユウリとまったく同じＤＮＡを持つ──妹だよ」




　衝撃的な言葉は、不意に強く吹いた風と共にその場の空気ごとすべてをさらっていった──。


〈了〉















あとがき




　お久しぶりなのにスペースがない！　刈かり野のミカタ、刈野ミカタです（次を見つつ）。

　本作は近未来ＶＲ仮想現実バトルものです。

　ＶＲバトルゲーム『ブレードリンク』で元最強の主人公蓮れん也やが銀髪の美少女ユウリと出会い、表向き最大の公式大会制覇を目指しつつ、その裏側にも足を踏み入れていきます。

　超絶ハイクオリティーなフルーツパンチ様のイラストと共に（むしろそちらをメインに）末長くお付き合いいただければ幸いです。

　以下謝辞です。なにはともあれ、担当編集大おお類るい様。刈野の尻を高頻度で叩たたいていただき、本当にありがとうございました。これからもどうぞよろしくお願い致します！

　キャラに命を吹き込んで下さったフルーツパンチ様。その超美麗イラストを見るたびに、刈野は椅子の上でトリプルアクセルを決めておりました。どのキャラも素敵すぎます！

　また本作を刊行へと導いて下さった編集長をはじめとした編集部の皆様、出版に携わって下さった方々。叱しつ咤た激げき励れいをいただいた同期や作家仲間、家族や友人の皆さん。

　そしてなにより、読者の皆様に渾こん身しんの感謝を──。

　また次巻でお会いできますように！


刈野ミカタ




[image: ]逃げ場ないよー[image: ]







　このたびは絵の方描かせていただきましたフルーツパンチです

　絵を担当したのにあとがきに絵がないと言う事態です




　主人公とヒロインの関係を除いて、蓮也にとってのキーキャラが散葉であるならば

　物語ラストに登場した子がユウリと言うキャラを知るうえで

　かなり重要になって来そうな気がします。

　そしてこの文章を書いてる今　実は作家さんが誰なのか聞いてないからなのか

　まだ知りません　一体前のあとがきを書いているのは誰なのか…

　この１巻目、実は１月中盤にキャラデザイン作業をやって２月～３月頭にかけて口絵

　３月中盤から表紙→モノクロとなんと大体３か月まるっと時間をいただけました！

　他の作業もあったのでこんなにお時間頂けて非常に助かりました。

　次の巻もこれくらい時間もらえたらなぁ～チラチラ　たぶん無理




　口絵でまるバレだと思うんです　あの子。（ネタバレ的な意味で）




　私、ここ１年ほど某MAPで卓上旅行ブームです。とても楽しいです


[image: ]逃亡王！[image: ]











　著者

　刈野ミカタ（かりの・みかた）

　　俺が……俺が埼玉だ！




　　訳：第五回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞でデビューさせていただきました。

　　生まれも育ちも埼玉南部です。いまだに県外に出る機会がなく、今後もおそらくないものと思っております。

　　同郷の方もそうでない方もよろしくお願い致します。




　イラスト

　フルーツパンチ

　　１月14日生まれ好きなものはゲーム・絵を描く事・小鳥、愛鳥のマンゴちゃんに相手をされない毎日を送ってます。スリスリ相手してほしいッピ
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